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２０２２年３月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

３月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１７日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、前回の審議会での答申を受け「２０２３年度関東甲信越地方向け地

域放送番組編集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０２３年度

関東甲信越地方向け地域放送番組編成計画」について説明があった。次に、首都圏局の

取り組みと今後の予定について報告した。その後、首都圏情報 ネタドリ！「広がる“無

毛社会”！？～私たちと毛のこれから～」について説明があり、放送番組一般も含めて

活発に意見の交換を行った。  

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後１か月の番組編成について説

明が行われ、会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

副委員長  泉田 佑子（書家） 

   委 員      飯島 禎典（株式会社湊與 専務取締役） 

石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜都圏情報 ネタドリ！「広がる“無毛社会”！？～私たちと毛のこれから～」 

（総合 ２月１７日(金)放送＜関東地方（茨城・栃木は別番組）＞）について＞ 

 

○  脱毛について多角的に考える番組だった。メディアや広告の影響から、トレンドを

押さえることを意識して生活している人も多いと思う。脱毛の流行についても、メ

ディアの影響が少なからずあると思う。コロナ禍でオンライン会議が日常的に行われ

るようになって自身のひげが気になる人が増えたことや、いわゆる介護脱毛の広まり

などには、時代がよく表れていると感じた。番組で紹介していた体毛について子ども
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たちに教える場面では、体毛が生えることは自然なことなので、体毛とどのようにつ

きあうのか自分で考えて選択することが大切だと伝えていた。多様性の時代をしっか

りと映し出していたと思う。番組の最後に、司会のアナウンサーが「多様性の時代を

迎え選択肢も増える中で、個性を生かすためには周りの目に捉われず、強い意志を持

つことが大切」という趣旨のコメントをしていた。多様な個人がいることを受け入れ

て、それぞれの持ち味を尊重するという「ダイバーシティ＆インクルージョン」の考

え方からすると、多様性を受け入れる寛容性がなければ、摩擦を生みかねない。多様

性を受け入れることの大切さについても紹介するとなおよかったのではないか。また、

若者だけではなく幅広い世代に脱毛が広がっているとしながら、街頭の声は若者だけ

が取り上げられていたことに違和感を覚えた。 

 

○  体毛の濃さなどにコンプレックスを抱いて暮らしている人は多いと思う。脱毛をす

ることで、これまで感じていた生きづらさが少なからず解消される事例も盛り込まれ

ていて、示唆に富んだ興味深い番組だと感じた。実際に脱毛をした大学教授の方が、

自身の経験を体毛がなくなり「トゥルントゥルンになった」と表現していたのはやや

気になった。 

 

○  脱毛を望む人がここまで増えていることに驚いた。美容目的の女性だけでなく、男

性や中高年、さらには老後の介護に備えて脱毛をする人が多いことを初めて知った。

介護脱毛のパートで、「私たちプロにとっては無毛であるかどうかで負担は変わらな

い。毛があると迷惑になるという考えが広がらないでほしい」という介護の専門家の

コメントを紹介したのは意見が偏ることがなく適切だった。「首都圏情報 ネタド

リ！」はさまざまな話題を取材して伝えているが、多様な意見を丁寧に紹介している

ことがよいと思う。今回も脱毛について中立的な立場で現状を伝えたうえで、世の中

への警鐘も含んだ示唆に富む番組だった。脱毛をするかしないかは個人の判断だが、

人はさまざまな意見を参考にして決断をするものなので、賛否をバランスよく取り上

げたことを評価したい。番組では金銭的なトラブルについて紹介していたが、医療的

なトラブルについても言及するとよかったのではないか。最近ではムダ毛という表現

が体毛という表現に改められているとのことだが、正しい方向性だと思う。この番組

が思春期の子どもたちの不安を解消する一助になるとよいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  多様性とあわせて寛容性についてもう少し取り上げるべき

だという意見は次に生かしたい。街頭インタビューもさまざま

な年代の声を伝えたほうがよかったと考えている。医療的な観

点については、演出を工夫して画面に文字情報を表示する形で
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紹介した。 

 

○  脱毛のニーズが増えているということだが、その一方でひげを生やしている方が脱

毛の流行をどのように感じているのかという紹介があってもよかったのではないか。

また、体毛があることのメリットについてももう少し盛り込まれるとよかったと思う。

脚をすりむいた際は、体毛があることで傷が浅くなったり、治りが早かったりする。

そのような観点があると、よりバランスのよい番組になったと思う。 

 

○  さまざまな立場や世代の人が脱毛をしていることに驚いた。「脱毛をするもしない

も個性である」というコメントはそのとおりで、自分自身の考え方を見つめ直すうえ

でも参考になった。介護脱毛について、介護をする家族にとってはありがたいが、介

護のプロにとってはどちらでもよいという話があったが、この話題に関心を持ってい

る視聴者からすると、脱毛をしたほうがよいのかしなくてもよいのか、方向性までも

う少し掘り下げて伝えてほしかった。脱毛に関連した金銭トラブルや同調圧力につい

て紹介したのはよい警鐘になったと思う。デリケートな話題をＮＨＫらしい真摯

（しんし）な姿勢で伝える内容で好感を持った。今後もＮＨＫならではの報道や番組

を期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  体毛があることでプラスになる側面について、もう少し伝え

てもよかったかもしれない。介護脱毛をする人が近年増えてい

るということを、まず紹介することに意義があると考えた。頂

いた意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  最近は電車などでの広告だけではなく、いわゆる“インフルエンサー”が脱毛のＰ

Ｒをするケースが多いように感じている。タイムリーな話題を多角的に伝える、内容

の濃い番組だった。自身も脱毛をした大学教授が、「自分の容姿はそれぞれが好きに

すればよい」という趣旨の発言をしていのは、多様性の時代に即したよいコメントだ

と思った。コロナ禍以降に脱毛した理由を示すデータで、「特に理由は無い」と回答

した女性が多いことは興味深かった。コロナ禍で行動が制限される中、ある種の達成

感を得るために脱毛をする人もいると感じた。介護脱毛の紹介では、介護の専門家が、

体毛があろうが無かろうが、介助者の負担はほとんど変わらないことを明確に述べて

いて、ＮＨＫが公共メディアとして中立な立場であることが理解できた。一方で、家

庭で家族の介護をする場合は体毛があることで負担が大きかったという声も紹介さ

れていたので、介護のプロではない家族がケアする場合は脱毛をしたほうがよいのか

など、もう少し掘り下げて伝えてほしかった。子どもたちがふだん多く接している動



4 

画投稿サイトなどの広告には、同調圧力を感じるような過剰な表現が使われているも

のが少なからずある。その意味では、「脱毛することが当たり前」というような考え

方に警鐘を鳴らし、「脱毛は１つの選択肢で、それぞれが好きなように判断すればよ

い」というメッセージが明確に伝わってきたことがすばらしいと感じた。子どもたち

の保護者にも見てほしい番組だった。 

 

○  電車の車内広告で「脱毛はマナー」というコピーを目にし、違和感を覚えたことが

あった。この番組で、首都圏の脱毛事情をおおよそ理解することができた。３月３日

(金)の「“加工した私”に近づきたい 見た目に悩む人たち」も見たが、いずれの番

組もルッキズムの高まりとどのように向き合うのがよいか考えさせられる内容で、新

生活を迎える人たちが多い時期にタイムリーだと感じた。両番組からは、現代社会で

人間としての本来の幸せや豊かさが失われ、心の貧困が広がりつつあるのではないか

ということを感じた。体毛に対する私たちの価値観の変化を公平に伝えようとしてい

るとは感じたが、脱毛した登場人物が熱く語っていたためか、やや脱毛を肯定してい

るようにも思えた。脱毛に関する金銭的トラブルが起きていることを指摘していたの

は重要だが、美容業界に対する規制が現状ではどのようになっているのか気になった。

美容業者の戦略によって、若者たちが「脱毛しなければならない」と思い込んでしま

うことが問題になっていることがよく分った。ゲストの専門家から、体毛との向き合

い方についての若い世代に向けたアドバイスがあるとなおよかったと思う。脱毛が浸

透していることを示すデータが紹介されたが、サンプルがやや限られていて説得力に

欠けるように感じた。また、医療の観点でどのようなことに気をつければよいのか、

もっと詳しく伝える必要があったと思う。デリケートな話題を取り上げたことは評価

したいと思う。 

 

○  デリケートな話題をまじめに取り上げた番組でとてもよかった。地域でも脱毛を行

う医療機関が増えてきたと感じている。中学生や高校生が体毛について悩むことも多

いと思うので、専門家による学校での教育も必要だと感じた。電車の車内にはいくつ

もの美容業者が広告を出しているし、知名度が高く信頼がおけると思われているタ

レントが起用されているケースもある。脱毛をめぐって金銭的な被害に遭った事例に

は考えされられた。思春期の子どもたちや高齢者が、気軽に相談できるような相談窓

口を紹介するとなおよかった。また、脱毛をする場合に、どのような美容業者に注意

すべきか、もう少し詳しく知りたかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  街中やＳＮＳ、動画投稿サイトなどを通して脱毛に関する情

報や広告に大量に触れる中で、若い世代を中心に価値観が偏る
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懸念があることについて問題提起をしたいと考えた。今回は、

個人がどのように判断するのかについて掘り下げて伝えたが、

指摘のように美容業界や広告のルールなども重要なテーマであ

り、取材を続けていきたい。脱毛をした方は、脱毛に対して肯

定的な思いが強いことを理解したうえで、反対の意見もしっか

りと伝えたつもりだ。より説得力のあるデータを示してほしか

ったなど頂いた意見は今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  脱毛が流行しているが、そのさまざまな側面について理解を深めることができた。

介護脱毛を行う人が増加していることを伝えると同時に、介護のプロにとっては体毛

のあり無しであまり負担は変わらないという専門家のことばを紹介するなど、限定的

な情報にならないようしっかりと配慮されていると感じた。脱毛を肯定的に捉える若

い世代の声とともに、広告が若者に与える影響について伝えていて好感を持った。子

どもたちにどのように声を掛けたらよいか、保護者に対する具体的なアドバイスが留

意点とともに紹介されていたのもよかった。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ２月１８日(土)のＪリーグ２０２３ Ｊ１第１節「セレッソ大阪」対「アルビレッ

クス新潟」(総合 後 1:50～4:05 新潟県域)を見た。新潟市で行われたパブリック

ビューイング会場から実況するという新たな試みがとてもよかった。パブリック

ビューイング会場のサポーターの歓声も聞こえてくるなど、臨場感を味わうことがで

きた。解説の宮澤ミシェルさんと実況の増田卓アナウンサーの掛け合いもすばらし

かった。「新潟ニュース６１０」でスポーツを担当していて、今回の中継にも出演し

ていたキャスターの藍川眞帆さんはコメントも適切でよく勉強されていると感じた。

ことしはＪリーグ３０年の節目の年なので、サッカーを通して地域の人たちに元気を

届けてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  パブリックビューイングの来場者からは、「実況を目の前で

見ることができて感動した」など、好意的な意見が多く寄せら

れた。新潟局では年間４試合の中継を予定している。よいタイ

ミングで中継し、地域の盛り上がりにつなげていきたい。 

 

○  ２月２４日(金)の「ひるまえほっと」を見た。宇都宮局が取り組んでいる、視聴者

からの疑問を徹底的に調べる企画「シラベンジャー」の舞台裏が紹介されていが、と
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ても熱心に取材をしていることがよく分かり胸が熱くなった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「シラベンジャー」は 2022 年４月から「とちぎ６３０」の

コーナーとして放送していて、キャスター、記者、ディレクタ

ー、カメラマンなどさまざまな職種のスタッフが総力を挙げて

制作している。今後もこの取り組みを続けていきたい。 

 

○  ２月２６日(日)の首都圏いちオシ！「東京・学生の街」を見た。「ＮＨＫニュース 

おはよう日本」や「首都圏ネットワーク」での告知で興味を持った。街のいち押しの

魅力を紹介する内容で、学生が案内役を務めていて楽しめた。高田馬場、八王子、北

千住が取り上げられていたが、古くからの学生街から比較的新しい学生街まで、多様

性があったのがよい。さまざまな大学や、学生が登場したことも評価したい。テンポ

のよい進行で情報量も多くついて行くのが大変だったが、お昼どきに放送する番組と

してはよかったと思う。学生と地域住民のつながりは双方にとってかけがえのないも

のだ。北千住の住民が「大学ができて街がにぎやかで若々しくなった」と話していた

のからは、実感が伝わってきた。気持ちがよく伝わることばを丁寧に拾いあげて伝え

ていたと思う。コロナ禍で学生たちの心のよりどころが地域とのつながりにあったと

いう紹介には温かな気持ちになった。ただ、八王子のエピソードからは、学生と地域

とのつながりがあまり伝わってこなかったのが残念だった。 

 

○  ３月３日(金)のキタカン＋「北関東ご当地グルメ自慢！」を見た。「ＮＨＫニュー

ス７」の終了直後においしそうな食べ物の映像が映し出され、興味を引かれた。民放

では北関東の３県を比較して競い合わせるような演出の番組があり違和感を持って

いた。この番組は、北関東３局のキャスターがそれぞれの県のよいところを紹介し、

和やかな雰囲気で進行していて好感を持った。ご当地ならではの食材や料理はどれも

魅力的で、それぞれのグルメに携わる人たちのエピソードも興味深く、応援したい気

持ちになった。現地を訪れて味わってみたいと思わせられる内容ですばらしかった。

食事のメインとなる料理のあとに甘いものの紹介が続くという流れも分りやすかっ

た。ただ、実際に現地で食べてみたいと考えたとき、アクセス方法などが紹介されて

いなかったのは残念だった。また、「写真映え」ということばが使われていたのには

違和感を覚えた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「キタカン＋」は北関東３局が共同で年間数本制作してい

る。今回の番組は、全国放送のロコだけが知っている「ご当地
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グルメ対決 北関東スペシャル」の素材を活用しながら、さら

に偕楽園での収録を加えたもので、地域の視聴者に楽しんでも

らいたいと考えて制作した。今後もそれぞれの県の魅力を尊重

し、互いに高め合っていくような番組を制作したいと考えてい

る。 

 

○  ３月１０日(金)の金曜やまなし「再発見！やまなしの発酵」を見た。山梨県内のワ

イン醸造、みそづくり、藍染めという、発酵にまつわる３つのテーマを掘り下げた内

容で興味深かった。地域の視聴者にとっても勉強になる番組だった。ワイン醸造の

パートでは、醸造の過程の副産物で生じる二酸化炭素をどのように生かすか検討して

いる場面を紹介していた。地域の課題解決やＳＤＧｓにも関連した内容でとてもよ

かった。みそづくりや藍染めについてもさまざまな情報が伝えられていた。よく取材

していて、魅力的で意義のある番組だと感じた。コロナ禍前のようなにぎやかな雰囲

気とテンポのよい進行からも、これからの時代が楽しみになった。ゲストの出演者た

ちがよい雰囲気を作り、番組に一体感をもたらしていた。ワイナリーだけではなく、

みそ蔵での収録があるとより効果的だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  最近注目されつつある発酵をテーマにして、ふだんあまりテ

レビやＮＨＫを見ない若い世代とつながるイベントを行った。

今回の番組は、そのイベントと連動して制作したものだ。甲府

局のオープンスタジオだけではなくワイナリーで収録を行うこ

とにも取り組んだ。頂いた意見は今後の番組制作に生かしてい

きたい。 

 

○  ３月１０日(金)のとちスペ「１２歳で被災したぼくらの同窓会 ～あの日から１２

年～」を見た。宇都宮局の齋藤貴浩記者は宮城県石巻市出身で、東日本大震災で被災

した経験があるそうだが、当事者でありながら記者として客観性を持って番組に関わ

ることは難しく、苦労も多かったのではないか。３月１１日の前後で震災関連の番組

を放送することは、東日本大震災を風化させないために重要なことだ。震災関連の番

組は見ていてつらくなるような場面もあるが、この番組の「決して美談にしないでほ

しい」という被災者のことばがすべてを表していると感じた。被災者の中には、触れ

られたくない過去と向き合っている人もいれば、すでに前を向いて生きているので同

情されたくないという人もいる。それぞれにさまざまな事情や生き方があるので、今

も前を向くことが難しい人たちの思いも伝えてほしかったと思う。 
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（ＮＨＫ側） 

  若手の記者とディレクターが中心になって制作した番組

だ。東日本大震災についてはこれからも継続して伝えていく。

頂いた意見は現場に伝え、今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  「新潟ニュース６１０」で「知っておきたい原子力」というシリーズが始まった。

「原子力とはそもそもどのようなものなのか」など、毎回テーマを絞って短時間で伝

えていて勉強になる。誰もが受け入れやすい伝え方で情報を発信していてよい取り組

みだと思う。若い世代にとっても役に立つ内容なので、ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏ

ｌなどにも展開してほしいと思う。エネルギー問題についても伝えられているが、天

然ガス採掘など新潟県の資源開発がどのような役割を果たすのかについて、もう少し

掘り下げて伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「知っておきたい原子力」は全１１回のシリーズを予定して

いる。再放送についても検討していきたい。新潟県では古くか

ら原油や天然ガスの開発が行われていて、国内シェアの大半を

占めている。エネルギーに関する最新情報はこれからも丁寧に

伝えていきたい。 

 

○  ２月２５日(土)のＮＨＫスペシャル「調査報告・ロシア軍～“プーチンの軍隊”で

何が～」と２月２６日(日)の「ウクライナ大統領府 軍事侵攻・緊迫の７２時間」を

見た。ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が始まってからの数日間に、ウクライナ

大統領府やロシア軍がどのような動きをしたのかがよく分かる番組だった。関係者た

ちの行動や考えがリアルに伝わってきた。ＮＨＫがこのような番組を制作できたのは、

長年ウクライナの放送事業に協力してきた実績があったからだと感じた。争いの歴史

が増えるのは悲しいことだが、忘れてはならないことをしっかりと記録に残すことは

重要で、意義のある番組だった。 

 

○  ３月４日(土)のＮＨＫスペシャル「南海トラフ巨大地震 第１部 ドラマ」(総合 

後 7:30～8:48、10:00～10:54)を見た。「半割れ」という時間差で大きな地震が２回以

上発生する可能性があることを初めて知った。実際にこの現象が起きた際に人々が取

るべき行動や行政の態勢構築などについてシミュレーションし、災害が起きてしまう

前に伝えたことがよい。発災時に私たちが取るべき行動について考えさせられるすば

らしい番組だった。 
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○  ３月４日(土)のＮＨＫスペシャル「南海トラフ巨大地震 第１部 ドラマ」を見た。

近い将来に高い確率で起きると言われている南海トラフ地震について取り上げた良

質な番組だった。最近は新型コロナウイルスやウクライナ情勢などのニュースに目が

いきがちだったが、改めて身近な危機を再認識することができた。防災・減災報道や

災害時の情報発信はＮＨＫが担っている重要な役割だと考えているが、この番組はま

さにその役割を体現していてすばらしかった。発災時のさまざまな状況を想定し、私

たちの取るべき行動を臨場感のあるドラマ仕立てで伝えていて理解が深まった。３月

５日(日)の「南海トラフ巨大地震 第２部“最悪のシナリオ”にどう備えるか」(総

合 後 9:00～9:59)も見た。専門家と出演者の対話を通し、視聴者も一緒になって考え

ることができる演出がとてもよかった。東日本大震災から１２年が経過したが、依然

として復興は道半ばで、あらかじめ災害に備える重要性を痛感している。引き続きさ

まざまな形で防災や減災につながる情報を伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  南海トラフはもちろんだが、ことしは関東大震災から 100 年

となることを踏まえ、首都圏局でもプロジェクトで年間を通し

てさまざまな展開を行う予定だ。首都直下地震への備えについ

ても詳しく伝えていきたい。 

 

○  ３月５日(日)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。ＱＲコードを活用して、

視聴者からの質問を募集する場面があった。手元に携帯電話がある場合はよいが、そ

うでない場合にはやや不便に感じる。番組のホームページなどから応募画面に簡単に

到達できればよいのだが、今回はたどり着くのが難しかった。放送に関連するデジタ

ルコンテンツがより使いやすくなることを期待したい。 

 

○  ３月１６日(木)の日本テレビの番組に「チコちゃん」が出演するなど、ＮＨＫと日

本テレビがさまざまな番組でコラボレーションする企画を見た。ＮＨＫは昔と変わっ

たという印象を受けた。ＮＨＫをふだん見ていない人は、いくらよい番組を放送して

もＮＨＫを見ることはない。ＮＨＫがチャンネルを合わせてほしいと考えている若い

世代が日常的に見ているであろう民放の番組にＮＨＫのコンテンツが登場すること

で、ＮＨＫの番組を見るきっかけになるし、ＮＨＫが親しみやすい存在であることも

伝わる。効果的ですばらしい取り組みだと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫと日本テレビは双方とも放送を開始してからことし

で７０年になることをきっかけに、互いの人気番組がコラボ

レーションして放送するなど、さまざまな展開を行っている。
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３月１９日(日)にも特別番組を放送する予定なので期待してほ

しい。 

 

○  ２月１８日(土)の「いのち輝く 横浜こどもホスピス１年」(ＢＳ１ 後 8:00～8:49)

を見た。番組のロゴは虹色のデザインで、子どもたちはどのような色にもなれるし、

輝ける存在であることを示唆していて、番組の内容にぴったりだと感じた。横浜局が

継続して取材してきたことをまとめて伝える内容だった。こどもホスピスは、子ども

たちや家族にとって大切な家のような場所であることがよく伝わってきた。２人の女

の子がこどもホスピスで過ごす様子が多く紹介されていたが、彼女たちの姿を通して

ホスピスが重要な存在であることがよく伝わってきた。臨場感のあるカメラワークで、

その場にいるかのような感覚を覚えた。語りが子役の新津ちせさんであることにも好

感を持った。コロナ禍で、子どもたちやその家族は感染を避けるために、家と病院を

往復する生活を余儀なくされてきた。社会や人とのつながりが失われがちな中で、こ

どもホスピスの存在は欠かせなく、普及が進んでほしいと思う。国から金銭的な支援

が受けらないことが課題だと考えているので、この問題も含め、引き続きこどもホス

ピスの重要性をしっかりと伝えてほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  番組で取り上げた子どもホスピスは 2021 年１２月に開設さ

れ、2022 年６月３日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「ひとりひ

とりの命輝く場所 横浜“こどもホスピス”」でも特集した。

開設から１年が経過したタイミングで、ＢＳ１で放送し、全国

に伝えることができた。各地のこどもホスピスでも、資金面で

の課題が多いと聞いている。今後も取材を継続していきたい。 

 

○  ３月１１日(土)にさいたま局が主催した防災イベント「ＮＨＫさいたま防災展示ｉ

ｎさいたま新都心」を見てきた。会場は 2022 年に放送された首都圏ネットワーク「大

規模マンションの防災対策」でも取り上げられた、大型マンションが林立する地域だ。

この地域でイベントを開催することは効果的だと感じた。公衆電話での災害伝言ダイ

ヤルの使い方や、ガスメーターの復旧方法などを実際に体験できた。ＮＨＫと公共機

関、行政が連携して防災に取り組むことは極めて重要だと改めて感じた。さいたま局

は、このイベントに合わせて「ひるどき！さいたま～ず」でも「備える」をテーマに、

災害時に身を守るための情報を伝えていた。イベントと放送が一体になって視聴者に

届けることは効果的ですばらしい。これからも命と暮らしを守る防災・減災報道に全

力で取り組んでほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  さいたま新都心で防災に関する企画展を行っている。さいた

ま市は人口の増加が全国的にも顕著で、さらに新都心周辺は新

築のマンションも多いので、防災をテーマにした企画を実施す

るのに最適だと考えた。今回の企画展は、防災のネットワーク

を広げることも意識して、民間企業や行政と協力して行った。

また、体験型のコーナーを設け、理解促進を図ることに努めた。

頂いた意見は今後の展開に生かしていきたい。 

 

○  ３月１２日(日)のＮＨＫスペシャル「震災１２年 復興の地図 ～“希望の芽”

を探して～」を見た。国勢調査のデータから人口増加が起きている場所を探し出し、

その原因を探るという内容で興味深かった。町ぐるみで行っている取り組みもあれ

ば、企業が始めた取り組みが人の流れを作り出している例もあり驚かされた。研究

者が「被災地はこれからの日本の社会の鏡になる」と話していたが、紹介されてい

た取り組みは、いずれも人口減少に頭を悩ませている多くの自治体にとって、希望

になると感じた。被災各地で活躍する若者はもちろん、若者の挑戦を後押しする大

人たちの姿も印象に残った。若者に任せるという決断をした年長者の思いや葛藤に

ついて詳しく聞いてみたかった。 

 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

             番組審議会事務局 
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２０２３年２月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

２月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１７日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０２３年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」

について報告があった。引き続き、「２０２３年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集

計画（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として原案を可とす

る旨、答申することを決定した。続いて、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行っ

た。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後１か月の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

委 員 長      尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

副委員長  泉田 佑子（書家） 

   委 員      飯島 禎典（株式会社湊與 専務取締役） 

石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２３年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集計画（案）」について 

-諮問-＞ 

 

○  埼玉県の話題は、人口の多い南部や、自然が豊かで独自の文化がある秩父地域の話

題が多く取り上げられる傾向があると感じているが、６３ある市町村それぞれの魅力

を幅広く発信することを期待している。防災・減災についても地域ごとにきめ細やか

な情報を提供することに力を入れてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  埼玉県は地域ごとに特徴があり、それぞれ歴史や文化にも違

いがある。地域の偏りなく、それぞれの地域にとって適切なタ

イミングで情報を発信していきたい。 

 

○  新潟局の重点事項は、地域に寄り添う姿勢が伝わってくる方針だと感じた。幅広い

世代から信頼されるメディアとなるよう、若い世代の感性も生かした取り組みを期待

している。柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を巡る動きについては、原発が再稼働した

場合のメリットとデメリット、将来の放射性廃棄物処分の問題、持続可能なエネル

ギーの現状など、県民が冷静に判断できるような情報を継続的に伝えてほしい。Ｊ１

に昇格したアルビレックス新潟の活躍は、地域の活力になるだけでなく、努力するこ

とのすばらしさ、健康への気配りなど、さまざまなことを学ぶきっかけになると思う

ので、積極的な情報発信を期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  柏崎刈羽原子力発電所の再稼働を巡る動きについては、多角

的な視点から分かりやすく伝え、若い世代にも関心を持っても

らえるようにしたいと考えている。新年度に先駆け、シリーズ

「知っておきたい原子力」という原子力の基礎知識を伝えるリ

ポートを制作し、放送やホームページなどで発信している。ア

ルビレックス新潟については、あす２月１８日(土)の開幕戦を

生中継し、260 インチの大画面によるパブリックビューイング

も実施することにしている。また、今夜の「金よう夜きらっと

新潟」でもアルビレックス新潟を応援する企画を放送して盛り

上げ、県民の期待に応えたい。 

 

○  諮問された「２０２３年度関東甲信越地方向け地域放送番組編集計画（案）」につ

いて、各委員の意見の趣旨が番組編成に生かされることを前提に、原案を可とし、答

申したいと思う。異議はないか。 

 

○  異議なし。 

 

○  原案を可とし、答申することにする。 

 

（ＮＨＫ側） 

  答申いただき感謝申し上げる。頂いた指摘と意見は地域放送

番組の編成に生かしていく。 
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＜放送番組一般について＞ 

 

○  １月２３日(月)～２７日(金)に「首都圏ネットワーク」と「いば６」で放送した企

画「変わる くらし つくばエクスプレス沿線ウイーク」を見た。初日、つくばエク

スプレスが開業した 2005 年と、現在の写真を比較することで、沿線の町が大きく発

展したことがよく分かった。パキスタン人が多く住む埼玉県八潮市や、子育て世代の

人口が増加している千葉県流山市など、それぞれの町の特色を楽しく紹介していて興

味深かった。茨城県つくば市では低学年になるほど子どもの数が多いと紹介していて

驚いた。中継で紹介していた埼玉県三郷市の「におどりミュージカル」の活動に興味

を持ち、「におどり」という名前の由来など活動についてもう少し詳しく知りたくなっ

た。自分で調べたところ「におどり」は市の鳥の名前にちなんだものだと分かったが、

番組の中でも説明があるとよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  茨城県は子どもの数が増えていて、つくば市などの県南部で

は小・中学校や高校の教室が足りない状況になっている。水戸

局ではこのような地域の課題をどう解決するのか、特集を組ん

で取り上げている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「におどり」のような地域ならではのことばは、地域に密着

して取材していると、当たり前のように感じてしまい、つい説

明が不足してしまいがちになる。ほかの地域に住んでいる視聴

者も意識して、丁寧に説明することを心がけたい。 

 

○  ２月３日(金)の首都圏情報ネタドリ！「見過ごされてきた外国人の心の病」を見た。

心の病にかかる外国人が増えている現状を紹介し、外国人を受け入れる環境が整って

いない日本社会、特に医療の受け入れ体制について、さまざまな課題を浮き彫りにし

ていた。ブラジル人女性の「ものではなく、人間として見てほしい」ということばが

印象的で、日本人が外国人にもっと寄り添う必要があるのではないかと気づかされた。

外国人に対する向き合い方について改めて考えるよい機会となるよい番組だった。多

言語でテロップを入れるなど、当事者である外国人にも見てもらえるような工夫があ

るとなおよかったと思う。 
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（ＮＨＫ側） 

  視聴者を混乱させないように、テロップなどの画面上の情報

量は必要不可欠なものにとどめるよう心がけているが、当事者

である外国人に見てもらうには、指摘の通りさらなる工夫が必

要だと感じた。また、今回の番組の一部を編集したものを、国

際放送「ＮＨＫワールドＪＡＰＡＮ」で海外に向けて発信する

ことも検討している。 

 

○  ２月７日(火)の「ひるまえほっと」の企画「かんなくずに魅了され」を見た。かん

なくずをアート作品に活用している女性を紹介していた。かんなくずが繊細で美しい

アート作品に生まれ変わることに驚き、このようなすばらしい活動をしている人を見

つけて紹介したことに感心した。ワークショップの様子も紹介していたので、自分で

も体験したくなった。ただ、丸まったかんなくずを伸ばし、乾燥を防ぐためにオイル

で保湿するという作品づくりの下準備にあたる工程を紹介したあと、そこからの製作

過程ではなく、材料の調達について紹介したのは、やや唐突な印象を受けた。切り絵

作品をやわらかな自然の光の中で映し出していて、温かみのある木目のよさが伝わっ

たが、もっと光を当てたほうが、「薄さゆえに光を通したときの木目の浮かびあがり

が一番美しい」という製作者の女性のことばも生きると感じた。この女性のもう１つ

の取り組みとして、かんなくずを温泉に見立てて子どもたちを遊ばせる「かんなくず

温泉」を紹介していたが、子どもたちの五感に訴え、創造性を刺激する取り組みです

ばらしいと思った。子どもたちがかんなくずで作った冠をキャスターにプレゼントし

たというエピソードからは、子どもたちの創造性が感じられて、とてもよかったが、

スタジオでその冠をかぶったキャスターが苦笑いをしているような表情に見えたの

が気になった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  かんなくずを活用したアート作品は存在自体がなかなか知

られていなかったので、紹介できてよかった。横浜局では、神

奈川県内の知られざる魅力を今後も紹介していきたいと考えて

いる。キャスターが冠をかぶったときに形が思ったよりも崩れ

てしまい、それに驚いてしまったのが苦笑いのように見えたか

もしれない。本人は、子どもたちに冠をプレゼントしてもらっ

たことをとても喜んでいて、今ももらった冠を大切にしている。 

 

○  ２月８日(水)～１０日(金)の「ひるどき！さいたま～ず」を聴いた。防災リュック

など、防災に関する話題を取り上げていたほか、各市町村からの話題をふんだんに紹



5 

介していた。埼玉県には多くの市町村があるので、自治体とも連携しながら、さまざ

まな地域の身近な話題を届けてほしい。さいたま局にはテレビの県域放送がない分、

ラジオで存分に県内の話題を発信してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ラジオだからこそ伝えられる情報もたくさんあると考えて

いる。自治体に加えて、大学生とも連携しながら、より多くの

地域の情報を発信していきたい。防災に関する取り組みとして

は、さいたま局では３月１１日(土)～２７日(月)にさいたま新

都心駅で、県内の自治体や生活インフラを支える事業各社と連

携して、防災を啓発するイベントを実施することにしている。 

 

○  この冬、新潟局では大雪に関連して、大雪への注意を呼びかける映像を作成したり、

立ち往生を検証して自治体や企業に対し雪害の解決への取り組みを促したりと、防

災・減災に取り組んでいた。新潟県民の中には大雪はただ耐え忍ぶものだという意識

があったが、大雪は災害であるという認識を持って、被害を減らすための備えが必要

だという意識を県民に伝えたことは非常に意義があると思う。２月８日(水)には柏崎

刈羽原子力発電所で重大な事故が起きたことを想定した避難訓練を冬の時期に初め

て実施していたが、新潟県全体で大雪に対する防災・減災の機運が高まればよいと思

う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新潟局では、この冬の大雪にあたり、あらゆる伝送路で繰り

返し注意を呼びかけたが、除雪中の事故や、停電中に車の中で

暖をとっていた人が一酸化炭素中毒で亡くなるなど痛ましい事

故がおきてしまった。県民の命を守るため、新潟局では防災・

減災に向けた情報発信をさらに強化していきたい。２月１４日

(火)の「新潟ニュース６１０」で「道路管理責任者に問う」と

いう企画を放送し、道路の関係機関の連携不足を明らかにし、

荷主や物流業界にも対応が求められたのではないかという課題

も伝え、また、県民一人一人に対しても車での不要不急の外出

を控えることが重要であると呼びかけた。今後も大雪が降る前

から行動を変えることを促すような発信していきたい。新潟局

のホームページでも、防災・減災に向けた発信の強化を進めて

いる。 
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○  ２月２日(木)のあさイチ「愛（め）でたいｎｉｐｐｏｎ ギョーザ！イチゴ！チー

ズ！栃木」を見た。ギョーザやイチゴなど栃木県の名物を取り上げていた。栃木県宇

都宮市について、１世帯あたりのギョーザの購入額が全国３位に下がったことに市民

が落胆し、巻き返しのために宇都宮ギョーザを盛り上げようとしているように紹介し

ていたが、宇都宮市民の知り合いに聞く限り、ギョーザ購入額の順位にはあまりこだ

わっていない様子で、温度差を感じた。一方で、地元でもあまり知られていない、チー

ズ作りで余った材料を有効活用した「ブラウンチーズ」というチーズを使った菓子作

りの取り組みを紹介したことに感心した。オープニングで予告された映画の舞台に

なった竹林の話題に興味を持ったが、実際に番組の中で紹介されるまで時間がかかり、

早く紹介してほしいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘のように宇都宮の人たちはギョーザ購入額の順位に一

喜一憂しているわけではないかもしれないが、宇都宮ギョーザ

に対しては誇りを持っていると感じている。竹林の話題をオー

プニングで予告したのは多くの人の興味を引くことがねらいだ

が、かえって紹介まで待たされたように感じたという指摘は現

場に伝える。 

 

○  ２月５日(日)の明日をまもるナビ シリーズ関東大震災１００年（３）「首都直下

地震 あなたは何日避難できる？」を見た。首都直下地震で想定される長期の避難生

活に必要な備蓄品を紹介していて、大変参考になり、早速自分でも備蓄品を準備した。

「明日をまもるナビ」が、７０回以上も継続して災害への備えを伝えていることは意

義のあることだと思う。災害に対する備えについて日頃から意識しておく必要がある

と思うが、日常生活を送っているとどうしても忘れがちになるので、今後もこのよう

な番組を通して伝え続けてほしい。 

 

○  ２月１０日(金)のドキュメント７２時間「福島 真冬の山小屋にて」を見た。福島

県の安達太良山にある山小屋を訪れる人たちの人間模様を取り上げていた。この山小

屋が老朽化のため今年３月末で閉鎖され、取り壊される予定ということも紹介してい

た。番組を見て、取り壊しの前にこの山小屋を訪れたくなった。 

 

○  ２月１１日(土)のブラタモリ「前橋～なぜ前橋は“関東の華”？～」を見た。群馬

県前橋市の歴史を非常に分かりやすく伝えていて、前橋市民の知り合いの多くが、こ

の番組を見て前橋の町をより好きなったと話していた。前橋の商人たちがお金を出し

合って皇室を迎えるための建物を建てたり、川の浸食で壊れた前橋城を再建したりと
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いうエピソードに感銘を受け、自分たちも気概を持って前橋を発展させたいという気

持ちになった。ただ、前橋の名物として上州牛を使ったすき焼きが紹介されていたが、

上州牛は群馬県全体の名物で、前橋ならではの名物は豚肉料理なので、少し違和感を

覚えた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ブラタモリ「前橋～なぜ前橋は“関東の華”？～」の放送に

あたって、前橋局では、市内の駅構内にポスターを掲出したり、

「ほっとぐんま６３０」の中で番組の案内をしたりなどのＰＲ

をして、多くの人に見てもらうようにした。今後も群馬県に関

する番組を多くの人に見てもらえるように取り組んでいきた

い。 

 

○  ２月１２日(日)の「“新発見”と“新体験” テレビとスポーツの７０年」(ＢＳ１ 

後 7:00～7:50、8:00～8:49)を見た。テレビ放送開始７０年にあたって、テレビとス

ポーツの歴史を振り返っていた。サッカー女子ワールドカップで日本代表「なでしこ

ジャパン」が優勝したシーンなどの名場面の数々に懐かしさを覚えるとともに、さま

ざまな人が一体感を持って応援し、盛り上がることができるスポーツの力、テレビの

力を改めて感じた。司会の関根勤さんも、スポーツ選手のものまねを交えて楽しく進

行していた。ＮＨＫならではの貴重な映像を活用した非常によい番組だった。スポー

ツ中継については、大相撲やフィギュアスケートなどのラジオ中継を聴いたときに、

実況や解説が非常に分かりやすく、アナウンサーが勉強をしていることが感じられ、

すばらしいと感じた。テレビだけでなく、ラジオにもよい番組がたくさんあることを

ＰＲして視聴者に知らせてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「“新発見”と“新体験”テレビとスポーツの７０年」は２

月２３日(木)に総合テレビで改めて放送する予定だ。さらに、

ＢＳ１では２月２８日(火)から３夜連続で「テレビが映したス

ポーツ７０年」を放送し、スポーツの７０年を振り返る。その

ほかテレビ７０年関連では、２月４日(土)にテレビ７０年記念

ドラマ「大河ドラマが生まれた日」、２月１１日(土)に「テレビ

放送７０年『おかあさんといっしょ』から見るこども番組」も

放送した。さらに３月には同じ年にテレビ放送を開始した日本

テレビとのコラボレーションも予定している。 
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○  ２月１３日(月)の沼にハマってきいてみた「ラーメンにうどんやカレーまで！ 昭

和レトロ自販機沼！」を見た。ラーメンやうどんが買えるレトロな自動販売機に夢中

になり、古い自販機を再現したいと奮闘する高校生を紹介していた。番組で取り上げ

ていた群馬県のドライブインは何度か訪れたことがあったが、番組を見て改めてこの

ドライブインを訪れ、うどんの自動販売機を利用したくなった。 

 

○  保育現場の現状や、トラックドライバーの労働環境の問題など、社会が抱える課題

について、ＮＨＫがニュースなどでさまざまな角度から繰り返し伝えていることは、

非常に意義があることだと思う。事件や事故などが起こっても、当事者以外の人はし

ばらくすると忘れてしまうので、社会で解決すべき課題について、継続して伝えてい

くことを期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  首都圏局では放送やホームページを通しさまざまな課題を

提示して、視聴者から意見や解決策を募るという取り組みを行

っている。例えば保育を巡る課題については、現役の保育士、

保育園の経営者を中心に 1000 件以上の投書があり、寄せられた

意見をもとにニュースや「クローズアップ現代」などを制作し

ている。 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

             番組審議会事務局 
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２０２３年１月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、２０日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、前橋放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、ぐん

まスペシャル「BOØWY～伝説は群馬から生まれた～」について説明があり、放送番組一般

も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

副委員長  泉田 佑子（書家） 

   委 員      飯島 禎典（株式会社湊與 専務取締役） 

石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜ぐんまスペシャル「BOØWY～伝説は群馬から生まれた～」 

（総合 １１月２５日(金)放送分）＜群馬県域＞について＞ 

 

○  群馬県の誇りともいえるバンド BOØWY を取り上げていて非常にうれしかった。加え

て、BOØWY と並ぶ群馬県を代表するバンドである BUCK-TICK について言及していたの

もうれしかった。番組の中で音楽評論家が「絶頂期で真空パックされた」と評してい

たが、今なお BOØWY を愛し続けているファンや、コピーバンドの活動から、そのこと

ばの意味が分かりやすく伝わった。コピーバンドの活動をしているファンが、自分の

子どもにボーカルの氷室京介さんにちなんで「京介」と名付け、その京介君が父親の

思いを受け継いでコピーバンドに参加しているエピソードから、世代を超えて BOØWY
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の魅力が伝わっていることを感じた。ただ、BOØWY グッズのコレクターが自身のコレ

クションを紹介するシーンで、紹介していたコレクションが実は全体のほんの一部で

あることを伝えたときに、アナウンサーが思わず「うそ」と口走っていたのには、も

う少しことばを選んだほうがよかったのではと感じた。また、テロップの書体がやや

読みづらく感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コピーバンドのライブイベントに出場したバンドすべてか

ら思いを聞き、その中で印象的だったバンドのメンバーを番組

で取り上げた。子どもの名前が氷室京介さんにちなんで「京介」

だったのは偶然だが、地元の人々にとって BOØWY の存在がいか

に大きいかを改めて感じるエピソードだった。 

 

○  番組冒頭の「８０年代のロックシーンに革命を起こした」という説明を超えたすば

らしいバンドだと思っていたが、この番組で主要メンバーが群馬県高崎市出身という

ことを初めて知り、地元の人々に愛されていることもよく分かった。高崎市の人々が

BOØWY を尊敬し、愛している姿を見て、BOØWY を改めて好きになり、高崎の町のこと

も好きになった。番組には、BOØWY を高崎市の活性化にどうつなげていくのかという

視点もあるとよいと思った。ドラムの高橋まことさんが出演したことだけでも非常に

うれしかったが、解散の理由などについて突っ込んで聞いてもらえるとなおよかった。

「BOØWY」の発音は、抑揚をつけない平板な読み方だと思っていたが、番組では「ボ」

にアクセントを置いて発音していたので、読み方の説明があるとよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  高橋まことさんは今まであまりテレビ番組には出演してい

なかったが、今回のインタビューに応じてくれた。「BOØWY」の

発音については、平板でも「ボ」にアクセントのどちらでもよ

いというのが事務所の公式見解だったが、番組では後者を採っ

た。 

 

○  番組のオープニングでＣＤジャケットを並べて映していたのは、BOØWY の活動を知

る団塊ジュニア世代にとって、当時の思い出がよみがえり、非常によかった。番組か

らは、群馬県の人々が BOØWY を愛し、今も心の支えとなっていることがよく伝わって

きた。ギターの布袋寅泰さんが高校にロンドンブーツを履いて来ていた話など、知ら

れざるエピソードも興味深かった。コピーバンドの親子からは、父親の生きざまを子

どもに伝えている姿に感銘を受けた。高橋まことさん以外のメンバーの出演や、演奏
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の映像がなかったのは残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  使用できる映像が限られていたため、ＣＤジャケットなどで

工夫して伝えた。BOØWY の音楽性やパフォーマンスの魅力を十

分に伝えられなかったかもしれないが、BOØWY と群馬県との関

係を描くことに力を入れ、高崎のラジオ局で番組のパーソナリ

ティをつとめるギタリストの香川誠さんの協力もあって、無名

時代に高崎市のホールで切磋琢磨していた時代のエピソードを

紹介することができた。コピーバンドの親子のエピソードで

は、親が好きなものに熱中している姿を通して、子どもも自分

が好きなことに熱中してほしいというメッセージも伝えたかっ

た。 

 

○  BOØWY については詳しく知らなかったが、番組のＢＧＭに使われていた楽曲が格好

よく、興味を持つことができた。ただ、ゲストの会話にＢＧＭのボーカルがかぶさり、

聞きづらかった場面があって、もう少し工夫があるとよかった。BOØWY のグッズのコ

レクターからは、なぜ BOØWY を好きになったのかなど掘り下げて伝えてほしかった。

難しさは承知しているが、演奏の映像などがあれば、BOØWY をよく知らない人にも、

その音楽のすばらしさが伝わったと思う。 

 

○  中学生の頃から BOØWY の楽曲を聴いていたので、興味深く番組を見た。今回の番組

に対して、どれほどの反響があったのか知りたいと思った。高橋まことさん以外の

メンバーのコメントも聞いてみたいので、続編に期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は、昨年１年間の「ぐんまスペシャル」の中でもよ

く見られた。ＳＮＳで発信した番組のＰＲ動画も数多く再生さ

れた。群馬県外の視聴者からも全国に向けて放送してほしいと

いう要望が届いている。布袋寅泰さん、氷室京介さんら他のメ

ンバーの声も聞きたいという要望もあり、今後に向けて検討し

たい。 

 

○  BOØWY の楽曲はほとんど聴いたことがなく、どのようなバンドか知らなかったので、

写真でもよいから演奏している姿を知りたかった。ドラムの高橋まことさんへのイン

タビューの中で、群馬県の人が親しんでいる「上毛かるた」が、BOØWY のメンバーの
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間でも話題になったというエピソードがあったのには共感した群馬県の人は多かっ

たのではないか。BOØWY ゆかりの高崎市のホールでのインタビューでは、ＣＤジャケッ

トのワイプ映像が、背景の殺風景さを補っていて、よい工夫だと思った。グッズのコ

レクターのシーンでは、コレクションを紹介したあと、グッズを置いておく場所がな

く、床に置いていたのが気になった。大切なグッズなので、トレーなどを準備してお

けばよかったと思う。また、音楽評論家の「一番良いときの瞬間冷凍のまま溶けてく

るから」というコメントに、「溶けてないから」と異なるテロップを付けていたのも

気になった。コピーバンドの親子のよい関係には感銘を受けた。群馬県向けの番組だ

が、全国の BOØWY ファンにも見てもらいたい番組だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  コレクターのシーンでは、指摘のとおり布の上にグッズを置

くなどの配慮をすべきだったと思う。このコレクターのグッズ

収集にかける強い思いをもう少し伝えられればよかった。「上毛

かるた」は、群馬県の人たちにとって、小学校から親しみ、多

くの人が札の内容を暗記しているほど浸透しているものだ。

BOØWY のメンバーが「上毛かるた」を話題にしていたことは、

彼らの群馬への郷土愛が感じられるエピソードだ。音楽評論家

のコメントは、本人に確認の上、テロップで言い間違えを修正

したが、元の音声を加工するなどもう一工夫してもよかった。 

 

○  番組からは夢を追いかけることで、誰もが唯一無二の存在となり、輝けるという

メッセージを受けた。BOØWY の音楽が当時の若者たちの人生に影響を与えただけでな

く、親から子へと受け継がれ、歴史となっていく過程を記録した番組だとも感じた。

地元ならではのマニアックなエピソードも知ることができて楽しめた。また、芸術が

果たす役割、社会における価値を見直すきっかけにもなると思った。番組紹介では

「ブーム当時を知る人も、知らない人も」とあったが、実際には BOØWY についてある

程度の知識がある人に向けた内容だったと感じた。また、ＳＮＳでの発信もあまり多

くなかったと感じたが、BOØWY というテーマは親子二世代にアピールできるチャンス

だっただけに、もう少し積極的に発信してほしかった。今後再放送する際などには積

極的に発信してほしい。ギタリストの香川誠さんに会いにいったシーンでアナウン

サーが「いた、いた、いた」と発言していたのは、感激のあまり意図せず口に出たこ

とばだとは思うが、もう少し丁寧なことばを付け加えてほしかった。 

 

○  番組作りには難しさもあったと思うが、BOØWY の元メンバーである高橋まことさん

が出演したのは非常によかった。高橋さんはコピーバンドの方の子どもにドラムを教
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えるなど、群馬県への愛を感じた。現在群馬県に住んでいるのかなど詳しく知りた

かった。他のバンドのメンバーの出身地では、ファンの聖地となったことをきっかけ

に防災無線や駅の発車メロディーに楽曲を使用するなど、地域の盛り上げに活用しよ

うとする動きもある。高崎市が BOØWY を通じてどのように地域を盛り上げようとして

いるのかも知りたいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  高崎市は「音楽のある街」をキャッチコピーに、音楽イベン

トの開催や、バンド活動の支援などを行っている。週末には高

崎駅前でいくつものバンドが演奏している。高橋まことさんは

福島県出身で、群馬県在住でもないが、メンバーの実家を訪れ

るなど群馬県に何回も足を運び、群馬県が好きになったと話し

ている。今回の番組も、群馬県の人たちに BOØWY のすばらしさ

を伝えるためならということで出演を快諾いただいた。 

 

○  自分は BOØWY のことをよく知らず、群馬県にも縁がなく、関心を持つことがあまり

できなかった。BOØWY を愛する群馬県の人に向けた番組だと思うが、BOØWY を知らな

い若い世代も関心が持てるような工夫があるとよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  親からの影響などもあって BOØWY に興味を持つ若い人たちも

たくさんいるが、今回、そのような人まで取材ができず、若い

人たちの中でも BOØWY が支持されていることまで紹介ができな

かったのは残念だ。BOØWY を直接知らない人たちにもどう関心

を持ってもらうかという課題意識は大事にしたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １２月９日(金) と１月１３日(金)の＃金曜やまなし「天に選ばれし名水の地 山

梨 南アルプス紀行」（前編・後編）を見た。前編では滝、湧き水、温泉など水がも

たらす恵みを体感できた。南アルプスの水がわき出す美しい映像だけでなく、水の確

保に苦労してきた場所もあることも紹介していた。そのほかに、山奥で塩水が湧き出

る「塩の池」について、なぜ塩水が湧くのか専門家の解説で仕組みが理解でき、一度

訪れてみたいと思った。後編は紙すきやテントサウナなど水のもたらす恵みや、その

恩恵を受けて暮らしている人を紹介していた。水の恩恵をより深く感じることができ
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るすばらしい番組だった。ただ、番組タイトルは、山梨県が名水の地として県をアピー

ルするためのキャッチコピーとほぼ同じだったので、県の取り組みとの関係が気に

なった。番組で紹介された場所を訪れたくなったので、番組ホームページなどで詳し

く紹介するとよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は自然番組を専門とするベテランのディレクター

が制作した。ＢＳ８Ｋの番組として取材したものを県域放送向

けに前編と後編に分けて「＃金曜やまなし」で放送した。今回

は秋編で南アルプスを紹介したが、今後冬編で富士山、春編で

は八ヶ岳、夏編は奥秩父と春夏秋冬のシリーズを放送する予定

だ。今回の番組では県に取材はしているが、タイアップなどし

ているわけではない。誤解を与えないようタイトルのつけ方に

は注意を払いたい。 

 

○  １月１３日(金)の首都圏情報ネタドリ！「“結婚”と“子ども” シェアハウスで

考えてみた」を見た。自分の周りでも結婚したくないという人や、子どもは欲しくな

いという人が増えているように感じていたが、番組の冒頭でグラフを使って、社会全

体で「一生結婚するつもりがない」という人が増え、「結婚したら子どもを持つべき」

という人が減っていることを紹介していて、身近な問題として興味を持った。番組で

取り上げられたシェアハウスには、さまざまな背景を持つ人たちが住んでいて、新し

い近所づきあいや家族の形を示唆しているように感じた。主人公の男性の、結婚制度

に違和感を覚えているという考え方は、自分には全く理解できなかったが、理解でき

ない考えであっても互いに認めていくということが、これからの社会では大切なこと

ではないかと感じた。さまざまな価値観を持つ人物の考えを包み隠さず紹介していて、

考えさせられるよい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は自分自身も結婚、子どもについて悩んでいる若い

ディレクターが等身大の視点の番組を作りたいと制作したもの

だ。主人公の男性などの多様な価値観を、視聴者にどのように

伝えるのかに注意を払った。 

 

○  １月１３日(金)の首都圏情報ネタドリ！「“結婚”と“子ども” シェアハウスで

考えてみた」を見た。シェアハウスに住むさまざまな年齢層の人々の葛藤と選択が描

かれていて、家族の形の多様性というテーマが、若者に限らず世代を超えたテーマだ
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ということが伝わったのがよかった。年配の世代の人たちも、多様性について考える

よいきっかけになったのではないかと思う。主人公の２人の関係性について、番組の

中では結論が出なかったが、簡単に結論を出せる問題ではないというリアリティが

あってよかった。 

 

○  １月１３日(金)の首都圏情報ネタドリ！「“結婚”と“子ども” シェアハウスで

考えてみた」を見た。３０人以上の人たちが一緒に暮らしている多世代型シェアハウ

スで、さまざまな世代の交流が生まれ、そこで子どもの社交性も育まれていることが

新鮮で興味深かった。ただ、“多世代型シェアハウス”とは何か、もう少し詳しく紹

介すると理解が深まってよかったと思う。主人公の２人が自分たちの関係や価値観を

テレビの前でさらけ出したことは非常に勇気のあることだと感心した。カメラマンの

撮影ではなく、固定カメラを設置しての撮影だと見受けたが、登場人物それぞれの考

えが自然な形で引き出されていてよかったと思う。ただ、主人公の男性と住人との話

し合いについて「議論は平行線をたどった」というナレーションをつけていたが、「平

行線」ということばを使うことで、多様性を認め合うことがテーマのはずなのに、考

えに相違があることに対して否定的な印象を与えてしまっているように感じて気に

なった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組の取材にあたり、ディレクターが数日このシェアハ

ウスに泊まり込み住人の信頼を得て、小型カメラを設置させて

もらい、２人だけの会話の様子なども撮影できた。指摘のあっ

たコメントでは議論をしてもすぐに結論が出るわけでもないと

いう意味合いで「平行線」ということばを使ったが、よりふさ

わしいことばがあったかもしれない。若い主人公を通じて、さ

まざまな世代の住人たちの考え方を伝える意図で番組を制作し

た。 

 

○  １２月１９日(月)と１２月２３日(金)の新潟県の大雪の一連のニュースについて、

大雪による国道の立ち往生に巻き込まれた知人から、新潟局が日頃から取り組んでい

る雪害に備えた防災・減災情報が非常に役に立ったという話を聞き、取り組みの成果

を感じた。また、「ＮＨＫニュース・防災アプリ」などできめ細かい情報を知ること

ができたのも、大きな安心感につながった。１２月２７日(火)の「新潟ニュース６１

０」ではいち早く立ち往生の原因を検証し、関係機関の連携不足などの課題を明らか

にしたことに感心した。放送内容をホームページに掲載していて、あとから参照でき

るようにしているのもよい。次の大雪に備えて今後も取り組みを続けてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  大雪に関するニュースは、首都圏局などの応援を得ながら、

特設ニュースやデジタル発信なども含めて丁寧に伝えた。特に

立ち往生に巻き込まれたドライバーのみなさんに向け、ラジオ

での情報発信に力を入れ、アナウンサーの呼びかけに加え、Ａ

Ｉによる自動音声も活用して深夜にわたって情報を伝えた。協

力関係のあるケーブルテレビ局の天気カメラの映像の活用や、

雪下ろしや除雪中の事故への注意を喚起するＣＧ映像など、さ

まざまな手段で防災・減災に努めた。今後も寒波が予想される

ので、気を引き締めて防災・減災報道に取り組んでいきたい。 

 

○  １月５日(木)のあさイチ「愛（め）でたいｎｉｐｐｏｎ ２０２３年♪翔びたて！

埼玉」を見た。新年最初の「あさイチ」で埼玉県の話題が取り上げられてうれしかっ

た。登場した地元の人たちは自然体で、ふだん通り話していて、雰囲気がよかった。

川口市の町工場がリーマンショックの影響による苦境を乗り越え、オリジナル製品を

開発したエピソードは、連続テレビ小説「舞いあがれ！」の物語とも重なって応援し

たくなった。スタジオでタイの形をしたおみくじを紹介した場面で、アナウンサーが

緊張のあまり手が震えていたのに対し、ＭＣの博多華丸大吉さんが「そのタイはとて

も生きがいいですね」と言っていたのは、機転がきいたフォローだと感心した。 

 

○  １月８日(日)のＮＨＫスペシャル 選「夫婦で挑んだ白夜の大岩壁」(総合 前 1:05

～2:04)を見た。ヒマラヤ登山の下山中に雪崩に襲われ、凍傷で手足の指を失った登

山家の山野井泰史さん、妙子さん夫婦が、５年後にグリーンランドの標高差 1300ート

ルの大岩壁の登頂に挑戦する姿を追ったドキュメントだった。ハンディをものともせ

ず、不屈の精神で挑戦をする夫婦の姿に強く心を打たれた。 

 

○  １月１５日(日)のＮＨＫスペシャル 混迷の世紀「第６回“情報戦”ロシアＶＳ．

ウクライナ知られざる攻防」を見た。ロシアがＳＮＳを活用し、デジタル空間で情報

戦を繰り広げている様子を取り上げていた。１１月１９日(土)のＢＳ１スペシャル

「デジタル・ウクライナ II～埋もれた戦禍を追う～」でも、ロシア政府の動きに反対

するロシア市民がＳＮＳでつながり合い、ウクライナからロシアに連れてこられた人

たちを逃がそうとする活動を紹介していた。このようにＳＮＳの怖さ、そして可能性

について番組で伝えるだけでなく、ＮＨＫもＳＮＳを活用して情報を発信し、特に子

どもなどテレビをあまり見ていない世代にも正確な情報を届けてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫは、国際的なメディアネットワーク「Trusted News 

Initiative」に去年秋から参加している。これは、欧米の主要

メディアと大手ＩＴプラットフォーム企業が連携し、世界各地

における有害な偽情報・誤情報の具体的内容を速やかに共有す

るとともに、対応事例などの知見を共有して、信頼される情報

発信に役立てる取り組みだ。 

 

○  重要な取り組みだと思う。だれもが情報を発信できる時代になったことはよいこと

だが、新聞も読まず、１５秒ほどの動画を情報源にしている人たちに対して、メディ

ア・リテラシーをどう高めていくかが大きな課題だと感じている。この取り組みで得

られた知見をぜひ社会に還元してほしい。 

 

○  １２月２８日(水)のにっぽん百低山「古賀志山・栃木」を見た。長年古賀志山の保

全活動に取り組んでいる地域の人たちが案内して地元の山の魅力を伝えていたのが

よかった。 

 

○  １２月３１日(土)の「第７３回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。若い人よりも年配の視

聴者に重きを置いている印象を受けた。これからＮＨＫを支えるであろう若い世代に

届けることを意識してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「第７３回ＮＨＫ紅白歌合戦」は、あらゆる世代に届けたい

という思いで、内容に工夫を重ねた。年配の世代にもこれまで

通り見られたが、若い世代にも多く見られた。若い世代がテレ

ビを見ない傾向にある中、この世代で多くの人が番組を見たこ

とは意義があることだと考えている。さらに１月２日(月)に「生

放送！紅白歌合戦お正月スペシャル」を放送して、「第７３回Ｎ

ＨＫ紅白歌合戦」を見逃した人にも楽しんでもらうおうとする

新たな取り組みもした。 

 

○  １２月３１日(土)の「第７３回ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。「ＮＨＫ紅白歌合戦」

は１年の締めくくりとして毎年楽しみにしている。さまざまな世代の人が見るので、

例えば早い時間帯は子どもに向け、次に年配の世代、そのあとは若い世代に向けるな

ど、時間帯ごとに異なる世代を意識した楽曲を届けるようにするのもよいのではない

かと感じた。視聴率にこだわるのではなく、歌を通してジェンダーや環境問題、平和
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についても考えるきっかけになるような番組になるよう期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回の「ＮＨＫ紅白歌合戦」は「ＬＯＶＥ＆ＰＥＡＣＥ～み

んなでシェア～」をテーマに、歌の力で平和へのメッセージを

届けた。１年を振り返ることができるような演出やベテランと

若手のコラボレーションなどさまざまな工夫をこらした。 

 

○  １月１８日(水)のクローズアップ現代「“２０２３年宇宙の旅” 人類が月で暮ら

す日」を見た。月で暮らすという夢のような話が、実は具体的に進んでいることが感

じられてよかった。アメリカと中国の覇権争いの中で、日本のベンチャー企業が月へ

の輸送ビジネスの立ち上げを目指していることを紹介していたのが興味深かった。 

  １月１９日(木)のＮＨＫ ＭＵＳＩＣ ＳＰＥＣＩＡＬ「ｂａｃｋ ｎｕｍｂｅ

ｒ」を見た。ぐんまスペシャル「BOØWY～伝説は群馬から生まれた～」に続き、群馬

県にゆかりのあるバンドが取り上げられてよかった。新型コロナウイルスの影響で

インターハイが中止になり、夢を奪われた高校生の気持ちを受け止めて作った「水平

線」という楽曲の演奏が印象に残った。去年４月の映像の世紀バタフライ・エフェク

ト「ベルリンの壁崩壊 宰相メルケルの誕生」で紹介していた、ドイツのメルケル首

相が、退任式典で流す曲に自身が若い頃にはやった流行曲を選んだというエピソード

も思い出し、多感な時期に聞いた音楽の人生に影響を与える力を改めて感じた。 

 

○  夜ドラ「ワタシってサバサバしてるから」を見ている。主人公の網浜奈美の自由奔

放なふるまいに最初はいらいらしていたが、見ているうちにかわいらしく思えるよう

になってきた。主人公を演じる丸山礼さんは、表情が豊かで感情の表現がうまく、非

常に役にはまっていると感じた。 

 

○  筋肉アワー「クラシックピアノ編」を見た。アスリートの筋肉の話題には関心がな

く、今まで「筋肉アワー」は見ていなかったが、「ＮＨＫプラス」でピアニストの反

田恭平さんが出演していることを見つけ、ピアニストと筋肉との関係に興味を持って

見たところ、非常におもしろかった。これをきっかけに「ＮＨＫプラス」でほかの過

去の放送を検索して見たが、歌舞伎役者など意外な職業と筋肉の関係を取り上げてい

て興味深く見た。「筋肉アワー」のような短い番組は、テレビの番組表で探すのは難

しいので、「ＮＨＫプラス」は大変便利だと感じた。ただ、「ＮＨＫプラス」で玉木宏 

音楽サスペンス紀行「引き裂かれたベートーヴェン その真実」という番組を探そう

とした際、「ベートーヴェン」の代わりに「ベートーベン」という表記で検索すると

番組が見つからなかった。また、番組によって「ベートーヴェン」と「ベートーベン」
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の表記のゆれがあって、どのように検索すれば的確に番組を見つけることができるの

か戸惑った。あいまい検索をできるようにするなどして、「ＮＨＫプラス」をインター

ネットが苦手な年配の世代にも役立つサービスにしていってもらいたい。 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

             番組審議会事務局 
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２０２２年１２月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１６日(金)、ＮＨＫ放送センター

において、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、千葉放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、首

都圏いちオシ！「魅力発見！ラッカ星人の房総ジャーニー」について説明があり、放送

番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、1 月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

   副委員長  片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

   委 員      飯島 禎典（株式会社湊與 専務取締役） 

石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜首都圏いちオシ！「魅力発見！ラッカ星人の房総ジャーニー」 

（総合 ９月２５日(日)放送）について＞ 

 

○  千葉局のマスコットであるラッカ星人は、首都圏ネットワークの「みんなのおかえ

り天気」などにもたびたび登場していて、一定の知名度がある。そのラッカ星人とタ

レントの山里亮太さんが友達のように会話をすることで、スムーズに番組を進行して

いたと思う。長柄町を米どころだと紹介したすぐあとに、杉材をテーマにした企画に

続いたので疑問に感じたが、番組が進むうちに歴史的な背景があることが分かり納得

できた。2019 年に千葉県に上陸し、大きな被害を出した台風１５号について、千葉局
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は取材を重ねて伝え続けていると思うが、数年かけて被災地が復興する様子を今回ま

とめて伝えることができたのは、番組制作者にとってもうれしいことだったのではな

いか。被災地に寄り添って伝え続けることが極めて重要であることを改めて感じた。

千葉県出身のバンドの曲が使用されるなど、映像だけではなく音楽にもこだわってい

たのがよい。「わたしの好きな千葉」は温かな気持ちになるコーナーでよいのだが、

台風被害を乗り越えてきた人の紹介が中心だったので、コーナータイトルでもそのこ

とを明示するとなおよかったのではないか。地域の人たちが生き生きと暮らす様子が

よく伝わってくる、千葉県の魅力をしっかりと届けたよい番組だった。 

 

○  荒廃した森林の再生のために杉の木を切り、家づくりに生かす活動を行うウェブラ

イターの女性たちが紹介されていた。家づくりの魅力を広く知ってもらおうと、この

取り組みを仕掛けたＮＰＯ法人の男性の「スポーツのように家づくりを楽しんでほし

い」ということばが印象的だった。地域の課題を解決するために、その地域に縁のな

い人が加わり、これまでにない視点で新たな価値を見いだしていくという考え方がよ

い。その点にしっかりと焦点を合わせ、取り上げたことを評価したい。こだわりのコー

ヒーを提供するカフェのマスターの人柄や生き方が魅力的で、それがよく伝わってき

た。このようなカフェが身近にあると、地域の人たちのよりどころになると思う。旅

館再生の活動の紹介からは家族愛が感じられた。この取り組みに若い世代が関わって

いることは、同世代の希望になるのではないか。ラッカ星人のことは初めて知ったが、

話しことばの語尾に「～ラッカ」と付けるのはやや中途半端で、もう少し個性的にし

てもよいと思う。 

 

○  ラッカ星人は、ＮＨＫのキャラクターとしてバランスが取れていると感じた。山里

さんとのやりとりは雰囲気がよく、押しつけがましさがなくてよかったと思う。一方

で、キャラクターとしては少しまじめすぎると感じた。あまり知名度が高くないこと

を山里さんが突っ込んだ際には、ボケで返すような工夫があるとなおよかった。台風

１５号の被害がここまでひどかったことを初めて知った。多くの住宅の屋根がビニー

ルシートで覆われている映像がそれを物語っていた。古い杉の木の手入れが不十分

だったことで、倒木による電線切断などの被害を出したという紹介は勉強になった。

女性やメディアを巻き込んで取り組みを広げようとする動きは効果的だと共感した。

この活動の成果や取り組みがウェブ記事になったのかなど、後日談を聞きたくなった。

地域を守り育てるには、人のアイデアが重要であることがよく理解できた。カフェの

マスターが台風で壊れた店を再開させることを決めた背景に、周囲の人たちの大きな

後押しがあったということに、人々の絆を感じた。東日本大震災で多くの人たちが支

え合うことが復興につながったことを思い出して、感動を覚えた。地域の人たちがこ

の３年間復興に向けて取り組んできたことがよく分かる内容で、よい番組だった。 
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（ＮＨＫ側） 

  地震や台風などの被害は全国各地で出ていて、同じように活

動している人たちが数多くいる。今回、千葉県の状況を伝える

ことでさまざまな立場の視聴者が共感を覚えたり、希望が感じ

られたりする番組になればと考えた。ラッカ星人はおよそ２０

年前から千葉局のキャラクターをしているが、声をあてたのは

今回が初めてだったので、どのような声や話し方がよいのか議

論を重ねた。 

 

○  ゴルフ練習場のネットが民家に倒れ込む映像を見て、当時の状況を鮮明に思い出し

た。山里さんとラッカ星人がやりとりをする途中で、背景の映像が被害の様子からひ

まわり畑に切り替わるシーンがあったが、どのような意味が込められていたのか気に

なった。全体を通して、周囲の人々とのつながりやエピソードを通して、取り上げた

方の人柄が伝わってくる構成になっていたことがよかった。音楽も紹介する内容に

よって使い分けられていて、細かな工夫がすばらしかった。千葉県の魅力をたくさん

知ることができるとてもよい番組だったと思う。被災してもあきらめずに立ち上がる

地域の人たちの姿に勇気とパワーをもらった。紹介された人たちの後日談も知りたく

なった。 

 

○  このタイミングでなければ聞くことができない生の声を伝えたことがすばらしい。

地域の人たちの生き生きとした表情が印象的でとても感動した。不安の多い時代に、

生きる希望が感じられる内容で意義のある番組だった。クラウドファンディングの活

用など、いくつかの復興の形が紹介されていた。災害だけではなく、過疎化が進む地

域の問題解決にもつながるヒントが散りばめられていたように思う。復興を通した

人々のつながりや、それぞれの努力がよく伝わってきた。一方で、行政がどのように

関わっているのかや、復興から取り残されている人がいないのかなどについても伝え

てほしかった。ラッカ星人は表情を変えることができないが、山里さんがそれをうま

くフォローしていてよかった。光を生かしたカメラワークがすばらしく、喫茶店の雰

囲気がよく伝わってきた。ただ、美しい風景の映像から、災害時の悲惨な映像に切り

替わる場面があったのはギャップが大きすぎてやや戸惑った。空中撮影の美しい映像

に期待が膨らんだところで、予期せず衝撃的なシーンが続いたところは見ていられな

かった。全体としては、多角的な視点が盛り込まれた内容の濃い番組だと感じた。 

 

○  復興に向けて努力する人々の姿に勇気をもらい、応援したい気持ちになるよい番組

だった。荒廃した森林を再生しようと活動する３人の女性が紹介されたが、ほかにも
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関わっている人がいないのか気になった。木の伐採などは男性が携わることが多く、

興味を持つ人もいると思うので、もう少し詳しく知りたかった。カフェのマスターの

魅力が映像を通してしっかりと伝わってきて、応援したい気持ちになった。台風で経

営する旅館が廃業に追い込まれたものの、食堂から再スタートした方が紹介されたの

には胸が熱くなった。「特別な光があるわけではない」ということばが印象に残り、

共感した。 

 

（ＮＨＫ側） 

  被害の映像と美しい映像は対比のため、あえて続けて伝え

た。取材をする中で改めて被害が甚大であることを痛感し、視

聴者にもしっかりと伝えたいと考えた。頂いた意見は参考にし

たい。復興が軌道に乗った人もいれば、そうでない人もいる。

千葉局はこれまでもさまざまなニュースや番組で多角的に伝え

てきたが、引き続き取材を続け、被災地に寄り添っていきたい。 

 

○  台風の被害が極めて大きかったことを改めて感じた。ニュースで報じられたこと以

外にも、大小さまざまな被害があったことをよく理解できた。復興の様子をまとめて

伝える番組はどうしても暗い雰囲気になってしまいがちだが、ラッカ星人と山里さん

が明るく掛け合うことで、前向きな印象を受け、応援したい気持ちになった。構成が

とてもよかったと思う。紹介された人たちは、苦しみながらも楽しむことを忘れずに

復興に向けた歩みを進めていて、その姿が印象に残った。話題を転換する際に、地域

の人たちが千葉県の魅力を紹介する短いコーナーがあったが、番組にめりはりを付け

ていて効果的だった。地域の人たちや千葉県の魅力がよく伝わってくる、感動的な番

組だった。災害からの復興には、共助が大切であることを改めて感じた。ただ、江戸

時代に杉が植林された背景について、もう少し詳しく知りたかった。 

 

○  2019 年の台風による大変な被害は昨日のことのように覚えている。災害からの復興

には、人と人とのつながりが最も重要であることを改めて感じた。紹介された人たち

は地域に強い愛着を持っていて、支援する人と協力しながら復興を進めていてすばら

しかった。被災は不幸なことだが、それをきっかけに人々が助け合うことで、地域の

絆が深まっていると感じた。ラッカ星人についてはさまざまな意見があると思うが、

災害について伝えるのに重くなりすぎない雰囲気にするのに役立っていた。山里さん

との軽快な掛け合いも心地よかった。杉の木の伐採という力仕事に女性たちが取り

組んでいることには驚いた。このＮＰＯ法人の男性のように、リーダーとして人を導

き、復興につなげていることはすばらしいと思う。かつて杉が植林されたものの放置

されてしまっていた背景については、別の機会に伝えてほしい。カフェの復興からは、
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地域の人たちの結束力が大きな力となったことがとてもよく感じられた。絶望的な状

況でも、発想を変えてチャンスにつなげていったことはすばらしく、改めて人間が持

つパワーを感じた。元気をもらうことができる、よい番組だった。 

 

○  2019 年の台風被害を改めて取り上げたことを評価したい。紹介された人たちはみな

魅力的で、復興に向けて前向きに取り組む様子がよく伝わってきた。それを支える周

囲の人たちの思いもしっかりと描かれていたと思う。ピンチをチャンスに変え、将来

に希望が持てるような内容になっていてとてもよかった。「わたしの好きな千葉」の

コーナーで、さまざまな地域の魅力を短く伝えたこともよかったと思う。ラッカ星人

と山里さんのやりとりは堅すぎも柔らかすぎもせず、適度に番組を盛り上げていてす

ばらしかった。ラッカ星人の声はイメージ通りでうれしくなった。ただ、語尾の「～

ラッカ」には違和感を覚えた。また、経済面での復興についてもう少し取り上げると

なおよかったと思う。ＮＨＫが地域に寄り添いしっかりと情報を伝えることはとても

意義がある。引き続き期待している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  放送時間の関係もあり、杉の木の手入れがあまりされてこな

かった背景などについて伝えることができなかった。指摘はし

っかりと受け止めたい。この番組は被災当時から取材を続けて

きた内容に、ことし新たに撮影した映像を加える形で制作し

た。千葉局がこの３年間で伝えてきたことをまとめて届けた番

組で、継続して取材することの重要性を改めて感じている。 

 

○  ＮＰＯ法人の男性が「経済的に解決できない問題を、楽しみに変えることで解決し

ていきたい」と語っていたが、活動を続ける難しさも感じられて印象に残った。この

災害は地域の人たちにとってはとても大きなものだったが、全国的にはあまり注目さ

れなかったように思う。ボランティア組織などが現地で支援をする際には、現地に

入って３か月程度の活動を目安にプロジェクトを作ることが多いが、この災害は地域

の人たちも支援に対して申し訳ないという気持ちが強く、そのような支援の動きもあ

まり活発ではなかったように思う。この番組からは、復興に向けてそれぞれが前向き

にしっかりと取り組んでいることがよく分かり、励みになった。広範囲にわたる大規

模な災害だけでなく、局所的に大きな被害の生じる災害が起きることは今後もあると

思う。地域の取り組みに対して支援をしようとする人たちがどのように関わればよい

のか、人の心情にも焦点を当てて伝える番組を制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  全国的に注目されづらかったことはそのとおりだと感じて

いる。大規模な災害は数多く起こるが、ＮＨＫとしてどのよう

な視点で何を伝えるべきか議論しながらニュースや番組を制作

している。地域の放送局としては、被災した人たちに寄り添い、

災害が風化することがないよう伝え続けることが大切だと考え

ている。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１４日(月)～１８日(金)の首都圏ネットワーク「さいたまウイーク」を見た。

「埼玉発！スポーツで地域を元気に」と題し、スポーツに関連したさまざまな話題を

取り上げていた。番組を見る前は地域でスポーツを楽しむ人たちに焦点を当てるのか

と思っていたが、毎日違うテーマが設定されていて、とても楽しめた。テーマの設定

にもストーリー性が感じられ、考えさせられた。テックボールなど、初めて知る競技

も多く興味深かった。私たち自身やスポーツの多様性も感じ取ることができた。ス

ポーツをテーマに、視聴者が元気になれる企画を数多く展開したことを評価したい。

天気コーナーでもリフティングに挑戦する子どもたちが登場するなど、関連の企画も

楽しかった。さいたま局のスタジオから中継があったが、デザイン性が高くとてもよ

かった。今後もスタジオを有効活用してほしい。毎日違うさいたま局のキャスターが

出演していたが、スポーツに関するそれぞれのエピソードがテロップで示されていて

親しみが持てた。画面の右上に板状のテロップが表示されていたが、出演者の顔の上

に重なってしまう場面があったのは残念だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回はさいたま局のスタジオと東京をつないで中継した。さ

いたま局のスタジオは今後も積極的に活用していきたい。コロ

ナ禍で地域の視聴者がさいたま局に気軽に立ち寄りづらい状況

にあるが、来年には子どもたちが楽しめるコーナーなどの改修

を予定している。より地域に密着した放送局にしていきたい。 

 

○  １１月２５日(金)の金よう夜きらっと新潟「トップランナーに聞く！米どころ新潟

の未来」を見た。さまざまな米の問題に加えて、昨今の世界情勢で肥料の値段がおよ

そ２倍にまで高騰し、生産者や消費者を直撃する可能性についても問題提起をしたと

てもよい企画だった。新潟局が日ごろから地域の課題に焦点を当て、解決につながる

ような取り組みをしていることを評価したい。米の問題について新潟局として考え続

けるという意思を示した番組だと感じた。ただ、スタジオセットのバランスがあまり
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よくなかった。また、トップランナーである出演者への敬意をあまり感じられなかっ

た。素朴な風景や人物もカメラワークや演出で美しさや魅力を引き出すことができる

と思う。地域の放送局であっても妥協せず、洗練された番組を制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  米の問題は新潟局として重要なテーマだと考えている。今回

は米作りの現場でどのようなことが課題になっているのかアン

ケート調査を行い、生産者との対談を通して問題解決のヒント

を考えることにした。放送後は多くの生産者からさまざまな反

響があり、米の問題について考えるきっかけにできたと考えて

いる。洗練された番組表現の指摘については受け止め、改善策

を考えていきたい。農業や米を取り巻く問題については、引き

続きニュースや番組でしっかりと伝えていきたい。 

 

○  「新潟ニュース６１０」で除雪中の注意点についてアニメーションを用いて伝えて

いた。これまであまり見かけなかった手法だが、効果的だと感じた。本格的な雪のシー

ズンを前に、事故防止に役立つ企画ですばらしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新潟局は若い世代にもＮＨＫのコンテンツになじんでもら

えるよう、去年から情報を視覚的に分かりやすく表現する「イ

ンフォグラフィックス」の制作に取り組んでいる。これまでも、

この手法を用いて、新型コロナウイルスや、若い世代への投票

呼びかけなどについて放送してきた。今回は本格的な冬の到来

を前に、雪下ろし中の事故に焦点を当て、３ＤのＣＧを使って

注意点などを伝えた。ニュース番組だけではなく、ホームペー

ジやＳＮＳなども活用し、しっかりと情報を届けていきたい。 

 

○  １１月２７日(日)の首都圏いちオシ！「挑戦者たち 埼玉・サッカー王国」を見た。

ＦＩＦＡワールドカップ２０２２でサッカーへの関心が高まっている時期にタイム

リーな放送だったと思う。年配の人でも楽しめる「ウオーキングサッカー」を紹介し

たのはよかった。「さいたまウイーク」で紹介された内容を掘り下げて伝えていて、

やや重複感があったものの理解が深まったのでよかった。漫画を使って説明するなど、

分かりやすく伝える工夫がされていたこともよい。テロップのフォントは読みづらい

と感じる人もいたと思う。誰もが読みやすい、ユニバーサルデザインのフォントを使

うのがよいのではないか。 
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○  「いば６」を見ている。午後６時１０分からリアルタイムで見ることは難しいので、

ＮＨＫプラスで配信されるようになりとても助かっている。ニュースだけではなく地

域の話題もあって、全体としてバランスのよい作りだと感じている。この番組を見れ

ば、その日の茨城県の情報をまとめて知ることができる。天気コーナーにつながる流

れもよく、気象キャスターの福嶋アダムさんの解説は分かりやすく説得力がある。水

戸で初雪が降ったというニュースがあった日に、「降っていなかったな」と思ったの

だが、初雪とみなす条件を詳しく解説していて納得できた。全国のニュースを適度に

伝えていることもよいと思う。選挙報道も客観性があり信頼できる。地元の視聴者は

もちろんだが、茨城県に引っ越してきた人にとってもさまざまな情報を得ることがで

きる有用な番組だと感じている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  天気コーナーは視聴者からも好評いただいているので、引き

続きしっかりと取り組んでいきたい。選挙報道に関して、茨城

県議会議員選挙では特設サイトを制作したところ延べ 100 万を

超えるアクセスがあり、地域の人たちの関心が高いことを改め

て実感した。視聴者の期待に応えられるよう努力を続けたい。 

 

○  １２月２日(金)の知るしん 信州を知るテレビ「撮るしんスペシャル２０２２」(総

合 後 7:30～8:42 長野県域)を見た。視聴者から寄せられたおよそ 6,000 枚の風景写

真から、視聴者の投票で各月１枚を選び、カレンダーにするという毎年恒例の番組だ。

生放送の間に視聴者にインターネットで投票してもらい、その月の１枚を決めるとい

うのがおもしろい。写真の質も高く、スマートフォンでも投票できるなど、若い世代

にも訴求する工夫がなされていたこともよかった。魅力的な写真を撮るコツをプロの

カメラマンがレクチャーし、実際に撮影した写真を紹介したことも、実践してみよう

と思わせるのでとてもよい。脳性まひの障害があり、車いすで活動する伊藤駿祐さん

の写真が紹介されたが、独自の視点で撮られていてすばらしかった。もう少し、撮影

者の技術や意図、作品への思い入れなどを伝えるとなおよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  写真投稿サイト「撮るしん」は長野局が大切にしているコン

テンツだ。この番組では、データ放送やパソコン、スマートフ

ォンで視聴者投票を行った。投票総数は４万件を超えるなど、

大きな反響があった。選ばれた写真を撮影した投稿者の声をリ

モートで伝えるなど工夫したが、頂いた意見は今後の参考にし
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たい。 

 

○  １２月６日(火)の「とちぎ６３０」を見た。里親制度について初めて知った。重い

テーマでどのように伝えるか難しかったと思うが、深く考えさせられた。これからも

里親制度についてＮＨＫが時々取り上げることで、世の中の議論が深まるとよいと思

う。群馬県の高度外国人材活用についての話題は、日本における外国人労働力のあり

方がこのように変わっていくと思わされるもので興味深かった。 

 

○  １１月２４日(木)に再放送されたＮＨＫスペシャル「民族共存へのキックオフ～

“オシムの国”のＷ杯」(総合 前 0:50～1:39)と１２月１０日(土)のＮＨＫスペシャ

ル「戦禍の国のキックオフ～サッカーが映すウクライナのいま～」を見た。ロシアに

よるウクライナ侵攻が続くなか、紛争や戦争とサッカーの関わりについて深く考えさ

せられた。ＦＩＦＡワールドカップ２０２２の開催に合わせ、過去の番組も含めてタ

イムリーに放送したことがよい。しっかりと取材が尽くされたＮＨＫならではの内容

で、若い世代の視聴者も含めて、スポーツや国家、戦争などについて感じたり考えた

りするきっかけになる番組ですばらしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＮＨＫスペシャル「民族共存へのキックオフ～“オシムの

国”のＷ杯」はＦＩＦＡワールドカップ２０２２「日本×ドイ

ツ」を放送した直後に編成した。結末がどうなるか分からない

中で、試合の直後にどのような番組を放送するのがよいかは難

しく、熟慮した。今回は、試合の勝ち負けに関わらずサッカー

をきっかけにして戦争や紛争に苦しむ人たちの思いを伝えたい

と考えた。 

 

○  １２月１０日(土)のＮＨＫスペシャル「戦禍の国のキックオフ～サッカーが映すウ

クライナのいま～」を見た。ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が続いているが、

スポーツの本質的な意義を考えされられる内容で、多くの問題提起が詰まった番組

だった。ウクライナの選手たちはさまざまなことに悩み、苦しんでいる。サッカーは

ウクライナで人気のスポーツで、歴史あるチームも数多い。選手たちの活躍を見るこ

とで希望を感じる国民がたくさんいるのに、たび重なる空襲警報で練習もままならな

いもどかしさや、仲間が前線で戦っているという私たちには信じがたい現状がよく伝

わってきた。戦地の仲間から、ＳＮＳで送られてきたメッセージに心打たれた。スポー

ツが人々に活力を与えることを改めて感じた。「ＦＩＦＡワールドカップ２０２２」

の一方で起こっている厳しい現実を改めて知り、さまざまなことを考えさせられる番
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組だった。 

 

○  １０月１６日(日)天皇杯ＪＦＡ第１０２回全日本サッカー選手権大会 決勝

「ヴァンフォーレ甲府」対「サンフレッチェ広島」(総合 後 1:50～5:25)を見た。

「ヴァンフォーレ甲府」が勝利したＰＫ戦での決着まで目が離せなかった。延長が終

わり、どの選手がＰＫを蹴るのか決める過程を映像と音声でしっかりと伝えていたこ

とがすばらしい。「ヴァンフォーレ甲府」は、監督が選手と蹴る順番まで決めていた

が、「サンフレッチェ広島」は選手の自主性を重んじて選手の立候補で決めていた。

結果的に、ＰＫを失敗してしまったのは立候補はせず監督から指名された選手だっ

た。ＰＫを失敗したあとの選手の表情は、この過程を知っているからこそ理解するこ

とができるもので、スポーツのドラマを実感できるとてもよい伝え方だった。引き続

きスポーツ中継に力を入れてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） ＰＫ戦前の監督と選手のやりとりについての指摘から、改め

てテレビの力を実感した。「ヴァンフォーレ甲府」が天皇杯で優

勝する試合を伝えることができたが、今後も山梨県の視聴者の

期待に応え、地域の盛り上がりにつながる中継や番組に取り

組んでいきたい。 

 

○  １２月６日(火)のクローズアップ現代「きこえますか？ 子どもの心のＳＯＳ コ

ロナ禍のメンタルヘルス」を見た。「君の声が聴きたい」という若い世代の声に耳を

傾ける意義のあるプロジェクトを継続していてすばらしい。コロナ禍で児童精神科の

受診率がアップし、自殺率が増加するなど、子どもたちの心身に不調が生じやすく

なっている。新型コロナウイルスの感染拡大から３年が経過し、“ウィズコロナ”の

今注目すべき重要なテーマを扱っていた。病院や学校現場などの最新の状況を伝える

とともに、子どもたちや保護者などの声を丁寧に拾い上げていたことがとてもよい。

子どもたちだけではなく大人もストレスを抱えているいま、周囲と相談して助け合っ

ていくことの重要性がよく伝わってきた。また、コロナ禍のマイナスの面はもちろん

だが、ストレスが軽減した例などプラスの面も伝えてほしい。ゲストで中央大学客員

研究員の女性がキャスターの質問に答えていたが、どのようなバックグラウンドや根

拠があってアドバイスをしているのか番組を見ているときはやや疑問に感じた。実際

には精神科病棟で臨床経験もある方なので、そのような経歴も紹介したほうが視聴者

も納得しやすいと感じた。 

 

○  １２月１２日(月)の「ニュースウオッチ９」を見た。今年の漢字が選ばれたという

話題を伝えていて、清水寺で選ばれた「戦」という文字を書く映像を紹介していたの
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だが、早回しの映像演出をしていたのに違和感を覚えた。神仏に関わるような話題は

丁寧に落ち着いて伝えるべきではないか。また、書などの伝統文化が軽く思われない

よう注意してほしい。 

 

○  １２月６日(火)のハートネットＴＶ「私たちはケアリーバー～施設や里親のもとを

離れて～」を見た。「ケアリーバー」は日本であまり注目されていないことばだが、

ＮＨＫが取り上げたことに感心した。「ケアリーバー」は児童養護施設などを離れた

人たちのことで、頼る人がいなかったり、虐待の後遺症に悩んだりするケースが少な

くない。番組ではその支援活動をされている山本昌子さんに焦点を当てていて、自身

も児童養護施設で育ち、「ケアリーバー」の声を伝えるドキュメンタリー映画を制作

しているとのことだった。山本さんが前向きに人生を歩めるようになるきっかけと

なったエピソードが紹介されていたが、誰かに手を差し伸べてもらった経験が、山本

さんにとって極めて大きかったことが支援活動の内容からも知ることができた。取り

上げ方がとてもよかったし、当事者と支援者の関係性の難しさもよく伝わってくる学

びの多い番組だった。 

 

○  １２月１０日(土)のゆったり温泉ひとり旅「秋・北関東編」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 6:00

～7:29)を見た。草津、四万、塩原の三つの温泉地が紹介されていた。旅をした俳優

がナレーションも担当することで、温泉旅行を疑似体験できるような番組になってい

た。カメラワークが新鮮で、地域の人たちと会話するシーンが興味深かった。紹介さ

れた温泉地の中では知名度が相対的に低いと思われる塩原の魅力も丁寧に伝えられ

ていてうれしくなった。現地に行ってみたくなった視聴者も多いのではないか。 

 

○  １２月８日(木)のザ・ベストテレビ２０２２ 第３部 芸術祭賞「たゆたえども沈

まず」(ＢＳ１ 前 9:00～10:59)を見た。令和３年度(第７６回)文化庁芸術祭賞のテレ

ビ・ドキュメンタリー部門で大賞を受賞したテレビ岩手制作の番組だ。東日本大震災

発生時の様子や、津波が押し寄せて車や家が流される様子をありのままに伝えていた。

避難所で津波によって家族が流されたことを語る人、さらにそれを撮影しているカメ

ラマンも津波で身内を亡くしていることなど、震災の現実がまざまざと伝わってきた。

当時取材した人たちの現在の姿も伝えられていたが、悲しみを背負いながらも、助け

合いながら前向きに生きていて、人間の強さを感じた。将来にわたって保存すべき、

価値ある番組を紹介したことを評価したい。 

 

○  「気象情報」の伝え方についてだが、最近では花粉の量や洗濯物の乾きやすさなど

まで伝えるようになった。また、巧みな映像技術で天気図も分かりやすくなっている。

ただ、外国の放送局の気象情報では、もっとマクロな視点で伝えているケースもある。
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例えば“東南アジアの天気”など、各国にまたがる情報を伝えていて、数日間の天気

の変化が予測できるような作りになっている。このような伝え方も取り入れてみると

よいのではないか。 

 

○  「ＮＨＫ紅白歌合戦」について、今回は氷川きよしさんが特別枠で出演するそうだ

が、多様性などについて考慮した結果この形になったのだろうと推察した。性別で紅

白のチーム分けをして、歌合戦をするというフォーマットが時代に合わなくなってき

たことを、そろそろ考え始めなければならないだろう。検討を始めるという姿勢を発

信することで、ＮＨＫに対する信頼も増すと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  指摘のような多様性はもちろん、時代に合わせてさまざまな

ことを考慮して番組を制作している。頂いた意見は制作現場と

共有したい。 

 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

             番組審議会事務局 
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２０２２年１１月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１１月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１８日(金)、ＮＨＫ放送センター

において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、横浜放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、首

都圏ネットワーク「ＮＨＫ発！鉄道１５０年」について説明があり、放送番組一般も含

めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１２月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   副委員長  片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜首都圏ネットワーク「ＮＨＫ発！鉄道１５０年」 

（１０月５日(水)、７日(金)放送分）について＞ 

 

○  自分は鉄道に詳しくなく、「乗り鉄」「撮り鉄」といったことばを知っている程度だ

が、さまざまなものを愛好する鉄道ファンがいることを知り、奥深さを感じた。１０

月５日(水)の「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」の企画について、

子ども料金を全線５０円に値下げした鉄道会社の取り組みは非常に思い切った施策

だと驚いた一方、利用者は増えても収益が減って企業として苦しくなるのではないか

と気になった。１０月７日(金)の「誰でも楽しめる！親子で鉄道散歩」の企画で、品

川神社の「富士塚」を紹介していた。登ると富士山登山と同じご利益が得られるとの

ことだったが、番組ではあっという間に登頂してしまって、もの足りなく感じた。 
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○  「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」は、子ども料金を全線５０円

にした鉄道会社の取り組みとともに、沿線自治体の子育て支援の取り組みも取り上げ

たことがよかった。１０月５日(水)の「＃わたしのいちオシ『横浜』」の企画で、電車

の運転士をしている母親が子どもと一緒に街を歩いているシーンには、親子の自然な

会話とともに、自分も一緒に街歩きをしている感覚になるような臨場感を感じた。子

どもが手を振ると運転士からよく見えるという場所も紹介していて、鉄道好きの子ど

もを持つ親にとって役に立ったのではないか。空中からの映像を交えるなど多彩な映

像を駆使していて、見ていて楽しかった。１０月７日(金)の「楽しさいろいろ！鉄道

の魅力」の企画が鉄道模型の映像から入ったのは、このあと鉄道の話題を紹介するこ

とを明確にして、雰囲気を盛り上げることに一役買っていた。案内役のタレントの鈴

川絢子さんは本当に鉄道が好きで、終始楽しそうな様子がよく伝わってきた。アナ

ウンサーとのやりとりも息が合っていた。スタジオの背景のセットは、上下に波のよ

うな模様がデザインされていて、港町横浜がイメージできておしゃれだと感じた。夕

食前のひとときにふさわしい明るく楽しい番組だった。一方、１０月７日(金)の「ジャ

ズ生演奏！“鉄道ソング”」の企画は時間が少し長く感じた。 

 

○  「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」で、子ども料金を全線５０円

にした鉄道会社の取り組みと、沿線自治体の子育て支援の取り組みをあわせて伝えた

ことにインパクトがあった。ほかの地域の鉄道会社や自治体がこの取り組みを参考に

して、新たなアイデアを生み出すことに期待したい。ＢＧＭをふんだんに使った企画

がある一方、あまりＢＧＭを使っていない企画もあり、ばらつきがあることが気に

なった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  鉄道会社にとって、高齢化やモータリゼーションなど、交通

をめぐる状況の変化にどう対応するのかが課題だ。今回は地方

だけでなく、都市部でも深刻な問題になっていることに着目し

た。鉄道が果たしてきた役割を知ることが、鉄道に限らずこれ

から先の社会を考えるきっかけになったのではないかと思う。

今後も取材を続けたい。「富士塚」は、実際２、３分ほどで登れ

てしまうものだが、指摘のようにもう少し時間をかけて伝えて

もよかった。スタジオのセットは、もともと横浜局にあった部

材をディレクターが工夫して活用したものだ。 

 

○  「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」で紹介した、子ども料金を全
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線５０円にした鉄道会社の取り組みは斬新で、沿線の自治体の取り組みも含めて参考

になる内容だった。ただ、鉄道会社の社員が「お子さま」ということばを使って話し

ていた場面のテロップが「子ども」となっていたのは、視聴者に違うニュアンスで伝

わってしまうのではないかと気になった。１０月７日(金)の各コーナーの進行役で登

場したタレントの鈴川絢子さんが、ＩＣ乗車カードを収集していたり、子どもに特急

列車の名前を付けていたりすることに驚き、鉄道の奥の深さを感じた。「誰でも楽し

める！親子で鉄道散歩」は、観光路線ではなく、京急本線という多くの人が通勤・通

学で使う日常的な路線の知られざる見どころを紹介したのがよかった。自分も近くに

出かけたときに寄ってみたいという気持ちになった。「富士塚」の話題は自分ももう

少し詳しく知りたいと思った。改めて鉄道や沿線の地域のよさが分かり、造詣が深ま

るすばらしい番組だった。 

 

○  「誰でも楽しめる！親子で鉄道散歩」は、親子で楽しめる場所をテーマに、鉄道が

よく見えるレストランや「富士塚」などを紹介していて新たな発見が多くあった。案

内役の鈴川絢子さん親子だけでなく、一般の親子の声も取り上げると、紹介した場所

の楽しみ方が幅広く伝えられたのではないか。「ジャズ生演奏！“鉄道ソング”」では、

シニア世代の人が楽しくジャズを演奏する姿が格好よく見えた。視聴者投稿の鉄道写

真が演奏場所に飾られていたが、アップで見せるなど詳しく紹介してほしかった。鈴

川さんが「みなさんがもともと持っている趣味を鉄道と結びつけると、さらに楽しみ

が広がる」とコメントをしていたが、そのあとに鉄道をイメージした弁当を紹介して

いたのは、その楽しみ方を具体的に例示しているようでよかった。ただ、せっかくの

美しい景色の映像を、右上のテロップやスタジオのワイプ映像が邪魔しているように

感じる場面があり、もう少しすっきりと見せるとよいと思った。 

 

○  「鉄道１５０年」を盛り上げようという作り手の熱意が伝わってきたが、テンポよ

く多くの情報を伝えていた一方で、掘り下げが足りなく感じられる部分がいくつか

あった。「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」について、注記として伝

えていた子ども料金全線５０円はＩＣカードでの利用に限るということは、ＩＣカー

ドを使っていない人も考慮して、丁寧に伝えたほうがよかったと思う。この鉄道会社

の取り組みについて、番組で取り上げた神奈川県松田町以外の沿線自治体はどう受け

止めているかというアナウンサーの質問に対し、記者の「ほかの自治体も人口減少に

危機感を持っているが、松田町は特に深刻に受け止めていて積極的な取り組みを進め

ている」という回答はかみ合っていないように感じた。また、「誰でも楽しめる！親子

で鉄道散歩」は、鉄道ファンの鈴川さん親子に加えて、鉄道ファンではない親子も一

緒に体験すると、幅広い楽しみ方を伝えることができたのではないか。また、鉄道

ファンの子どもとして男の子ばかりが登場したことも気になった。「ジャズ生演奏！
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“鉄道ソング”」について、「横濱ジャズプロムナード」を紹介していたが、横浜局で

のイベント以外の情報も伝えてほしかった。ジャズの演奏の場面で、演奏場所に飾ら

れていた視聴者投稿の写真を詳しく紹介しなかったのは、投稿者の写真に込めた思い

を受け止めていない感じがして残念に思った。鉄道の歴史は旅客と貨物の両輪で成り

立っているので、鉄道貨物の話題についても伝えたほうがよいと思った。また、ワイ

プ画面を使った演出は、場面が変わるときには効果的だと思うが、出し続けるとリ

ポートの焦点がぼやけて、かえって視聴者にメッセージが届きにくくなると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  画面構成について貴重な意見をいただいた。伝えたい情報が

しっかりと伝わるような演出を検討していきたい。鉄道ファン

だけではない多くの人々に楽しんでもらうことを目指していた

ので、今回の取り組みも踏まえ、幅広い人々に楽しんでもらえ

る番組作りに取り組んでいきたい。 

 

○  「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」で、子ども料金を全線５０円

にした鉄道会社の取り組みや沿線自治体の子育て支援の取り組みを伝えたことは、全

国の少子高齢化に悩む地域の問題解決のヒントになるのではと感じた。「楽しさいろ

いろ！鉄道の魅力」では鉄道好きなタレントの鈴川絢子さんが実感のこもった的確な

説明をしていたのがとてもよかった。「ジャズ生演奏！“鉄道ソング”」は、ジャズの

演奏自体はすてきだったが、背景が寂しいと感じた。ほかの委員の指摘にあったよう

に、視聴者投稿の鉄道写真をじっくりと見せるなどの工夫をしてもよかったのではな

いか。進行役のアナウンサーは語り口が柔らかで好感が持てた。ふだん鉄道にあまり

興味のない人も楽しめるよい番組だったと思う。 

 

○  鉄道が現在直面している問題や今後の展望について紹介していたことがよかった。

「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」は、子ども料金５０円という取

り組み自体よりも、沿線自治体の子育て支援の取り組みも含めて、地域が一体となっ

て少子高齢化と向き合って取り組んでいることに意義を感じた。売上が落ちるにも関

わらず、将来を見据えて子ども料金を５０円に値下げした鉄道会社の取り組みを紹介

したのは、ほかの地域のヒントにもなると思う。「＃わたしのいちオシ『横浜』」で、

横浜市の桜木町駅が 150 年前に初めて鉄道が開通した地であると紹介していたが、今

は新たにロープウェーが開業していて、これから 100 年先、150 年先の鉄道がどのよ

うな姿になるのかに思いをはせた。１０月７日(金)の各コーナーの進行役をつとめた

鈴川絢子さんが、子どもに特急列車の名前を付けていることに親しみを感じ、鉄道

ファンの多様さを感じた。「ジャズ生演奏！“鉄道ソング”」で、アナウンサーも含め
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た進行役の２人がノリよく演奏にあわせてスウィングしている姿には好感を持った。

「誰でも楽しめる！親子で鉄道散歩」のコーナーは、子どもにとってどのような新し

い発見があったのかということをもう少し盛り込んでもよかったと思う。 

 

○  「ピンチをチャンスに！利用者増のカギは子ども！」について、減収のリスクが

あっても先を見据えて子ども料金の値下げに取り組む鉄道会社の気概を感じた。また、

沿線自治体の子育て支援の取り組みも目指しているものは同じで、今後の成果に期待

が持てると感じた。「＃わたしのいちオシ『横浜』」で紹介していた母親の運転士が仕

事と子育てを両立させて奮闘している姿に好感を持った。「楽しさいろいろ！鉄道の

魅力」は、ＩＣカードの収集や親子で鉄道を楽しむなど、さまざまな鉄道の楽しみ方

を紹介しており、非常におもしろかった。ただ、ゲストの鈴川絢子さんが紹介される

前に、画面端に映りこんでしまっていたのが気になった。「ジャズ生演奏！“鉄道ソン

グ”」については、この番組を放送している午後６時台は、視聴者が落ち着いてテレビ

を見る時間帯ではないことも考えると、時間が少し長すぎると感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ジャズの演奏時のカメラワークも含め、取材した人や投稿者

への配慮を心がけていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  子ども料金５０円がＩＣカードの利用に限ることの表記の

仕方について指摘があった。表記はできるだけ簡潔にするよう

心がけているが、お金にかかわる部分は丁寧に説明する必要が

ある。いただいた指摘は現場に伝える。子ども料金５０円の取

り組みについて、鉄道会社の経営は大丈夫なのかという指摘が

あった。子ども料金の値下げによる減収は会社の年間収入に対

してごくわずかで、この部分で損をしても、子育て世代を呼び

込んだほうが結果的に利益につながるということがこの鉄道会

社のねらいだ。鉄道は沿線に住む住民にとって暮らしに大きく

関わるものなので、引き続き取材をしていきたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月４日(金)の首都圏情報ネタドリ！「どうなる“マスク社会” 私たちの選択

は」を見た。コロナ禍が続く中で、多くの人がマスクの着用について自分なりのルー

ルを持つようになったと感じている。番組では職場でマスクをつけるか外すかを個人
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の判断に任せた企業を紹介し、マスクをつける人、外す人双方の意見を聞き出してい

たことがよかった。感染対策以外の理由でマスクを手放せない人たちの事例が取り上

げられていたが、マスクを外したい事情がある人の事例についても具体的に取り上げ

てもよかった。生放送の中で、視聴者からＳＮＳで寄せられた意見を取り上げたこと

もよかった。今後も視聴者の関心が高いテーマについて、多くの人の意見を取り上げ

た番組を制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  マスクをめぐってはさまざまな意見がある。その中でさまざ

まな意見を公平に紹介するよう腐心した。これからも番組に寄

せられた生の声は取り上げていきたい。 

 

○  １１月４日(金)の茨城スペシャル「いばらきアーカイブス 新日本紀行 白帆の湖

（うみ） ～茨城県・北浦～」を見た。茨城県は大企業の工場が多く、県外からの移

住者も多いと思う。この番組は移住者にとっても、茨城県の歴史や文化を知り、地域

のよさが実感できる番組だった。1980 年に撮影した古い映像だったが、きれいに修復

されていた。番組では同じ場所の 2019 年の様子も紹介していた。1980 年の時点で岐

路に立っていると取り上げられていたワカサギ漁が、漁の方法を変えながら今も続い

ていたことを知って安心した。茨城県のよさ、すばらしさが分かるよい番組なので、

再放送や「ＮＨＫプラス」などでより多くの人が見られるとよい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「いばらきアーカイブス」は、水戸局開局８０周年にあたっ

て過去の番組を計５回にわたって伝えるものだ。再放送も検討

したい。 

 

○  １１月１１日(金)の金よう夜きらっと新潟「拉致を知らない世代へ ～２０代が

いま追いかける～」を見た。拉致問題を知らない世代に向けて、拉致問題について

集中的に伝えるキャンペーンの一環で、番組では２０代の視点で拉致問題にアプ

ローチしていた。拉致問題を一から知ろうとする若者たちの気持ちが伝わってきて、

拉致問題を知ったつもりでいた自分も、新鮮な気持ちで改めてこの問題に向き合う

ことができた。番組の後半では、子どもたちに拉致問題について伝える授業の内容

を考える大学生の取り組みを紹介していて、教育現場が拉致問題をどう捉えている

のかもよく分かった。番組の最後に、拉致被害者の蓮池薫さんの「拉致問題は過去

のことではなく、いま進行中の問題」ということばを引用しながら、「問題を風化

させないために伝え続けていくということではなく、いま解決しなければならない
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問題として向き合っていく」というメッセージを伝えたことが非常によかった。こ

れからも、幅広い世代にアプローチして拉致問題解決への機運を盛り上げてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  拉致問題に関する一連のシリーズは、ラジオや国際放送など

でも発信し、いろいろな人に見てもらうように努めた。拉致問

題について、過去の問題としてではなく、現在も続いている問

題として、解決のために向き合って伝えていくことが新潟局の

基本的な考え方だ。「金よう夜きらっと新潟」で紹介した子ども

たちに拉致問題を伝える授業のその後をはじめ、今後も拉致問

題に関連するさまざまな動きを伝えていきたい。一連の企画は

ＮＨＫワールド・ラジオ日本で海外に向けて発信したほか、Ｎ

ＰＲ（米国公共ラジオ放送）傘下のラジオ３５局でも放送した。 

 

 

○  １１月１８日(木)の「とちぎ６３０」の企画「なくそう栃木の詐欺被害」を見た。

実際にあった詐欺の手口を紹介し、啓発を促していた。私の住んでいる地域でも１人

暮らしの高齢者は多いので、注意を促しながら見守っていきたいと思った。今まで 115

本もの企画を放送してきたとのことだが、これらの企画をまとめた特集番組を放送す

れば、より啓発を促せると感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「なくそう栃木の詐欺被害」は、３年前から放送している。

毎週のように新たな手口が生まれ、詐欺はなかなかなくならな

いという実感がある。「首都圏ネットワーク」でも同様の企画を

放送しているが、この企画は栃木県に特化することで、視聴者

により自分ごとと感じてもらい、詐欺の被害に遭わないように

することをねらっている。 

 

○  １１月３日(木)の北朝鮮のミサイル発射に関する一連のニュースを見た。新潟局の

アナウンサーが、自宅でＪアラートの発令を知って家族に避難の準備をするよう伝え

たことや、出勤途中の周囲の様子なども交えて伝えていて、ニュースの原稿を読み上

げるだけでは分からない臨場感が伝わり、非常に引きつけられた。新潟局では緊急時

に職員全員がリポートできるよう取り組んでいると聞いていたが、それが実際に生か

されていると心強く感じた。また、スタジオの背景に「ＮＨＫ ＮＩＩＧＡＴＡ」と

いう文字があることは、信頼のできるニュースソースであることを証明するという意
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味でも大切なことだと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今回のような有事の際に的確に対応できるように、新潟局の

「３７市区町村プロジェクト」では、全職員がそれぞれ担当す

る地区の企画に出演して伝える取り組みをしている。スタジオ

の背景の文字について、以前いただいた「どこの局のスタジオ

なのかが分かりづらい」という指摘を受けて、一目で「ＮＨＫ

新潟」だと分かるように入れたものだ。ユニバーサルデザイン

も意識して、今後も人にやさしいスタジオのあり方を検討して

いきたい。 

 

○  １１月１４日(月)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」の企画「検証 エコバッグ 

マイボトル 私たちにできること １．５℃の約束」を見た。朝の多くの人が見てい

る時間帯に地球環境の問題を取り上げることは非常によいと思う。商品やサービスに

ついて製造から廃棄までのすべての過程で生じる温室効果ガスなどの環境負荷を計

算して数値化する「ＬＣＡ（ライフサイクルアセスメント）」という概念を紹介してい

た。例えばエコバッグは、５０回から 150 回使わないと効果がないなど具体的な情報

を知ることができた。１１月１７日(木)の「１．５℃の約束 Ｚ世代と考える気候変

動 再エネに新たな価値」も見た。アメリカの経済誌が選んだ「世界を変える３０歳

未満の３０人」に選ばれた大学生の小澤杏子さんをナビゲーターに、千葉県の耕作放

棄地を活用した農作物を育てながら太陽光発電の収入も得る取り組みを紹介してい

た。環境に配慮した経営に詳しい専門家の「企業がどこまで本気になるかが“１．５℃”

を達成しうるかに関わる」ということばを紹介したこともよかった。 

 

○  １１月１５日(火)の「Ｎｅｗｓかいドキ」の企画「１．５℃の約束 Ｚ世代と考え

る気候変動の今」を見た。小澤杏子さんをナビゲーターに、地球温暖化に対応した新

たなブドウの栽培方法など、気候変動に対する山梨県での取り組みを伝えていた。夕

方の慌ただしい時間帯でも気軽に見ることのできる８分ほどの企画だったが、意義の

ある内容だった。「１．５℃の約束」はＮＨＫと民放キー局の６局が連動して取り組ん

でいるキャンペーンということだが、あまり知られていないと思う。ＱＲコードで

キャンペーンのホームページを案内するなどの工夫をしてもよいのではないかと

思った。気候変動は多くの人に何らかの影響を及ぼすと思う。気候変動に対して自分

たちに何ができるのか考える意味でも、実際に行動している人たちの取り組みを伝え

ることは非常に意義があることだと感じた。 
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（ＮＨＫ側） 

  気候変動については、人類の将来に関わる大切なテーマとし

て伝えている。Ｚ世代の人たちにも関心をもってもらおうと、

「世界を変える３０歳未満の３０人」に選ばれた小澤杏子さん

に出演してもらった。気候変動について、多くの人の関心を引

くように工夫しながら継続して伝えていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  甲府局ではこれまでも温暖化がブドウ栽培に影響を及ぼし

ているというニュースを伝えてきた。これらの取材の蓄積を生

かしながら、今回「１．５℃の約束」として２本のシリーズを

放送した。「１．５℃の約束」がまだ視聴者に浸透していないと

感じている。なぜこのような企画を伝えているかを視聴者に理

解してもらえるような工夫をしながら、継続的に取り組んでい

きたい。 

 

○  １１月７日(月)の映像の世紀バタフライエフェクト「世界を変えた“愚か者”フラー

とジョブズ」を見た。「宇宙船地球号」という概念を唱えた思想家のバックミンスター・

フラーと、世界的なＩＴ企業を創業したスティーブ・ジョブズのつながりを紹介して

いた。当時聞いて感銘を受けた「ハングリーであれ！愚かであれ！」というジョブズ

のスピーチのことも時の流れとともに忘れていたが、この番組を見たことで、年を重

ねて経験を積んだ今の感覚で、このことばについて改めて考えることができ、新たな

価値を発見できた。歴史に名を残した人物について、今まで知られていたこととは

違った視点で焦点を当てることは、ＮＨＫならではの貴重な取り組みだと思う。 

 

○  １１月８日(火)のクローズアップ現代「“送料無料”の陰で… トラックドライバー

の悲鳴」を見た。契約にない荷物の積み込み作業を無償で行ったり、高速道路代が支

払われないため倍近くの時間をかけて一般道を走ったりするなど、日本の物流を支え

るトラックドライバーの悲惨な現状を伝えていた。地元の狭い国道を大型トラックが

走る姿をよく見かけるが、これらのトラックが高速道路を使わずにこの国道を走って

いる理由が分かり、見る目が変わった。 

 

○  １１月１０日(木)のあさイチ「愛（め）でたいｎｉｐｐｏｎ 近場で！楽しい♪千

葉ベイエリア」を見た。千葉市稲毛のグランピング、船橋の「小松菜ハイボール」、道

路の下で育てているレタス、かつての人気競走馬が暮らす牧場など、千葉県のさまざ

まな魅力を明るく楽しく紹介していた。週末に千葉県を訪れる人も増えるのではない
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かと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  千葉局は県域テレビ放送がないため、千葉県の魅力をどう発

信するか腐心している。今回の「あさイチ」では、今まであま

り取り上げられてこなかった千葉市や東京都に隣接する東葛地

域の魅力を発信した。船橋市の中でも一部の地域のみで知られ

ていた「小松菜ハイボール」など、この地域の知られざる魅力

を全国に紹介できてよかった。今後も千葉県各地の情報を発信

していきたい。 

 

○  １１月１２日(土)のブラタモリ「善光寺～善光寺はなぜ多くの人を引きつける？～」

を見た。自分は長野県出身で善光寺を身近に感じていたが、初めて知る話ばかりだっ

た。善光寺の本尊が戦国時代に何人もの武将の手に渡り、そのたびに僧侶や職人など

が一緒について行ったことで、善光寺の名前が全国に広がっていったというエピソー

ドは興味深かった。年表のようなものがあれば、時代背景についてさらに理解が深ま

ると思った。善光寺が全国的に有名な寺になったのには、さまざまな理由があったこ

とが分かる非常に興味深い番組だった。 

 

○  １１月１０日(木)から１２日(土)に再放送された土曜ドラマ「１７才の帝国」（総

合 10 日(木)前 2:00～2:49、11 日(金)前 1:55～3:34、12 日(土)前 0:25～2:04）を

見た。１７歳の若者が首相に就任し、ＡＩを政治に活用ながら、今までの慣例やつな

がり、しがらみを打破していくストーリーは、近い将来実際に起こりそうな感じがし

て興味深かった。この番組は現在「ＮＨＫプラス」の見逃し配信で見ることができる

が、配信期間後も何らかの形で見られるとよいと思った。 

 

○  １１月１５日(火)のバリューの真実 選「スキンケア▽ニキビ・毛穴・乾燥▽Ｓｉ

ｘＴＯＮＥＳ」を見た。若いタレントが司会で、リモート出演している高校生たちと

やりとりをしながら、スキンケアについて考える番組だった。視聴者が番組に参加す

ることで、情報を自分ごととして受け取りやすくなり、非常によい取り組みだと感じ

た。このように若い世代が番組に参加して楽しむことで、若い世代へのＮＨＫの理解

が広がるのではないか。 

 

○  特別展「国宝 東京国立博物館のすべて」に関する一連の番組を見た。１０月１６

日(日)の生中継！８Ｋ特別内覧会「国宝 東京国立博物館のすべて」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

1:30～2:59)は、肉眼では分かりづらい細工など、国宝の細部を鮮明に映し出してい
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た。この番組で展示品についての知識を得ることで、展覧会に対する期待も膨らんだ。

実際に展覧会の会場で、この番組について話している人たちの声も多く聞かれ、番組

の影響力の強さを実感した。番組の中で「古今和歌集」の説明をしている場面があっ

たが、ＶＴＲのナレーションと中継現場での会話の音声が重なってしまい、聞き取り

にくかったのが残念だった。１０月２９日(土)の「鑑賞法は無限大！未来の博物館へ

ようこそ」(総合 後 1:30～2:59)は、最新のテクノロジーを用いた立体モデルを活用

して、文化財を自由な視点から鑑賞できる展示を紹介していた。重要文化財「遮光器

土偶」の内部に、縄文時代にこの土偶を作った人の指の跡も残っていることが分かり、

縄文時代をより身近に感じることができた。この展示にはＮＨＫの技術も生かされて

いるということだが、新たな体験の可能性を示す魅力的な取り組みだと感じた。１１

月３日(木)の「東京国立博物館１５０年“推し”の国宝 大公開」(総合 前 10:55～

11:54)は、博物館の研究員が自分の“推し”を紹介するという変わった切り口で楽し

めた。こういった番組を多くの人が見て文化財への理解が深まるとよいと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  生中継の番組は、制約がある中で見せ方を工夫し、どれだけ

の情報伝えられるかというところがある。いただいた意見を現

場に伝え改善できるところはしていきたい。 

 

○  １１月６日(日)の「天才ピアニスト・ブーニン ９年の空白を越えて～復帰公演 

完全版～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 11:20～7 日(月)前 0:19)を見た。天才ピアニストといわれ

るスタニスラフ・ブーニンさんがケガや病を乗り越え、復帰公演をするまでの道のり

が丁寧に描かれていた。音楽家の情熱を感じられる“芸術の秋”にふさわしい印象深

い番組だった。 

 

○  １１月１２日(土)のにっぽん百名山スペシャル「秋の穂高 ３０００ｍの峰々へ」

(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 7:30～8:59)を見た。穂高連峰にある標高 3000ｍ級の５つの峰を、３

つのチームに分かれて登る番組だった。ドローンの映像も使われていて、登山者の視

点とは異なる雄大な景色に感心した。日本で最も険しいと言われる「ジャンダルム」

へのルートを登ったチームをはじめ、各チームが天候の変化など厳しい自然条件を乗

り越えて、登頂を果たしたときの達成感が非常によく伝わってきた。新しい登山用の

装備についての情報も盛り込むとなおよかった。 

 

○  １０月１９日(水)のＲＩＳＩＮＧ「Empowering Sick Children through Sports: 

NPO Founder - Kitano Hanako」(NHK ﾜｰﾙﾄﾞ JAPAN 前 11:30～11:58)を見た。長期療養

中の子どもたちのスポーツ活動を支援しているＮＰＯ法人理事長の北野華子さんの
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取り組みを紹介していた。急性リンパ性白血病で長期療養中の小学生がプロ野球の球

団に「入団」してチームの一員として活動する取り組みでは、最初は緊張していた小

学生が、選手と関わっていく中で自分自身にできる役割を見つけ、自信をつけていく

様子が映し出されていた。スポーツキャンプの取り組みでは、子どもたちが療養中だ

と思えないほど生き生きと走りまわり、楽しくスポーツをしている姿をうれしく思う

とともに、新型コロナウイルスへの感染が心配でなかなか外へ出られない長期療養者

が、感染対策をしっかりしたうえで、思いきり遊ばせることの意義を伝えていたのも

よかった。英語の番組だが、ぜひ日本語版を制作して多くの人にみてほしいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「ＲＩＳＩＮＧ」は英語版をＢＳ１でも放送している。日本

語版を制作してほしいという意見は現場に伝えたい。 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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２０２２年１０月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１０月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、２１日(金)、ＮＨＫ放送センター

において、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、甲府放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、＃

金曜やまなし「山梨の伝統農産物“お宝”発見！」について説明があり、放送番組一般

も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１１月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   副委員長  片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜＃金曜やまなし「山梨の伝統農産物 “お宝”発見！」 

（総合 １０月７日(金)放送＜山梨県域＞）について＞ 

 

○  山梨県の伝統農産物を途絶えさせないように守り続けてきた人々、それを受け継

ごうとする人々の取り組みがよく伝わってきた。特に、種を絶やしてはいけないと

いう父のことばを守り、地道に栽培を続けてきた雑穀農家と、収入にならないにも

関わらず地場の品種の栽培を地道に続けてきたホップ農家の取り組みに感動した。

これらの取り組みを学び、受け継ごうとする人々のことも応援したいという気持ち

になった。農業を営むうえで一番大変なのは経営だ。この番組では、登場した農家

の思いはよく伝わったが、経済的な側面についてももう少し具体的に伝えるとよ
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かった。この番組が行政などの目に留まり、伝統農産物の栽培を応援、協力しよう

という機運が生まれるとよいと思った。ゲームをモチーフにした演出は、Ｅテレの

子ども向け番組のような印象を受けたが、これはこれでおもしろいと思った。講談

師の一龍斎貞友さんが、ゲームのキャラクターにふんして番組を進行していたが、

講談師としての姿も見たかった。例えば場面の切り替わりの際に、一龍斎さんが講

談師姿で登場してもよかったと思う。 

 

○  ３人の登場人物が非常に個性的だった。ショウガ農家の女性は東京からＵターン

で山梨県に戻り、入手困難なショウガを育てていた。雑穀農家が続けてきた地道な

取り組みからは「継続は力なり」ということが伝わってきた。千葉県から移住した

女性が雑穀栽培を受け継ごうとすることも紹介していた。ホップ農家の取り組みも

若者が引き継いでいた。番組で取り上げた三つの作物とも、三者三様に、新しい人

材も加わりながら、守り、さらに発展させようとしていることを感じることが出来

た。番組タイトルの中に“お宝”ということばがあるが、農産物だけでなく、それ

に関わる人々も宝だと感じた。この番組を見た人の中から「自分も伝統農産物を育

てたい」という人が現れたらとてもよいと思った。そのような問い合わせ、反響が

あったのか知りたいと思った。 

 

○  生産が途絶えかけている農産物を、品種を守るために売るあてもないのに作り続

けてきた人がいたことに感心した。それらを未来につなげようとする若い人たちの

姿も心強かった。農産物輸入にさまざまな課題がある中、伝統の農産物づくりに

励んでいる人の姿は頼もしく思った。がんばっている人の姿から元気をもらえるよ

い番組だった。番組では農産物を育てる様子だけではなく、その作物の香りや味に

ついても伝えていたので、興味を持った視聴者は多かったのではないか。ロールプ

レーイングゲームをモチーフにし、宝を発見してポイントを獲得していくという構

成はおもしろかった。それぞれの農産物の歴史を紹介していたのは理解の助けと

なった。ＢＧＭもそれぞれの場面の映像に合わせて工夫していると感じた。一方、

市町村を訪ねる際「北西のほうに行きました」などとあいまいな紹介のしかたで、

位置関係がわからない山梨県外の視聴者としては地図上でもう少し明示してほし

かった。また、ショウガ畑を訪ねてきた男性のことを「体格のよい方」と紹介して

いたが、容姿を強調する表現に違和感を覚えた。案内役の一龍斎貞友さんの声は非

常に魅力的だが、「あさイチ」で一龍斎さんが演じている「あんまんちゃん」「とりっ

ぷさん」の印象とどうしても重なってしまった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は山梨県内の人に向け、県内にはまだ知られてい
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ないすばらしいものがあることを伝えることをねらって山梨

県内で放送した。山梨県の魅力を県外に発信することも地域

局の大事な役割なので、何らかの形で山梨県外の方にも見て

いただく機会も作りたい。紹介した農産物は経済的な面では

軌道に乗りつつあるという段階だが、今後取り上げる機会が

あれば産業として持続していけるのかという点にも着目した

い。放送後、「ぜひ現地に行ってみたくなった」「作っている

ものを食べたくなった」という反響が寄せられている。さら

に一歩踏み込み、「自分も伝統農産物を育ててみたい」という

人が現れるかも大事なところだと感じた。ゲームをモチーフ

にした演出に対してはおおむね好評だったが、「こういうもの

はＮＨＫらしくないのではないか」というような意見も届い

ている。今までＮＨＫをあまり見ない人にもアプローチする

ために、このような演出もときどきやっていきたいと考えて

いる。 

 

○  一般の人に知られていない農産物を宝という形で紹介したよい番組だった。自分

も栽培に携わりたいという人に向けて、売り上げなどについて紹介すると農業に関

心を持つ人が増えるのでないか。ゲームをモチーフにした演出で、アナウンサーが

「勇者」のキャラクターとして登場していたが、一龍斎貞友さんがふんするキャラ

クターと比べて荒いドットで描かれていて、バランスが悪かった。また場面によっ

てキャラクターの左右が入れ代わるのも、少し見づらかった。 

 

○  ゲームをモチーフとした演出はキャッチーで、素直におもしろいと思った。よい

意味でＮＨＫらしくなく、これからも積極的に挑戦してほしい。苦境に陥っていた

在来の農産物が、地域の外からやってきた人を通して見直され、再生していく様子

に共感を覚えた。この番組を見た人の中には、自分たちもこれらの農産物を作って

みたいと思った人も多いのではないか。番組で紹介された農産物を使った食品を買

いたくなった。全国放送をすれば多くの人が喜ぶと思う。 

 

○  有名なロールプレーイングゲームをモチーフにしたコミカルな演出がおもしろ

かった。司会役の一龍斎貞友さんがテンション高く進行していたので、最後まで続

くかと心配になったが、一貫してそのテンションを保っていたことはよかった。苦

労しながら伝統を守り継いだ人たちがいて、新しい世代がその価値を再発見し、新

たな視点で発展させていくことに魅力を感じた。ただ、右上に表示しているテロッ

プが大きすぎて、映像の邪魔をしている場面が何か所かあったので、工夫してほし
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い。また、番組最後の「そんなに色っぽい声で言われると次回もがんばっちゃおう

かな」というコメントに違和感を覚えた。せっかくよい番組だったのに、最後に残

念な気持ちになった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  キャラクターの画像の解像度や位置、コメントやテロップ

の文言などは、細かなことであっても、視聴者にとっては気

になるところだと思う。より番組の質を高めるよう努めたい。

一龍斎貞友さんについて、高いテンションのコメントからア

ナウンサーのナレーションへのつなぎ方や、講談師姿で登場

する場面を作るかなど、メリハリある個性の生かし方を検討

したい。 

 

○  地域の知恵と文化がつまった伝統農産物を通して、地域とともに生きる人々の姿

を伝えていて、コロナ禍や物価高騰などの影響で暮らしのあり方が問われる中、考

えさせられる番組だった。ふだんの報道では新しい取り組みを始めた人に焦点が当

たりやすいが、この番組は地道な取り組みを続けてきた人たちを取り上げているこ

とが非常によかった。父親から種を受け継いだ雑穀農家の話や、いつか必要とされ

る日が来ることを信じて地場の品種を守り続けたホップ農家の話に非常に感動し

た。また、若い世代が単に伝統を継承し、復活させるだけでなく、農産物の新たな

活用方法を見つけ、販路の開拓に取り組んでいるのを紹介したのは、若い世代の農

家の見本になったと思う。一方、南アルプス市のショウガ農家が、毎年南部町で「南

部ショウガ」の種ショウガを買い、自分の畑で育てているのを紹介していたが、南

アルプス市で育てたショウガを「南部ショウガ」と言ってよいのか気になった。“伝

統農産物”は固有の土地で育て続けているものを言うと思うので、違和感を覚えた。

番組では「南部ショウガ」を宝として紹介していたが、この農家が作ったジンジャー

シロップのほうが宝と呼ぶのにふさわしいと思った。 

 

○  取り上げた三つの農産物は、自分でも育ててみたいと思うほど興味を持った。伝

統農産物の種を守り続けることは非常に大変なことで、番組で取り上げられた農家

の苦労を感じることができた。一方で健康や無添加など、女性や若い世代の関心を

引く要素も盛り込まれていたことは興味深かった。最近ジンジャーシロップは非常

に人気で、雑穀も健康にこだわりを持つ人たちの関心を引いている。ホップ農家が

守った品種も、クラフトビールの原料となっている。伝統農産物を苦労して守り続

けてきた人々と、伝統農産物を新しい時代のトレンドに結びつけた人々との間に、

世代を超えたつながりを感じた。ゲームをモチーフにした演出も、若い世代が気軽
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に見ることができるという意味で有効だと思う。伝統とは常に進化させていくべき

ものだということを改めて考えさせられるよい番組だった。 

 

○  山梨県の伝統農産物を伝えたいという意欲が伝わる番組で、３０分が短く感じた。

ホップ農家を継承した若者の「地域の産業として根づかせるための土台づくりが大

切」ということばから、今後の産業としての定着を考えていることが伝わり共感し

た。一方、従来から知られる伝統農産物として「やはたいも」「あけぼの大豆」「大

塚にんじん」を紹介していたが、これらの農産物はもう古くさいものだと感じられ

るコメントがあったことが気になった。この三つの農産物も苦労して守り伝え、広

めた人がいて、ようやく定着してきたものだ。メディアの影響は生産者にとっても

消費者にとっても大きいので、もう少し敬意を示すことばが必要だったのではない

か。ロールプレーイングゲームをモチーフにした演出は、どの年齢層の視聴者をね

らったものなのか分からなかった。ゲーム仕立てにして若い世代に農業に興味を

持ってもらうことをねらうのであれば、若い世代の関心を引くようなＰＲをすべき

だったと思う。「南部ショウガ」を南アルプス市で育てていることの違和感は私も

覚えた。ほかのショウガとの違いや特徴など、客観的な情報がもう少し必要だった

のではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ロシアによるウクライナ侵攻の影響で、日本の食料自給は

大丈夫かという関心も高まっていると思う。このような食料

安全保障についても問題意識として制作にあたった。この番

組で取り上げた三つの農産物は、山梨県民にもあまり知られ

ていなかったが、「これから光が当たろうとしている」ものと

して取り上げた。今後も、山梨県の知られざる魅力に光を当

てるような番組、企画を作っていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

 二つの重要な指摘があった。一つは「自分も伝統農産物を

育てたいという人が出てくるとよい」という意見だ。放送し

て終わりでなく、社会や地域へ貢献することにつながるよう

に意識していきたい。もう一つはことばづかいについてだ。

「体格のよい」「色っぽい声」という表現に違和感を覚えたと

いう指摘があった。また、従来から知られる伝統農産物に対

して敬意を欠くような表現があったという指摘もあった。視

聴者のさまざまな立場を考えてことばを選ぶことが重要で、
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いただいた指摘をしっかりと受け止め、今後に生かしたい。  

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １０月３日(月)の「ひるまえほっと」を見た。料理研究家のきじまりゅうたさん

が直売所に行き、その野菜で料理を作るという内容だった。その土地ならではの

食材やスーパーには出回らない間引き野菜などを使い、皮や種まで余すところな

く使う料理方法が紹介されていて、非常に好感を持った。これまで料理の見栄え

や早さを重視することが多かったと思うが、食材そのものの味の引き出し方や健

康を意識した調理法・食材などを料理番組で伝えてほしい。 

  １０月３日(月)の「新潟ニュース６１０」を見た。この日から「新潟ニュース６

１０」が「ＮＨＫプラス」で配信されるようになったのにあたり、アプリでの「Ｎ

ＨＫプラス」の登録方法を分かりやすく伝えていた。好きな場所で、好きなとき

に、まとめて見られるといった視聴者にとってのメリットを伝えていたのがよ

かった。キャスターが携帯端末を手に取って操作方法を丁寧に説明していたので、

アナログ世代にも分かりやすかったと思う。さらに長年新潟局で活躍し、現在は

東京で勤務している佐藤俊吉アナウンサーが、東京でも「ＮＨＫプラス」で新潟

県のニュースが見られるというコメントを寄せたことで、他の地域の地域放送番

組を見ることができるという「ＮＨＫプラス」の新たな活用法を知った。他の地

域の番組を見ることで視野が広がる「ＮＨＫプラス」の便利さを強く感じている。

今後は若い世代にもメリットを伝えてアピールしてほしい。  

  新潟局では１０月からＡＩによる自動音声を活用した番組が始まったが、自動音

声の活用法やアナウンサーが伝えることの意義について考えを聞きたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  １０月３日(月)の「ひるまえほっと」は、物価高の中で料

理をどう安く作るかなど、単に料理の作り方を紹介するだけ

でなく、今どのような情報が求められているかを考慮して制

作した。今回のような料理コーナーに対する視聴者の関心の

高さが分かったので、引き続き制作していきたい。健康によ

い料理を意識する人は非常に多いと思うので、いただいた意

見は現場に伝えたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  「ＮＨＫプラス」は、その名称から追加料金がかかると誤

解している人もいるので、繰り返し丁寧に周知した。佐藤俊

吉アナウンサーは新潟を離れた今でも県内の知名度が高いこ

とを踏まえ、新潟県向けのメッセージを寄せてもらった。県

外からも新潟県のニュースを見てもらうために新潟県人会や

アンテナショップなどでも周知している。 

  新潟局では１０月３日(月)からＡＩによる自動音声を活用

したラジオ番組「新潟ちょこっと防災」と「にいがた伝言板」

を放送している。人の命にかかわるような、刻々と変化する

状況や災害にあった人への励ましのコメントなどはアナウン

サーが伝え、同じことを繰り返し伝え続けるものについては

自動音声を活用しようと考えている。 

 

○  １０月９日(日)の首都圏いちオシ！「鉄道１５０年で再発見・新橋～横浜」を見

た。鉄道会社や関連企業、鉄道ファンなど幅広い人たちが、鉄道にまつわる好きな

ものを紹介していた。鉄道のモーター音など、一般の人にはついていけないような

深い話題も丁寧に説明していた。鉄道ファンでアイドルの大西流星さんを起用した

ことが非常によかった。大西さんのことばを通すことで、マニアックな話題がソフ

トに伝わり、彼の人柄と彼を起用した人選に感心した。浜松町駅にある小便小僧の

衣装を作っている手芸サークルなど、一見鉄道とは関係なさそうだが鉄道に関わっ

ている人たちも紹介していて、鉄道を身近に感じることができた。最後に品川駅の

地下で進むリニア中央新幹線の工事の模様を紹介して、鉄道の未来も伝えていたの

がとてもよかった。ただ、話題が盛りだくさんで、やや詰め込みすぎの印象も受け

た。１０月１４日(金)の「ひるまえほっと」で放送したこの番組のダイジェストで、

浜松町駅の小便小僧のウルトラマンの衣装のエピソードを紹介していた。衣装は

「帰ってきたウルトラマン」をイメージしたものだったが、初代「ウルトラマン」

の主題歌がＢＧＭに使われていた。細かいことではあるが違和感を覚えた。 

 

○  １０月９日(日)の首都圏いちオシ！「鉄道１５０年で再発見・新橋～横浜」を見

た。さまざまな立場の鉄道好きたちが鉄道にまつわる好きなものを楽しそうに語っ

ていて、見ているだけで楽しくなった。若い世代からは高校生が取り上げられてい

たが、鉄道は子どもにも人気で、詳しい子どもも多くいるので、そのような子ども

たちも番組に登場すると、より広がりが出たと思う。 
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（ＮＨＫ側） 

  首都圏いちオシ！「鉄道１５０年で再発見・新橋～横浜」

は、鉄道 150 年をきっかけに地域の魅力を再発見しようと、

鉄道関連企業や鉄道が好きな人たち 180 人近くへのアンケー

トに基づいて制作した。人々の日常の足となっている鉄道の

裏側を支える人たちの技術や、ファンの人たちの熱も含め、

その魅力を伝えることができたのではないか。高校生だけで

なく、小・中学生も取り上げられればよかったのではないか

という指摘は現場に伝える。より多くの話題を盛り込んだ「完

全版」の制作も検討している。 

 

○  １０月１４日(金)の知るしん 信州を知るテレビ「被災写真をよみがえらせて 

～台風１９号水害から３年～」を見た。2019 年の台風１９号水害の被災地では多

くの家屋が浸水し、思い出が詰まった写真も泥にまみれてしまった。その写真を洗

浄して復元するボランティアの活動を伝えていた。被災した写真の復元を通して、

あらゆるものを失ってしまった被災者の思い出や記憶がよみがえってくる様子が

よく描かれ、涙がこみ上げてきた。たった１枚の写真が呼び起こす思い出や記憶の

重みを感じ、被災者が前を向いて歩むきっかけになるようにこの活動を続けている

というボランティアの方のことばも印象的だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  2019 年の台風１９号による災害から３年たち、インフラ面

での復興は進んでいるが、一部の被災者はまだ仮設住宅暮ら

しのままで、復興はほど遠いという心情を持っている被災者

も多い。被災した写真の復元を通して、被災者の内面や心情

の一端を伝えることができたと考える。この災害について発

生直後からさまざまな切り口で伝えてきたが、被災者の心情

や内面とも向き合い、伝えていきたい。 

 

○  ９月１１日(日)の「どーも、ＮＨＫ」を見た。ＮＨＫが災害発生時に放送を継

続するための取り組みを紹介していた。日常生活の中で情報が得られることは当

たり前のことと感じていたが、いかなる時でも情報を伝え続けるためにＮＨＫが

さまざまな取り組みをしていることを知ることができた。番組では、首都直下地
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震などで渋谷の放送センターが機能を停止した際に、さいたま局の報道別館など

を活用して関東向けのラジオを放送する仕組みを紹介していた。日ごろから非常

時の備えを怠らず、放送を継続する努力を続けてほしい。  

「台風１４号」に関する一連のニュースを見た。深夜 にはＡＩによる自動音声で繰

り返し警戒を呼びかけていた。このように同じ情報を繰り返し呼びかける場合は、

ＡＩによる自動音声は有効だと感じた。また、「ＮＨＫニュース・防災」アプリを

利用しているが、雨雲の動き、河川の水位状況などが便利で、自分の周囲でも利用

者が増えてきている。災害が発生したときなどにこのアプリを紹介することは有効

だと思う。年配の人はアプリを自分でアプリストアから探すことが難しいので、Ｑ

Ｒコードを長い時間表示してアプリに誘導すると利用者も増えると思う。災害時に

はＮＨＫの情報が頼りなので、これからも正確な情報を伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  さいたま局の隣に「報道別館」がある。これは東日本大震

災をきっかけに建設された施設で、渋谷の放送センターの放

送機能が停止した際に、関東地方向けにラジオ放送を発信す

るための施設だ。さいたま局では、定期的に報道別館からラ

ジオ放送を送出することで、いつ来るか分からない災害にも

備えている。職員が防災士の資格を取ったり、ふだん放送に

携わらない職員がスタジオから放送を出す訓練を繰り返した

りして、いざという時に役割を果たすべく取り組んでいる。 

 

○  １０月７日(金)のアナザーストーリーズ 運命の分岐点「“北斗の拳”誕生～舞

台裏のもう一つの“格闘”～」を見た。私は子どもの頃から漫画「北斗の拳」を読ん

で育った大のファンだが、番組を見て、この漫画がさらに好きになるとともに、舞

台裏も知ることができた。漫画家、原作者、そして２人を結びつけた編集者の、妥

協しないものづくりへのこだわりを強く感じることができた。この番組では、

ファンの中で賛否が分かれている「第２部」は取り上げられなかったが、この「第

２部」について作者がどう考えているのか知りたいと思った。続編を期待している。 

 

○  １０月９日(日)の小さな旅「いつも心に鉄道～横浜市～」を見た。「小さな旅」

はいつも景色と音楽に癒やされ、穏やかな気持ちで見ている。今回は「人と人とを

つなぐ」ことがテーマだった。駅のホームでシューマイの売り子をしていた縁で夫

と出会った女性、現役の女性運転士、鉄道をテーマにした居酒屋を経営している元

国鉄職員と、それぞれ短いエピソードの中で、鉄道とともにある人生が非常に豊か
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に描かれていた。 

 

○  １０月１６日(日)の明日を守るナビ（５９）「防災の知恵 あなたの質問に答え

ます」を見た。防災について楽しく教える活動をしているＮＰＯ法人の理事長が出

演し、防災に関する知恵を具体的に伝えていた。いつどこで災害が発生するかわか

らないので、この番組のように役に立つ取り組みを続けてほしい。  

 

○  １０月１６日(日)の「天皇杯ＪＦＡ第１０２回全日本サッカー選手権 決勝」で

ヴァンフォーレ甲府が優勝した。一連のニュースを通して、甲府局がさまざまな人

に取材して、この話題を一生懸命に伝えていることが感じられ、とてもよかった。

１０月１９日(水)深夜には試合を再放送していたが、録画して完全保存版にできる。

とてもありがたい取り組みだった。地元の人々はとても喜んでいる。優勝翌日の１

０月１７日(月)「Ｎｅｗｓかいドキ」に選手が生出演しインタビューに答えていた。

はじめに質問内容を紹介してから、選手に質問をしていたが、答えている間も何に

ついて質問しているかテロップで表示した方が、より分かりやすかったのでないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ヴァンフォーレ甲府の天皇杯優勝というまたとない快挙に、

甲府局では地域の人々の関心に応え、山梨県をさらに盛り上

げたいという思いで取り組んだ。試合当日、２万人のファン

が横浜の試合会場に応援に行ったが、その人たちの中に、録

画を忘れたりして、もう 1 回試合を見たいというニーズがあ

るのではないかと考えて、再放送を実施した。深夜帯での放

送にもかかわらず多くの人に見ていただいた。 

 

○  １０月１８日(火)の１００カメ「大学お笑い」を見た。インターカレッジのサー

クルでさまざまな大学の人が出会い、コンビを結成し、自分たちでコントを作り、

舞台を借りてネタを披露する様子を紹介していた。大学生がお笑い芸人を目指し奮

闘する姿が興味深かった。この番組のように若い世代が身近に感じるような番組は

よい。最近、ニュースの中でほかの番組について紹介する場面が増えていると思う。

若い世代の興味を引くような番組のことを紹介すると、「ＮＨＫプラス」も含めた

番組の視聴につながるのではないか。ＮＨＫはすばらしい内容の番組が多いので、

番組紹介を工夫することで、若い人が番組を見る機会が増え、ＮＨＫのことを身近

に感じてもらえるようになるのではないか。 
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○  「クラシックＴＶ」を見ている。ＭＣでピアニストの清塚信也さんが、取り上

げる音楽の魅力を解説しながら実演することで、理解が進み、説得力が増す。非

常によい番組だと思う。 

 

○  １０月８日(土)の「東博１５０年 知られざるモノがたり～日本の至宝 大公開

ＳＰ～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:00～10:29)を見た。東京国立博物館の研究者の気概と飽

くなき探究心が丁寧に描かれた見応えのある番組だった。ＭＣやナレーション、ゲ

ストの片岡鶴太郎さんも番組の雰囲気にあっていた。博物館に行くだけでは知り得

ない貴重なエピソードが満載で、非常に興味深かった。番組で紹介された展覧会を

作り上げているスタッフたちの一押しの芸術品がとても愛おしいものに見え、展覧

会への関心も高まった。 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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２０２２年９月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１６日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、９人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、２０２１年１２月２６日（日）に放送したＢＳ１スペシャル「河瀨直

美が見つめた東京五輪」へのＢＰＯ意見について報告があり、議事に入った。 

会議では、まず、２０２２年度後半期の国内放送番組の編成について説明があり、２

０２３年度の番組改定とあわせて意見の交換を行った。続いて、水戸放送局の取り組み

と今後の予定について報告した。その後、スポーツ×ヒューマン「理想の相撲部屋 弟

子とともに 元横綱 稀勢の里」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意

見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、１０月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   副委員長  片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

   委 員      泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜２０２２年度後半期の国内放送番組の編成について 

２０２３年度の番組改定について＞ 

 

 

○  新潟局が、後半期からＡＩによる自動音声を活用したラジオ番組を新設するが、

自動音声の技術の進化に驚いている。数年前は発音や文の区切りに違和感があった



2 

が、今はほぼなくなっている。大変優れたものになっていると感心している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＡＩによる自動音声は、数年前は若干アクセントがなまっ

ているように聞こえたが、今は人間が話しているのとほぼ変

わらなく聞こえるようになった。読み上げの技術の研究が

進んでいることに加え、実際にアナウンサーが読んだものの

学習の蓄積が進み、音声認識も非常に向上した。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ＡＩによる自動音声は、定期的に実際にアナウンサーが

読んだ音声を学習させているほか、新出の用語が出てくると

それらも読み込ませている。また、感情表現もできるように

なっていて、怒った口調で読んだり、悲しそうに読んだりと

いうこともできるようになっている。 

 

○  ＡＩによる自動音声などの新しい技術は、全国放送だけでなく地域放送番組でも

積極的に活用してもらいたい。 

 

 

＜スポーツ×ヒューマン「理想の相撲部屋 弟子とともに 元横綱 稀勢の里」 

（ＢＳ１ ８月２９日(月)放送）について＞ 

 

○  元横綱稀勢の里の二所ノ関親方が、基礎を大切に、自身が受け継いできた伝統を

守りながらも、ＳＮＳで情報発信したり、動画を使って指導したりするなど、新し

いものを取り入れていく姿を伝えていた。相撲部屋を国技館から遠い地元の茨城県

であえて開き、自治体とも連携していることが、伝統的な大相撲の世界の新しい取

り組みとして、非常に期待できると思った。二所ノ関親方のインタビューの「弟子

の人生を預かっているんだ」という言葉や、弟子がけがをしたときの対応から、深

い愛情が伝わってきて、非常に好感を持った。 

 

○  「スポーツ×ヒューマン」はふだんからよく見ているが、今回は現役時代をよく

知る元横綱稀勢の里ということで楽しみながら見た。地元の茨城を大切にして、地

元に相撲部屋を開き、若い人を育てている様子から、これからの相撲部屋の在り方

や可能性が広がるのではないかと感じた。数年前の暴力事件などで大相撲の印象は

悪くなっていたが、このような番組を放送することで、大相撲のイメージが改善し
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て、若い世代への理解が広まっていくのではないかと感じた。相撲部屋を開くにあ

たって苦労があったと推察されるので、その部分も紹介してほしかった。弟子が

インタビューに答えているシーンで、映像と音声が合っていないことに違和感を覚

えた。 

 

○  元横綱稀勢の里が地元に帰って、地元で相撲部屋を開くということは、非常に

チャレンジングなことだと思った。お世話になった方に恩返しをしたいという気持

ちがインタビューからも感じることができた。大相撲の伝統を守りながらも、今の

時代にあわせて部屋の運営や弟子の育て方を変えていくことは非常に難しく、苦労

している姿が見受けられた。稀勢の里がどういう生い立ちから横綱までなったのか

という、前段のストーリーも見ることができればよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  インタビューのシーンで映像と音声が合ってなかったので

はないかという指摘があった。おそらくリモートインタ

ビューの場面でだと思われるが、今後は映像と音声のずれに

は細かく気を配るようにしたい。 

   元横綱稀勢の里が二所ノ関親方となって目指している新し

い相撲部屋の姿として、ＳＮＳなどの活用や、古くからの厳

しさ一辺倒だけではない弟子の育て方などが見えたと思う。

弟子の育成以外に親方自身が積極的に地域の中で活動してい

る姿も描くように努めた。生い立ちなどもう少し描いたらよ

かったのではないかという指摘は、今後の番組作りの参考に

したい。 

 

○  自分は大相撲をあまり見ないが、稀勢の里は人気力士として知っている。他のス

ポーツと同様に、大相撲でも若手の指導は今までの方法が通用しないと感じた。一

方で、「方法は変わっても教えることは変わらない」という言葉から、二所ノ関親

方自身の信念が伝わってきた。地元の茨城県に相撲部屋を開いたということだが、

二所ノ関部屋やほかの相撲部屋、国技館の位置関係が地図で示されていて、ほかの

相撲部屋と違って国技館から大きく離れた位置にあることを実感できた。茨城県に

相撲部屋を開いたことについて、地元の人たちがどう受け止めているかの声を聞き

たいと思った。元横綱稀勢の里は最初「荒磯親方」を名乗っていて、その後名跡を

継いで「二所ノ関親方」となったことが説明されていたが、その説明が入る前に、

荒磯親方時代の活動を紹介していた部分でも、二所ノ関部屋の看板やクレジットが
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表示されていたので、紹介している相撲部屋が荒磯部屋なのか二所ノ関部屋なのか

分からず戸惑った。リモートでのインタビューや二所ノ関部屋からの提供映像が随

所にあって、コロナ禍での取材の苦労もかいま見られた。伝統的な慣習を重んじる

大相撲の世界で、新しい扉を開こうとする二所ノ関親方の奮闘ぶりがよく伝わる番

組だった。 

 

○  二所ノ関親方が、古くからの伝統を守りながら新しい取り組みに挑戦する姿に共

感した。番組の前半部、荒磯親方としての活動を紹介するパートで二所ノ関部屋の

クレジットが出ていたことに自分も戸惑ったが、あとの説明で経緯が分かって謎解

きのように楽しめた。弟子たちもそれぞれに個性があり、個性に応じた育成の描き

方も秀逸だった。伝統を重んじる大相撲の世界で、新しい取り組みをしていた荒磯

親方がきちんと評価され、二所ノ関という由緒ある名跡を受け継ぐことができたこ

とに彼の人徳が感じられ、二所ノ関部屋という名門の相撲部屋が茨城県に開かれた

ことは、大変なことだと感銘を受けた。少人数の相撲部屋を立ち上げた親方が、１

年のうちに大きな相撲部屋の親方になったことは非常に画期的なことだと思うの

で、その経緯も掘り下げてほしかった。また、稀勢の里が引退会見で人気漫画のせ

りふを引用したことを短く紹介していたが、もう少し詳しく紹介すると、彼の親し

みやすい人柄が伝わったのではないか。 

 

○  「スポーツ×ヒューマン」は、現役のアスリートの奮闘や苦難などに焦点を当て

る番組だと思っていたが、今回は力士としての挑戦というより、指導者であり経営

者でもある親方としての挑戦が描かれていて、新鮮に感じた。大相撲の取組の背景

にある親方と弟子との関係を見ることができて興味深かった。大相撲の伝統を継承

しながら、スマートフォンを使った指導やＳＮＳを活用した普及活動など新しい挑

戦を続ける二所ノ関親方の姿に強く共感した。こうした挑戦の裏側には、苦悩もあ

ると思うので、苦悩している姿を見せないのが親方の美学かもしれないが、インタ

ビューでは踏み込んで、本音を聞き出してほしかったと思う。また、相撲部屋を開

くに当たって、地元の自治体や後援会、スポンサーなどと、どのような関係を構築

したかなどについても知りたかった。全体として、二所ノ関親方の明るい人柄がよ

く表れていて、前向きな気持ちになれる番組だった。また、この番組では特段気に

ならなかったが、大相撲の放送で「モンゴル勢」という言葉がしばしば使われてい

ることに違和感を覚えている。大相撲は国別対抗戦ではなく、力士の国籍は関係な

いことに配慮してほしい。 

 

○  この番組にはいろいろな要素が含まれているので、どのような視聴者に届けたい

と考えているのか知りたいと思った。未来を担う若い世代に届けたいのであれば、
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弟子の思いをもう少し詳しく伝えることで、同世代の若い人たちも大相撲に対して

もっと興味が持てる内容になったのではないか。子ども相撲大会などで、思うよう

に参加者が集まらないことがある。少子高齢化で子どもたちが少なくなる中、伝統

ある大相撲の魅力を若い人たちにももう少し届けられたらよかったと思う。 

 

○  元横綱稀勢の里の二所ノ関親方の人柄、人間としての魅力がよく伝わってきた。

しこを踏むなど伝統的なトレーニングを重視しながら、スマートフォンの動画を

使った指導など新しい手法も取り入れていることが非常に新鮮に感じた。「理想の

相撲部屋」を目指して考え抜いた末、あえて茨城県に相撲部屋を開いたということ

は興味深かったが、相撲部屋の立地が今まで都内に集中していた理由や、地方に開

くことのメリット、デメリットについての分析があるとよかった。国技館から離れ

ているのにも関わらず二所ノ関部屋に入門する力士が増えていることは、二所ノ関

親方の目指す理想が受け入れられているからだと思う。ほかの大相撲関係者がどう

受け止めているのかも知りたいと思った。 

 

○  懐かしい取組や名場面も数多く紹介され、相撲ファンにとって興味深い内容だっ

た。二所ノ関親方の新しい取り組みと、伝統を受け継いで守る部分を明確に伝えて

いたことがよかった。番組は「地元・茨城で始まった弟子育成は」「受け継いだ横

綱の教え」「部屋が拡大 背負う重責」「理想の相撲部屋 弟子とともに」という４

つのパートで構成されていたが、パートが変わるときにサブタイトルを画面に大き

く表示したほうが、今どの部分に焦点を当てているか分かりやすいのではないかと

感じた。同じような映像が繰り返し出てくるので、メリハリをつける工夫があると

よかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組はどういう視聴者に届けようとしているのかとい

う指摘があった。大相撲に詳しい人にも、詳しくない人にも

楽しんでもらいたいという思いで制作した。詳しい人にとっ

ては、大相撲の世界が変わってきていること、あの稀勢の里

が今このような挑戦をしているということを知って楽しんで

ほしい。大相撲に興味がない人、特に若い人には、師匠と弟

子の人間関係や、努力が結果に結びつくことなどに魅力を感

じ、大相撲に興味を持ってもらうということはもちろん、ス

ポーツのすばらしさ、そこで奮闘する人間の思いを分かって

もらいたいと考えている。より視聴者にストーリーを分かっ

てもらうための工夫は絶えず追求していくべきものなので、
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パートが変わるところでパートのタイトルを表示したほうが

よいという指摘は、今後に生かしていきたい。水戸局では、

二所ノ関部屋がこれからどのように変わっていくのか、地元

の人たちがどのようにこの部屋を見ているかなど、長期的に

取材を続けいろいろな形で番組にしていきたい。今回いただ

いた意見を今後の取材にも生かしてきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ＢＳ１スペシャル「河瀨直美が見つめた東京五輪」へのＢＰＯ意見について、説

明のあった再発防止策を真摯に実施して、今後につなげてほしい。 

 

○  ９月２日(金) の首都圏情報ネタドリ！「急増！電動キックボード“新たな乗り

物”の可能性」を見た。番組では都内での電動キックボードの利用の様子を紹介し

ていたが、地方の観光地でも少しずつ普及し始めている。自分も一度乗る機会が

あったが、非常に簡単に乗りこなすことができ、便利で面白いと感じた。一方、交

通ルールを遵守し、安全面に気を配る必要性を痛感した。この番組でも、電動キッ

クボードの将来性や守るべき交通ルールについて伝えていたが、遊び道具の延長と

とらえている人も多いので、危険性についても継続して伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  電動キックボードのように新しい乗り物が登場したとき、

利便性とマイナスの面をどう折り合いをつけていくかは非常

に難しい問題だと考える。地方での新たな交通手段の可能性

などについても番組にできないか検討していきたい。 

 

○  ９月３日(土)のどどどど！夜間部「あるこう自らみつけに～宮崎吾朗・ジブリ

パークに込めたもの～」を見た。愛知県に開園予定のテーマパークに制作者が込め

た思いを伝える番組だった。建設責任者であるアニメーション映画監督の宮崎吾朗

さんが信州大学出身という縁があって長野県内向けの番組に出演されたのだと

思った。展示物を見た人がそれぞれ空想してイメージを膨らませてほしいという

コンセプトが非常におもしろいと思った。最初はこのコンセプトが本当に実現でき

るのか疑問に感じたが、番組を見ていくうちに、登場するいろいろな人の話から実

現可能であることが理解でき、番組構成の妙を感じた。世界的に有名なアニメー

ション映画監督である宮崎駿さんを父に持つ宮崎吾朗さんは、父親と比較されてプ
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レッシャーを抱えていると思っていたが、「父親が自由に創作した作品をより多く

の人に知ってもらい、伝えていくことが自分の役割だ」と話していたことに感銘を

受けた。ものづくりをする人たちがすばらしいのはもちろんだが、それを一人でも

多くの人たちに向けて発信すべく工夫を重ねることもすばらしいことだと考えさ

せられた。ただ、冒頭で、「宮崎吾朗さんにインタビューを行いました」と簡単に

紹介していただけだったが、なぜ宮崎吾朗さんをこの番組で紹介するのか、テーマ

パークにどんな思いを込めたのかなど、もう少し詳しく紹介した方が、番組の中に

入り込みやすかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） この番組は、宮崎吾朗さんがこの秋開園するテーマパーク

に込めた思いを伝えようと若いディレクターが企画した。粘

り強い交渉で、宮崎吾朗さんとプロデューサーの鈴木敏夫

さんのインタビューを撮影することができた。彼らがテーマ

パークに込めた思いを何とか伝えることができたと思う。番

組の導入があっさりし過ぎているのではないかとの指摘が

あったが、宮崎吾朗さんらの思いを伝えることの意義をもっ

と伝えることができればよかった。今後に生かしていきたい。

放送は長野県域だったが、「ＮＨＫプラス」で配信して、県外

を含む多くの人にも見ていただいている。 

 

○  ９月４日(日)の首都圏いちオシ！「ゴスペラーズの響歌 横浜の響き 後編」を

見た。ボーカルグループのゴスペラーズが横浜の街で音がよく響く場所を訪ね、“響

き”に焦点を当てたユニークな視点の番組だった。プレーヤーのエフェクトボタン

一つで響きを変えられてしまう現代だからこそ、建物や立つ場所などによって響き

が変わるという視点に価値を感じられた。効果音やＢＧＭを最小限にすることで声

の響きの美しさを際立たせていたことに感心した。響きと建築の関係を研究してい

る研究者が登場して、響きに関する疑問を科学的に解説するコーナーがあったこと

で、ふだんスポットライトが当たらない分野の研究を知ることができたのも非常に

有意義だった。 

 

○  先月の審議会で取り上げたニッポンぶらり鉄道旅「東武日光線 栃木の真骨頂」

が、９月１６日(金)の「とちスペ」で改めて放送されることになったのはよかった。

１０月、栃木県で「第７７回国民体育大会～いちご一会とちぎ国体～」が開催され

る。オリンピック選手も多く出場するので、宇都宮局はぜひこの国体を取材して、

全国に発信してほしい。 

 



8 

 

 

（ＮＨＫ側） 

  「とちスぺ」は、新作のほか栃木県を取り上げたさまざま

な番組の再放送も交えて、地域の皆さんに栃木県の情報を届

けている。ニッポンぶらり鉄道旅「東武日光線 栃木の真骨

頂」は、鉄道 150 年の節目ということを踏まえて「とちスぺ」

で改めて放送することにした。 

  「第７７回国民体育大会～いちご一会とちぎ国体～」は、

１０月１日(土)の「開会式」をＥテレで全国放送で中継する。

「とちぎ６３０」でも、競技の情報を数多く伝えることにし

ている。「とちぎ６３０」は１０月３日(月)から「ＮＨＫプラ

ス」でも配信するので、県外の方も見ることができるように

なる。また、「とちスぺ」でも、開会式の式典演技や、「第２

２回全国障害者スポーツ大会」の模様も交えた総集編を放送

する予定だ。 

 

○ 新潟局ではこの夏、「第 104 回全国高等学校野球選手権新潟大会」で高精細な

８Ｋ映像を生かした技術を使用したり、「長岡まつり大花火大会」の中継、“戦争と

平和”を伝える番組など、よい取り組みが多くあった。また、シリーズ「拉致を知

らない世代へ」は、一から拉致問題を学ぼうという企画で、新潟ならではの意義あ

るものだと思う。 

  ８月３日(水)からの大雨の影響で、新潟県では関川村を中心に浸水などの大きな

被害が生じた。新潟局が災害の状況を伝えるとともに、速やかに災害の検証や今後の

災害の備えなど、防災・減災に備える報道に取り組んだことを評価したい。気象情報

の画面がリニューアルされ見やすくなったこともすばらしい。一方、８月１３日(土)

に台風８号が日本列島に接近した際に逆Ｌ字画面で台風情報を伝えていたが、この最

中に新潟県に気象警報が発令され、速報テロップが表示された際、台風情報と警報が

重なって非常に見にくかった。地域の気象に関する情報は非常に重要なものなので、

見やすく表示する工夫はできないか。また、「新潟ニュース６１０」を見ていると、

番組の前半と後半で同じニュースが繰り返されることがよくある。前半だけあるいは

後半だけしか見ることができない人がいることを想定してだと思うが、１０月から

「新潟ニュース６１０」が「ＮＨＫプラス」で配信されるようになると、いつでも見

られるようになるので、同じニュースを繰り返さず、ほかの情報を伝えるようにして

はどうか。 
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（ＮＨＫ側） 

  ８Ｋ映像から２Ｋ中継用の映像を切り出すシステムやＡ

Ｉアナウンスといった新技術は地域放送でも継続して活用し

ていきたい。この８Ｋのシステムの活用は民放との連携も検

討している。「拉致を知らない世代へ」は、日朝首脳会談から

２０年、横田めぐみさんの拉致から４５年という節目で、拉

致問題を知らない世代が増える中、さまざまな角度から拉致

問題を伝えていこうと、まずは１５本程度のシリーズ企画を

制作中だ。今後、これまで放送した番組をまとめて編成でき

ないか検討している。 

  気象警報が見にくかったという指摘について、８月時点で

は、東京から逆Ｌ字画面で放送しているときに気象警報を表

示する位置が限られていた。少しでも見やすくなるようテ

ロップの文字の下に薄く背景をつけるなどの工夫をしていた

が、９月からは放送用の装置を更新して、放送画面を縮小し

てできた余白に気象警報を表示できるようになったため、文

字が重なることがなくなった。今後は地域にとって重要な気

象警報を見やすく伝えられる。「新潟ニュース６１０」は、仕

事から帰ってテレビをつける人が多いこともあり、番組後半

になるにつれて見ている人が多くなる。その日の重要な

ニュースはまず冒頭で伝え、見ている人が増える後半でも改

めて繰り返して伝えている。「ＮＨＫプラス」で配信されると、

どの時間でも「新潟ニュース６１０」が見られるようになる

ので、繰り返しが必要なくなるのでは、というのは指摘のと

おりだが、「ＮＨＫプラス」の普及はまだ進んでいないので、

当面は今のやり方を続けていきたい。 

 

○  千葉県南部は 2019 年の台風１５号で非常に大きな被害を受けた。３年が経過し

た今も、千葉局がこの話題を継続して取り上げ、被災地を応援してくれていること

に感謝している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  千葉局では 2019 年の台風１５号について、その記憶や教

訓、防災・減災への取り組みを引き続き発信していく。今月
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末の「首都圏いちオシ！」では、台風の被害から立ち直り、

さまざまなことに取り組んでいる人々を紹介する予定だ。 

 

○  “戦争と平和”に関する一連の番組を見た。７月１８日(月)のＤｅａｒにっぽん

「祈りのチェロ支える人々～ウクライナの母と娘～」を見た。ウクライナから避難

してきたチェロ奏者の親子と、それを支える人々を紹介していた。スタッフが取材

相手に寄り添って撮影しているのが伝わり、取材相手の親子に親近感を感じること

ができたと同時に、映像はこの親子が抱える複雑な気持ちも映し出していた。この

親子が自分たちだけが安全に暮らしていることへの罪悪感を語り、それぞれウクラ

イナ時間と日本時間を指す二つの時計を見つめる姿が、体は日本にあるが、心はウ

クライナにあることを象徴しているように感じて心が痛んだ。また、親子を支える

周囲の人たちの姿も丁寧に紹介されていた。心遣いが暖かくて優しい人ばかりで、

優しいまなざしが番組に通底していると感じた。日本の桜やウクライナの花として

知られるひまわりなど自然の映像も交え、全体的に静かで心地よい演出だった。番

組がモチーフとしている「手紙」を読むようなナレーターの声も心地よく、“戦争

と平和”についてゆっくりと穏やかに考えることができた。次にＮＨＫスペシャル 

新・ドキュメント太平洋戦争 「１９４２ 大日本帝国の分岐点（前編・後編）」（総

合１３日(土)後 10:00～10:54、１４日(日)後 9:00～9:54）を見た。当時の日記や手

記などに再現映像が重ねられていた。この再現映像はカラー化の効果もあって生々

しく、現代のウクライナの惨状も相まって、見ていて胸が苦しくなった。８月１２

日(金)の「＃あちこちのすずさん２０２２ 今、戦争を見つめてみる」(総合 後 7:30

～8:42)も見た。若者６人がアバターとなって当時の暮らしを体験する演出は、コ

ロナ禍の現代ならではの効果的な演出だと思った。戦時中のエピソードをアニメで

紹介していたが、ほのぼのとした紙芝居風で、若い世代も安心して見ることができ

たのではないか。また、８月１１日(木)の特集ドラマ「アイドル」（総合 後 7:33～

8:45）も見た。キャスティングも楽曲もよく、歌と踊りのステージを楽しむことが

できた。その一方で、この楽しいステージを見て出征して行った若者たちの心情も

強く感じた。このほかにも多くの番組を通して、“戦争と平和”について、深く考

えさせられた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  Ｄｅａｒにっぽん「祈りのチェロ支える人々～ウクライナ

の母と娘～」は、取材対象者に寄り添うということを強く意

識して取材した。戦争で逃れてきた人を周りの人たちがどの

ように支えているかを、日常の生活の中から捉えることに挑

戦した。「新・ドキュメント太平洋戦争」の再現映像は
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 戦争の厳しさや悲惨さをどう表現するかを意識したものだ。

いただいた意見は制作現場に伝える。 

 

○  ８月６日(土)のＮＨＫスペシャル「原爆が奪った“未来” ～中学生８千人・生

と死の記録～」、８月８日(月)のＮＨＫスペシャル「そして、学徒は戦場へ」（総合  

後 10:00～10:49）、８月１０日(水)に再放送されたＮＨＫスペシャル 新・ドキュ

メント太平洋戦争「１９４１ 開戦（前編・後編）」（総合 前 0:55～2:39）、８月１

４日(日)のＢＳ１スペシャル「沖縄戦争孤児」、８月２３日(火)に再放送されたＢＳ

１スペシャル「特攻 知られざる真実」（ＢＳ１ 後 8:00～9:50）など“戦争と平和”

に関する一連の番組を見た。戦争の悲惨さに気持ちが落ち込み、なぜこのようなこ

とが起きたのかと考えさせられた。若い人は、戦争は自分には関係なく、ひと事と

感じている人が多いと思うので、ぜひこれらの番組を見てもらいたいと思った。 

 

○  “戦争と平和”に関する番組を見ると、自然と涙が出るようになった。若い世代

に戦争の重大さを伝えていくために、継続して取り組んでほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  夏の特集で“戦争と平和”関連のさまざまな番組を放送し

た。できるだけ若い世代も見てほしいと、特集ドラマ「アイ

ドル」や「＃あちこちのすずさん」など、ジャンルを超えて

戦争の現実を見つめる番組を多彩に編成した。「新・ドキュ

メント太平洋戦争」は、４０代、５０代の方にもよく見てい

ただいた。ＮＨＫの“戦争と平和”関連の番組が若い世代に

も届くように期待されていることを意識し、いただいた意見

は現場に伝えたい。 

 

○ 「チコちゃんに叱られる」を見ている。当初はエッジが効いていて若者にも響

くような印象だったが、昨今は、いろいろな人から内容に指摘があったためか、や

やマイルドになってきていると感じる。あらゆる世代に受け入れられることが必要

なことは理解しているが、今後若い視聴者を増やしたいのであれば、ある程度若者

が好む表現に寄せてもよいのではないか。 

  いろいろな番組の中でＮＨＫのアナウンサーが時折ダジャレを発するのに、やや

すべっていることも含めて、自然体な感じが伝わり非常に好感を持っている。 

 

（ＮＨＫ側） 
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  人口が減少していく中で、若者が魅力的に感じるような番

組が必要だという指摘は非常に貴重だ。 

 

○  「朝ごはんｌａｂ．」を見ている。俳優の井川遥さんが地域の食材を紹介しなが

ら朝ごはんを作る番組で、とても癒やされる。料理番組が多くある中で、この番組

ならではの目玉コーナーを作ることができればさらによくなると思う。 

 

○  ９月１３日(火)のニッポン知らなかった選手権 実況中！「第一回 全日本ふぐ

調理技術大会」を見た。スポーツ中継のようなテンポで、ふぐの毒をどう取り除い

ていくかが紹介されていておもしろかった。今後さまざまな分野の選手権を取り上

げ、さらに興味深いものが掘り起こされるのに期待したい。 

 

○  大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」を見ている。登場人物の比企能員には今までよい

印象を持っていなかったが、８月１４日(日)の第３１回「諦めの悪い男」での最期

の姿に圧倒された。８月７日 (日)にさいたま放送局と埼玉県の主催で開催された

「大河ドラマ『鎌倉殿の１３人』プレミアムトークｉｎ埼玉～比企一族スペシャル

～」でも会場は大いに盛り上がり、比企能員の魅力を改めて見直す機会になった。 

 

○  ８月２７日(土)の１００分ｄｅ名著「１００分ｄｅ水木しげる」（Ｅテレ 後 3:30

～3:59）を見た。４人のゲストが漫画家・水木しげるの作品を語っていた。中でも

「総員玉砕せよ！」という作品が、戦後最高の戦争文学であると評されていた。水

木しげるが南方戦線で、仲間がみんな死んでしまうという体験をし、その体験に基

づく生と死についての哲学的な考えがこの作品に反映されていることが、ゲストの

熱い語りを通して伝わってきて、非常に感銘を受けた。 

 

○  ９月１日(木)のいいいじゅー！！「山形・白鷹町」を見た。コロナ禍で旅行添乗

員を辞めた若者が、山形県に移住して地域の鉄道会社に就職し奮闘している姿を描

いていた。彼がなぜ縁もゆかりもない山形県に移住したのか、移住先でどのように

頑張っているのか、人間関係はどうなのかといったことも丁寧に描いていて、ＮＨ

Ｋらしいよい番組だと思った。番組の舞台の山形の鉄道や白鷹町のよさが伝わり、

この町に行きたくなった人も多かったのではないかと感じた。地域の活性化につな

げる意味でも、このような番組を多く放送してほしい。 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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２０２２年７月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

７月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１５日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、８人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、さいたま放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、

首都圏ネットワーク「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」、「大規模マンションの防

災対策」、「いま生米パンに注目」、「スマート飲酒」についてから説明があり、放送番組

一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、８月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   副委員長  片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜首都圏ネットワーク「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」 

（総合 ３月９日(水)放送＜関東地方＞）      

首都圏ネットワーク「大規模マンションの防災対策」 

（総合 ５月２日(月)放送＜東京・神奈川・千葉・埼玉＞）について＞ 

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」は大規模災害などで保護者がすぐに自宅

に戻れなくなったとき、子どもたちの安全をどのように守るのかがテーマだった。小

さい子どもを持つ親にとって切実な問題を取り上げたことはとてもよいことだと

思った。ＱＲコードを使った安否確認のシステムを紹介していて、子どもに限らず地

域の人たちに役立つ情報だと感じた。行政、学校、教育委員会などでこの情報を役立
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ててもらいたいと思った。 

「大規模マンションの防災対策」はマンションの自治会のさまざまな取り組みを紹

介していた。マンションに限らず、日本中のいろいろな地域で役立つ情報を伝えてい

ることはすばらしいと思った。 

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」について、子どもが携帯電話を持ってい

ないことが理由で災害時の連絡方法を決めていない家庭が多いという調査結果に驚

いた。この調査結果を踏まえ、携帯電話を持っている親が子どもの安否を確認する方

法について紹介していた。この方法は携帯電話が使用できることが前提だが、災害時

には通信障害が発生することも十分に想定されるので、携帯電話が使えない状態での

対応策についても伝えてほしい。 

「大規模マンションの防災対策」では防災用品の備蓄倉庫を備え、中庭のベンチは

炊き出し用のかまどになるなどの防災対策が紹介されていた。マンション建設時から

災害への備えができていることに感心した。入居者同士のつながりの薄さを課題に挙

げ、緩やかにつながることを目指す住民たちの取り組みを分かりやすく伝えていたの

は同じ課題を抱える地域にとって大いに役立ったのではないかと思う。短い時間の中

で多くの事例を紹介できたのは、きめ細かい取材のたまものだと思う。一方、コンサ

ルティング会社との連携を紹介していたが、紹介していた取り組みはあまり目新しく

なく、ナレーションで伝えるだけで十分だったのではないかと思った。 

今年度、さいたま局が「地域放送番組編集計画」で「地域とともに“いのちと暮

らしを守る”防災・減災報道に取り組みます」と掲げているとおり、多くの人が防災

に取り組めるように視点を変えながら、今後も命と暮らしを守るための放送に取り

組んでもらいたい。先日の大雨にあたって、さいたま局ではホームページで避難場所

の情報をまとめて提供していた。役立つ情報をスピーディーに提供していてよかった

と思う。 

 

○  どちらも防災や地域の安心・安全に積極的に取り組むＮＨＫならではの企画だっ

た。 

「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」で紹介されていた取り組みはインター

ネットにつながっていることが前提だったが、つながらないときの対応策を今後伝

えるとよいと思った。ＱＲコードを活用した安否確認の取り組みが全国各地に広が

るとよいと思った。 

「大規模マンションの防災対策」では、男性だけでなく子育て中の母親など女性

の視点もあるとよりよかったと思う。  

 

（ＮＨＫ側） 
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  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」ではＱＲコード

を活用した安否を知らせる取り組みを紹介した。通信インフ

ラが遮断された際の対応策も必要というのは指摘のとおりな

ので、今後もさまざまな切り口で伝えていきたい。 

「大規模マンションの防災対策」でコンサルティング会社

を紹介したことに違和感があるという指摘があった。取材し

たマンションの住人たちが防災の知識を身につけるのに防災

士の資格を持つコンサルタントの協力を求めたという経緯を

説明するために取り上げた。女性の視点については、今後さ

まざまな取材を通じて取り上げていきたい。 

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」について、東日本大震災から１１年の

３月に登下校時の子どもの安全についてあらためて問題提起をしたことはとても

よかった。アナウンサーの２人が東日本大震災当日を振り返っていたことばには実

感がこもっていて、当時携帯電話が使えなかったことを改めて思い出し、かえって

ＱＲコードを使った方法に課題を感じてしまった。またＱＲコードの個人情報保護

対策も気になったので、継続して伝えてもらいたい。 

「大規模マンションの防災対策」について、「緩やかにつながる」という取り組

みに焦点を当てていたが、裏を返せばあまり干渉されたくないということで、都会

ならではの人のつながりの希薄さという問題が背景にあると感じた。「＃３丁目の

防災」シリーズは、ある地域をピンポイントで取り上げその防災対策を伝えていて、

防災の原点ともいえる“地域の現状をまず知る”一助となる企画だと思う。防災に

詳しい専門家にその地域ならではのアドバイスをしてもらうとさらに充実すると

思う。 

どちらのリポートも時間は短いが、対策がなかなか進まない現状を広く伝えて、

問題提起をしたということに価値があると思う。多くの人々が防災を自分ごととし

て捉えることができるよう、継続して伝えていってほしい。  

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」について、民間企業と学校との連携を

紹介していたが、行政へのインタビューがあるとよかった。  

「大規模マンションの防災対策」について、防災上の課題は短期間で解決できる

ものではない。これからもＮＨＫが問題、課題を提起し、世の中に共有していくこ

とが大切だと思う。番組がきっかけとなって、企業などから新しい解決策の提案が

あることを期待したい。 

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」は、埼玉県の大宮を事例として、両親
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ともに東京に通勤している世帯が多いという地域の特性を踏まえた問題を提起し

ていた。一方で茨城県では、東日本大震災の際に避難所の数が足りなくなり、避難

者が集まって事実上の避難所のようになっていた高校を後追いで避難所に指定し

たということがあった。このように災害時の課題は地域によって異なるので、それ

ぞれの地域ならではの課題を取り上げてほしい。  

「大規模マンションの防災対策」について、中庭のベンチがかまどになる仕組み

など、マンションの工夫には目からうろこが落ちた。茨城県では番組で取り上げた

マンションのような大規模なマンションはないが、自治会組織はしっかりとしてい

る。このため、自治会組織に入っていない人に災害時のケアが行き届かないという

課題がある。このような各地の課題を問題提起し、解決策を探るような番組を制作

してもらいたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」について、行政

の反応も必要だったのではないかと指摘があった。災害時の

子どもの安全について、行政は学校での安全確保から引き渡

しまでの大枠のルールを作り、最終的な対策は、それぞれの

実情に合わせ、学校に委ねている。今回は学校ごとに委ねら

れている部分に焦点を当てて掘り下げた。  

  「大規模マンションの防災対策」については、住民どうし

の人間関係が希薄であることを前提に、その現状の中で課題

をどう克服していくのかというところに着目した。専門家か

らその地域にピンポイントのアドバイスをもらってはどうか

という指摘があった。番組としても「ピンポイント」という

ことを大事にしている。それぞれの地域の課題を掘り下げて、

きちんと見ていくことに力を入れている。いただいた意見を

生かしていきたい。 

  どのように「自分ごと」としてもらうのかが課題という指

摘があったが、番組の問題意識も同じだ。それぞれの地域の

特性、特徴、取り組みを詳しく伝えることで、最終的に視聴

者にとって「自分たちもやらないと」という気づきになり、

自分ごととしてもらいたいと考えている。 

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」について、都市部で起こりうる帰宅困

難者の問題を改めて提起したことはとてもよかった。住民の６５％が共働きという

ことは想像していたとおりだったが、６６％が災害時の連絡方法を決めていないと
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いうことは驚きだった。災害時の連絡手段に確実なものはなく、地域全体で考えな

ければならない大事な問題だと思った。携帯電話を子どもに持たせるか否かについ

て、子どもが不必要なものを使ってしまうという問題がある一方で、緊急時に安全

を守るためには持たせたほうがよいかもしれなく、考えさせられた。  

「大規模マンションの防災対策」について、ハード面では考えられる安全対策が

ほとんど網羅されていて、すばらしいと感じた。人間関係の希薄さは今や都会だけ

の話でなく、地方でも同じようになりつつある。番組では、「ゆるやかにつながる」

取り組みを紹介していたが、命を守るためには、ひざを突き合わせて議論すること

も必要ではないかと思った。 

 

○  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」「大規模マンションの防災対策」両方

について、問題提起をしたことに意義があった。防災に関しては、より具体的な対

応方法などを放送で紹介することが、住民にとって実際に身を守ることに役立つと

思う。取材を続け、具体的な方法を伝えてもらいたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「帰宅困難者 子どもの安全をどう守る」について、帰宅

困難に伴う子どもたちの安全確保は地域の重要な課題だと考

えている。専門家の意見を聞きながら、中長期的な視点と具

体的な防災対策を示すことを念頭に、課題解決に向けて取り

組んでいきたい。 

  「大規模マンションの防災対策」について、一般的に住民

に参加を強く促して訓練を繰り返すことが防災の王道である

が、今回紹介したマンションは、遠回りでも楽しみながら防

災意識を広げることで効果を上げるという点がユニークだっ

た。この発想にはほかのマンションや住宅地でも生かせる点

があるのではないかと考え、取り上げた。  

  さいたま放送局として、さまざまな視点から防災について

掘り下げ、繰り返し伝えることで地域に貢献していきたい。 

 

＜首都圏ネットワーク「いま生米パンに注目」 

（総合 ５月２０日(金)放送＜関東地方＞       

首都圏ネットワーク「スマート飲酒」 

（総合 ６月２９日(水)放送＜関東地方＞）について＞ 

 

○  「いま生米パンに注目」について、小麦粉が値上がりしていたり、小麦粉アレルギー
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の人がいたりする中で、米を使ったパンを紹介したことはとてもよいと思った。実際

に作るときのポイントを大きな文字のテロップで紹介していたのも分かりやすくて

よかった。「きょうの料理」などとも連携して、いろいろな料理を紹介するとよいと

思う。 

「スマート飲酒」について、渋谷という流行の先端の地域での新しい取り組みを紹

介することで、酒の代わりにノンアルコール飲料を飲むことは普通だという感覚が広

まるのではないかと思う。飲酒はしばしば事件、事故につながるので、このような取

り組みを広めることはよいことだと思う。 

 

○  「いま生米パンに注目」について、自分たちの家庭にある米を使ってパンが焼ける

ことを知って驚いた。物価上昇で困っているという情報だけでなく、暮らしに役立つ

工夫を盛り込んで伝えることで、子育て世代の心にも響いたと思う。ただ、パン作り

をわざわざスタジオで実施せず、ＶＴＲで作り方を伝えてもよかったのではないか。 

「スマート飲酒」について、ビールメーカーと渋谷区が連携していたことが興味深

かった。今後の取材にも期待したい。 

「首都圏ネットワーク」には暮らしに直結するような情報を多く取り入れてもらい

たい。番組キャラクターのしゅと犬くんが登場する「みんなのおかえり天気」コーナー

も楽しく見ている。 

 

○  どちらも視聴者の好奇心を満たす有益なテーマだった。  

「いま生米パンに注目」では実際にスタジオで調理して作り方を解説していた。

ＱＲコードを使って作り方が分かるサイトへ誘導していたが、もう少し料理を作る

過程を丁寧に映したほうが、おいしさや手軽さなどが伝わるのではないか。  

「スマート飲酒」は、企業が時代の変化に対して、どう対応しているのかが見

える内容だった。グラスの口のかわいらしい綿あめにドリンクを注いで溶かす、い

わゆる“ばえる”映像が紹介されていたが、その映像の一部がテロップで隠れてし

まい、せっかくの映像の魅力が半減してしまっていた。飲み物がカウンターに並ん

でいたシーンも魅力が伝わってくるような映し方ではなかった。若い世代に興味を

持ってもらいたいのであれば、魅力的な映し方の工夫も大切だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「いま生米パンに注目」はパン作りを実演したニュースス

タジオの制約で、調理の様子を上から映すような演出は難し

いが、作り方のポイントのテロップを大きく入れるなど工夫

した。制約がある中で多彩な演出ができるようにノウハウを

積み重ねていきたい。 
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○  「いま生米パンに注目」について、米を粉にしないで生米のままパンを作るのを

初めて見て、目からうろこが落ちた。パン作りを実演するのはニュース番組として

は異色で、“「首都圏ネットワーク」は変わる”という強いメッセージを感じた。「あ

さイチ」と連携したこともよかった。米の消費拡大につながる新たなレシピを視聴

者から募集してどんどん紹介してほしい。  

「スマート飲酒」について、新たな取り組みを放送とインターネット双方で発信

したことで、幅広い世代に届いたのではないか。ほかのリポートと比べて、どのよ

うな世代に反響があったのか知りたい。地方では今も、酒をたくさん飲ませること

がもてなしと考えている人も多い。コロナ禍をきっかけに飲酒のマナーや楽しみ方

が変わってきたことを幅広い世代で共有できるような番組を期待したい。 

 

○  「いま生米パンに注目」について、小麦粉の値上げという社会の課題を暮らしの

視点で取り上げたことがよかった。 

「スマート飲酒」は、ビールメーカーの課題意識を出発点にして、飲酒マナーの

向上と地域のイメージアップにつなげていた。企業のＣＳＲ、ＳＤＧｓの取り組み

が行政と連携することで、地域のイメージ向上につながるのはよい取り組みだと感

じた。 

 

○  「いま生米パンに注目」について、生米からパンが作れるということを知っただ

けで驚いた。ＱＲコードから詳しい作り方の説明が見ることができるのもよかった。

生米でパンを作れるという話題は関東地方に限らず、全国に向けて発信してもよい

内容だと思う。 

「スマート飲酒」は、インパクトのある美しい映像で冒頭から目を引いた。特に

グラスの口の綿あめをドリンクを注ぎ入れて溶かす映像には目を奪われた。コロナ

禍での新たな酒の楽しみ方の形を示したと思う。新しい世の中の動きを知ることが

できたのはうれしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「いま生米パンに注目」は４０代、５０代女性によく見ら

れ、「スマート飲酒」は５０代女性によく見られていた。  

  ニュース番組の中で生活情報を取り上げることについて、

担当者の間でも議論はあった。今回、積極的に取り上げてほ

しいという意見もいただいたことも踏まえ、今後も議論を重

ねながらブラッシュアップしていきたい。  
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○  「いま生米パンに注目」について、米粉パンは食べたことがあったが、家庭にあ

る生米からパンが作れることには驚いた。ロシアによるウクライナ侵攻により小麦

粉が値上がりするなど家計にも影響が出ている中で、安定的に供給されている米を

使用したパンを紹介したのは時宜を得ていたと思う。  

「スマート飲酒」について、２０～６０代の約半数の人が酒を飲まないことに驚

いた。飲む人も、飲まない人も、同じような雰囲気で楽しむことができる取り組み

はすばらしいと思った。渋谷区のように行政も含めて地域全体で取り組むのもよい

と思った。 

 

○  「いま生米パンに注目」について、小麦粉の値上がりに対して庶民が暮らしの中

でできる対応策として、米でパンを作るということを具体的に分かりやすく紹介し

ていてとても興味深かった。ただアナウンサーが試食したパンが大きすぎ、話しづ

らそうに感じた。 

「スマート飲酒」について、トレンドの発信地と言われる渋谷から、新しいコミュ

ニケーションのあり方が生まれつつあることが伝わり、とても意義があると感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「首都圏ネットワーク」はより多くの人に見ていただくこ

とを目指し、ＮＨＫのよいところを残しながら、変えるとこ

ろはどんどん変えるべく試行を繰り返している。ニュース、

生活情報ともに、どういう視点で取材し、どういう作り方を

すればより多くの方に見ていただけるのか検討を重ねていき

たい。いただいた意見も参考にしながら、新しい「首都圏ネッ

トワーク」を追求していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ６月１７日(金)の金よう夜きらっと新潟「いま見直される河井継之助」を見た。

戊辰戦争で新政府軍と戦った越後長岡藩の河井継之助について、その思想や選択に

客観的な視点から迫るよい番組だった。地元長岡市の小学校の子どもたちの感想を

もとに結論をまとめる構成もとてもよかった。一緒に戦った会津藩、米沢藩、新発

田藩などの視点や、突然戦場となった地域の民衆の思いを取り上げた続編も作って

ほしいと思った。 

 

○  ６月２４日(金)の首都圏情報ネタドリ！「都市部の畑が消える！？“生産緑地”
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のゆくえ」を見た。生産緑地への税制上の優遇がなくなることで、都市部の畑が失

われる恐れがあるという問題を知ることができた。イラストを交えた解説も分かり

やすかった。１０年ごとに農業を続けるか否か判断しなくてはならないなど後継者

の世代にも課題がついて回るという問題を伝えていたが、この問題について、当事

者の声を伝えていなかったのは残念だった。生産緑地がだんだんと減ってきたＪＡ

はだのの例を紹介していたが、もともとの生産緑地の広さが示されず、どの程度

減ったのか実感できなかった。年代ごとに地図や航空写真などで変化を見せて伝え

ると分かりやすかったと思う。ゲストは農業に関わった経験があるモデルで俳優の

佐田真由美さんだったが、トークがやや長く感じた。 

 

○  ６月２４日(金)の「首都圏ネットワーク」の企画 ちかさとコレクション！「消

防団を応援！高校生のシャッターアート」を見た。団員不足に悩む消防団のため、

地元高校の美術部の生徒が消防車両の車庫のシャッターに絵を描く取り組みを紹

介していた。高校生の奮闘ぶりを見守る住民の姿も取り上げられていた。このよう

な学校外での交流が地域住民と学校がつながるきっかけになればよいと思う。イン

タビューで高校生が「地元の人に応援してもらうとうれしい」と語っていて、高校

生にとって今回の取り組みが誇らしくうれしいことだったことが伝わってきた。一

方、地域住民の声も紹介してほしかった。  

 

○  ７月９日(土)の知るしん 信州を知るテレビ「声なき声に耳を澄ませて～吉永小

百合とともに～」を見た。吉永小百合さんが出演し、ナレーションは広瀬すずさん

で、とても深い内容に感動した。太平洋戦争で若くして命を落とした画学生たちの

絵を集めた長野県上田市の無言館を取り上げ、その中の１枚の絵のモデルの女性の

手記を吉永小百合さんが読み上げたが、臨場感のある読み方で本当にすばらしかっ

た。また、館長の窪島誠一郎さんの話もとてもよかった。若い頃お金儲けを追求し

ていた窪島さんが、絵と出会い、絵にまつわる人々と出会うことで、自分の心が変

わったと話していた。絵を通して今の時代と変わらない人間の生き方が伝わり、そ

のような日常が引き裂かれてしまう戦争について、とても考えさせられる番組だっ

た。 

 

（ＮＨＫ側） 

  番組制作で重視したのは若い人への継承だ。収録の際には

無言館に若い人たちに集まっていただいた。若いディレク

ターの感覚で胸に響くことばを選んで番組にした。今後も若

い人への継承にも力を入れて、戦争をテーマにした番組を制

作していきたい。 
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○  「いば６」を見ている。地域の情報をコンパクトにまとめ、クイズなども交えて

楽しく伝えている。夕方６時に番組を見られない人も多いので、何度も再放送をし

ていただけるとありがたい。茨城県には民放のテレビ局がなく、ＮＨＫが頼りなの

で、きめ細かい地域の情報を伝えてほしい。 

 

○  ６月１７日(金)のドキュメント７２時間「新潟 ヒスイ探しの海岸で」を見た。

ヒスイの原石を拾うことができる新潟県糸魚川市の親不知海岸を取り上げていた。

ヒスイ拾いをする人たちの、さまざまな人間模様を知ることができた。もう少し

じっくりと石を映し、石拾いを視聴者が体感できるようなシーンがあってもよかっ

た。いずれにせよ、人生の多様さを感じることのできるこのような番組を今後も

作ってほしい。 

 

○  ７月３日(日)の明日をまもるナビ（４８）「夏本番 カミナリからどう身を守る」

を見た。雷が聞こえなくなってから３０分が安全の目安ということや、木から４

メートル離れしゃがむことが大事ということなど新しい情報を知ることができた。

クイズを交えた演出もあり、堅苦しくなくだれもが楽しめるような内容だった。 

 

○  「列島ニュース」を見ている。日本全国各地のリアルな表情を見ることができて、

とても興味深い。全国にしっかりとしたネットワークを持っているＮＨＫならでは

のニュース番組だと思う。 

 

○  よるドラ「カナカナ」を見ていた。７週間で全２８回と集中して楽しむことがで

きた。子役がとてもかわいらしく、演技も上手でとても引き込まれた。コミカルで、

ハラハラドキドキする展開もあり非常に楽しめた。 

 

○  大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」を見ている。７月１７日(日)から物語が後半に入

る前に、これまでの回をまとめて再放送をしているが、視聴者を増やすための効果

的な取り組みだと思う。また、５月３日(火)にさいたま放送局などが主催のトーク

ショー「大河ドラマ『鎌倉殿の１３人』プレミアムトークｉｎ狭山」が開催された。

源義高役の市川染五郎さんが出演し、会場である埼玉県狭山市の人たちを大変喜ば

せてくれた。狭山市は源義高が討ち取られ亡くなったゆかりの地で、ドラマの鮮烈

な印象とともに、このトークショーを通して、狭山市の人たちは地元ゆかりの人物

である源義高への思いをさらに強くしたと思う。このほか「鎌倉殿の１３人」で埼

玉県にゆかりがある登場人物に畠山重忠と比企能員がいる。８月７日(日)にさいた

ま放送局と埼玉県の主催で「大河ドラマ『鎌倉殿の１３人』プレミアムトークｉｎ



11 

埼玉～比企一族スペシャル～」が開催予定とのことで期待している。埼玉県の人た

ちはドラマを見ながら自分たちが住んでいる地域が歴史の舞台であることを実感

し、役者とともに悲喜こもごもの人生を追体験しているように感じている。「大河

ドラマ」をきっかけに地域の歴史に関心が集まり、活性化につながってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  埼玉県は去年の「青天を衝（つ）け」に続き２年連続で「大

河ドラマ」の舞台になった。放送だけではなく、トークショー

やパネル展などのイベントを実施することで、地元の人にと

ても喜んでいただいていると肌で感じている。「大河ドラマ

『鎌倉殿の１３人』プレミアムトークｉｎ狭山」は 1000 人近

くの方に会場に集まっていただいた。「大河ドラマ」をきっか

けとして地元の歴史を知り、郷土愛、地元への誇りにつなげ

られるように取り組んでいきたい。 

 

○  ７月１０日(日)の「大谷翔平インタビュー・知られざる４年の真実」を見た。Ｎ

ＨＫが４年間にわたって取材したインタビューや映像から、大谷翔平選手が栄光の

影にさまざまな努力を重ねている姿が伝わった。父親など、大谷選手にかかわる

人々のインタビューも興味深かった。一方で、参議院選挙の開票速報と放送時間が

重なったことで、番組全編にわたって画面左側に特設サイトのＱＲコード、画面下

部に各党の獲得議席や当確速報が表示され続けていたのは残念だった。選挙が重要

であることは重々承知しているが、スポーツ番組を見るときは、ほかのことを忘れ

て純粋にスポーツを楽しみたいものだ。録画して保存しようとしたが、録画にも開

票速報が入ってしまった。選挙速報は見たい人のみ見られるようにできないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  この番組は参議院選挙の開票速報が始まる７月１０日(日)

の夜８時から放送した。この時間は選挙の大勢が判明する時

間帯だったのでスーパー等を入れて伝えた。７月１６日（土）

午後３時１０分からＢＳ１で、７月１８日(月)午前９時００分

から総合テレビで再放送する予定だ。 

 

○  ７月１３日(水)のニッポンぶらり鉄道旅「東武日光線 栃木の真骨頂」を見た。

日光を取り上げた旅番組は、日光東照宮や中禅寺湖など定番の観光地を取り上げる

ことが多く、地元の人間にとっては見飽きているところがあった。一方この番組は、

栃木市の江戸料理、新鹿沼のペーパークラフト作家、さらには楡木という観光客が
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ほとんど訪れない場所にあるニラ農家など、今までクローズアップされていなかっ

たものを紹介していて、非常に新鮮だった。 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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２０２２年６月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

６月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１７日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、９人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、長野放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、「ど

どどど！信州イチオシ」について説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換

を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、７月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「どどどど！信州イチオシ」（総合 ５月７日(土)放送＜長野県域＞）について＞ 

 

○  朝の時間帯の生放送番組を開始したことは、最新の情報を得られるという期待感

もあるので、すばらしい取り組みだと思う。若い世代を意識し、明るい雰囲気の番

組にしていることもよい。地域ならではの話題がしっかりと取り上げられていて、

御柱祭の舞台裏や、祭りにかける人たちの思いがよく伝わってきた。一方で、御柱

祭は信州の誰もが知っているのかもしれないが、何年に１度の祭りであるかなど、

概要を紹介すべきだと感じた。御柱祭は神事なので、もう少しまじめな雰囲気で伝

えてもよかったのではないか。ゲストも取り上げるテーマに関心の高い人を選ぶな

ど、気を配ってほしい。また、司会のアナウンサーがゲストのことを愛称で呼ぶの
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であれば、呼ぶ前に断りがほしかった。若い世代に訴求することを意識している割

には、ホームページやＳＮＳでの取り組みも不十分だと感じたので今後の展開を期

待したい。イベント情報も、もう少し視聴者にとって分かりやすいものになるよう

伝え方を工夫してほしい。週末外出する人にとって天気は重要な情報なので、気象

に関する豆知識なども交えて伝えるとなおよいのではないか。 

 

○  番組の冒頭で上高地の美しい風景を伝えていたのがよかった。御柱祭にかける地

域の人たちの情熱がひしひしと伝わってきたが、男性だけではなく女性たちの様子

も知りたかった。「ブラナガノ」は商店街の空き店舗の活用に焦点を当てていて、

ほかのさまざまな地域の参考にもなると思った。比較的若い世代の視聴者を想定し

て番組を制作しているとのことだが、司会者やゲストのテンションが高いトークが

続いていて、見ていて少し疲れてしまった。例えばコーナーの間に信州の美しい自

然の映像を差し挟むなど、番組の途中に落ち着ける時間があってもよかったのでは

ないか。週末に明るい雰囲気で地域の情報番組を放送することはとてもよいと思う。 

 

○  御柱祭は信州ではとても有名な祭りなので、長野県向けの番組としては説明が大

きく不足していたとは思わないが、それでもさまざまな視聴者が見ていることを考

えると祭りの概要を紹介した方がよかったという意見はもっともだと思った。比較

的若い世代に向けた番組だそうだが、その中で伝統的な御柱祭を取り上げ、その魅

力を伝えたことはとてもよいと思う。御柱祭は７年に一度の祭りなので、今年がい

かに特別な年であるかという点をもう少し強調して伝えるとよかったのではない

か。若い世代でも親しめる番組を目指しつつも、ゲストがお笑い芸人でも真面目な

雰囲気でコメントするような場面があると、より多くの世代に受け入れられるので

はないか。「どどどど！信州イチオシ」は興味深い取り組みなので、今後もさまざ

まなゲストを迎え、よりよい番組にしていってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  イベント情報や気象情報の伝え方についての意見は今後の

番組制作の参考にしたい。番組のゲストにはさまざまな方に

出演いただいていて、今回はお笑い芸人だったが信州ゆかり

の俳優や歌手・文化人の方にも出演していただいている。若

い世代だけではなく、あらゆる世代に親しんでもらえるよう

な演出を考えていきたい。 

 

○  番組名が個性的で、番組のロゴも目を引くデザインだと感じた。冒頭の上高地の

映像が美しく印象に残った。番組の中で雪解けに関するニュースを伝えるならば、



3 

冒頭の上高地の映像でも雪解けについてコメントすると全体の流れがよくなった

のではないか。スタジオは中庭の木々の緑も映え、さわやかな印象で好感を持った。

一方で、床に置かれた機材が映り込んでしまっていたのは残念だった。「動画ｄｅ

ニュース」のコーナーはＢＧＭとスタジオの声、動画の音声が重なってしまい、聞

き取りづらい部分があったので、もう少し音声にも気を配るとよいと思う。御柱祭

については、抽籤（せん）総代が存在することやその苦労話など、めったに知るこ

とができない話題を伝えていると感じた。祭り当日だけではなく、準備の様子や関

係者の話は興味深いのでこれからも伝えてもらいたい。地域の話題を地元に届ける

取り組みの積み重ねが、ＮＨＫを身近に感じてもらうことにつながると考えている。

状況に応じて臨機応変に対応しなければならないなど、生放送ならではの難しさは

あると思うが、信州らしさを全面に出して、信州の朝を元気にしてほしいと思う。 

 

○  朝の時間帯と若い世代を意識した番組だと感じた。明るい雰囲気のトークで番組

が展開されていて、ねらいは達成されていると感じた。ゲストの出身の市町村をテ

ロップ表示するのは、ゲストに親近感を持つことができるよい工夫だと思う。一方、

赤やオレンジのモザイク柄の背景を使っていたのは、やや見づらいと感じた。テ

ロップの色使いが原色中心で統一感がないのも疑問だった。また、画面の左下に番

組ロゴのアニメーションがずっと表示されていたのが、気になってしまい内容に集

中できなかった。司会のアナウンサーがゲストの名前を略して呼んでいたが、呼ぶ

前に愛称であることなど説明がほしかった。また、気象情報のコーナーの最中は、

画面左上の気象スーパーはオフにしたほうがよいと思う。情報が重複して混乱する

場合があるし、単純に見づらいと感じた。「ブラナガノ」のコーナーは、リポーター

が「うん」と相づちを打つ場面があり気になった。また、「猿庫（さるくら）」や「雪

形（ゆきがた）」といった読み方が難しい漢字には、テロップにふりがなをつける

とよいと思う。県内各地を幅広く取材していることが伝わってくる番組だった。 

 

○  ４月にスタートした番組とのことだが、３０分の生放送の中でさまざまな情報を

うまくまとめて伝えていると感じた。気象コーナーで使われていた、花粉情報など

を示すアイコンのデザインもかわいらしかった。ゲストは親しみやすい雰囲気でよ

かったが、番組で紹介する内容を踏まえた人選だとなおよいと思う。テンポがよく

勢いのある番組だと感じたが、やや統一感がないのは気になった。御柱祭での抽籤

（せん）では、三番と二番のくじを引いた人は紹介されていたのに、一番くじを引

いた人の紹介がなく気になった。それぞれのコーナーの内容はよく考えられていて、

扱うテーマもバランスが取れていたと思う。長野県は広く、話題も豊富だと思うの

で、さまざまな情報を伝えて人々が地域に愛着を感じられる番組になることを期待

したい。 
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（ＮＨＫ側） 

  この番組は、屋外の雰囲気も味わってもらえるよう、スタ

ジオではなく、外の様子が見える部屋からお伝えした。機材

が映り込んでしまったのは、今後改善したい。テロップの色

合いや表記、ゲストの人選など、頂いた指摘は今後の番組制

作や演出に生かしていきたい。 

 

○  司会のアナウンサーは明るくさわやかで、朝の情報番組にぴったりだと感じた。

地域に密着した番組だということも、十分に伝わってきた。御柱祭についてはあま

り知らなかったが、この番組で地元の人たちの熱気や熱い思いをよく理解すること

ができた。祭り当日の様子ではなく、事前の抽籤（せん）に焦点を当てたことも新

鮮でよかったと思う。６０代や７０代になっても御柱祭に熱く夢中になれることは、

若い世代にも伝わるものがあったのではないか。御柱祭が７年に一度の祭りである

ことなど初めて知ったこともあったので、御柱祭について基本的な情報をもう少し

盛り込んでほしかった。気象コーナーは、気象予報士の視線がカメラといまひとつ

合っていないように感じた。「動画ｄｅニュース」のコーナーは、内容はよかった

が、ＢＧＭの音量が大きすぎるように感じた。また、ＶＴＲを見ながらアナウンサー

とゲストが視聴者の立場で感想を話していたのは共感できてよかったが、動画の音

声と重なってしまい聞き取りづらい部分があったのが気になった。 

 

○  視聴者が充実した週末を過ごすために役に立つ情報を３０分で伝えるという目

的は達成されていると感じた。「動画ｄｅニュース」「本日のイチオシ！」「信州す

てき旅」「週末イチオシ情報」「気象情報」などコーナーが盛りだくさんで、さまざ

まな情報を伝えていて好感を持った。ただ、画面の配色がカラフルすぎるように感

じた。「動画ｄｅニュース」のコーナーでは動画に集中したいのだが、背景の色が

目に入ってしまい集中できなかった。ゲストとアナウンサーの掛け合いもあって情

報量が多いので、画面の色合いはシンプルにしたほうがよいと感じた。また、ＱＲ

コードを表示しているときはそのほかのテロップは画面に出さないほうが視聴者

に行動を促せると思う。気象情報の伝え方は工夫されていてよかったと思う。御柱

祭の抽籤（せん）総代の話題は、関係者の情熱や率直な思いが伝わってきてとても

よかった。 

 

○  地域のさまざまな話題を掘り下げて伝えていて感心した。御柱祭は７年に一度の

祭りのたびに、死者やけが人が出ているような印象だ。それにも関わらず、御柱祭

がどうしてここまで人々を熱くさせるのかということまではよく分からなかった
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ので、もう少し詳しく伝えてほしかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  気象予報士の目線やＶＴＲとスタジオの音声のバランスな

ど、今回頂いたさまざまな指摘は今後の番組制作に生かして

いきたい。信州の人たちに向け、御柱祭に関する基本的な情

報をどこまで詳しく紹介する必要があるかは難しく、適切な

バランスをその都度考えたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ６月３日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「ひとりひとりの命輝く場所 横浜“こ

どもホスピス”」を見た。重い病気を持つ子どもたちも、人として幸せに生きるこ

とが大切で、そのためには各地にホスピスが必要だということがよく分かった。こ

のような番組はさまざまな地域で放送し、視聴者の理解を深めてほしいと思う。 

 

○  ６月３日(金)の首都圏 情報ネタドリ！「ひとりひとりの命輝く場所 横浜“こ

どもホスピス”」を見た。ホスピス代表の田川尚登さんや大阪市立総合医療センター

顧問でゲストの原純一さんの思いがよく伝わってきたほか、こどもホスピスの重要

性や資金面の課題などを理解することができた。子どもたちの笑顔が印象的で、施

設のスタッフの努力が、子どもたちの家族の救いになっていることがひしひしと伝

わってきた。重要な問題を提起したＮＨＫならではのすばらしい番組だったと思う。 

 

○  ６月３日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「ひとりひとりの命輝く場所 横浜“こ

どもホスピス”」を見た。つらい状況の中にあっても子どもたちが笑顔になれるこ

と、そして母親たちが笑顔を取り戻せる場所があることはすばらしいと感じた。Ｎ

ＨＫがこどもホスピスについて発信することで、多くの人がその存在を知り、意義

を感じたのではないか。現行の医療制度や福祉制度の枠組みから外れているため、

国からの支援を望めないという課題を伝えていたが、行政の取り組みが進み、こど

もホスピスを必要とする人たちに広く行き届くようになってほしいと思う。 

 

○  ６月３日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「ひとりひとりの命輝く場所 横浜“こ

どもホスピス”」を見た。医療従事者でも子どもホスピスを看取りの場所だと誤解

している人が多い。番組の冒頭で子どもホスピスは必ずしも看取りの場ではなく、

子どもたちが子どもらしく過ごせる場所であることを示していたのがよかった。生
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放送の中でＳＮＳのコメントが紹介されていたが、こどもホスピスが子どものため

だけでなく、家族のためにも重要であることが多くの人に伝わったと感じた。タ

レントでゲストの古坂大魔王さんは小児がんのチャリティーコンサートに何年も

出演しており、適任のゲストだと感じた。番組の中で医療的ケアが必要な子どもの

親が、「自分のせいで子どもがどうにかなってしまったらどうしよう」という思い

の中で日々暮らし、毎日気を抜くことができないという胸の内を語っていた。親た

ちの本音をしっかりと伝えたことを評価したい。今回登場した子どものきょうだい

については触れられていなかったが、こどもホスピスの果たす役割は病気の子ども

のきょうだいにとっても大きい。最近はいわゆる“きょうだい児支援”も注目され

ているので、改めて伝えてほしい。 

 

○  ６月３日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「ひとりひとりの命輝く場所 横浜“こ

どもホスピス”」を見た。医療と福祉のどちらにも位置づけられず、公的な支援を

受けづらいことが紹介されていた。ゲストの古坂大魔王さんも指摘していたが、行

政が変わるべきだと心から思う。ＮＨＫがこの話題をしっかりと取り上げたことは

とても意義がある。今後も繰り返し伝え、よりよい社会の実現につながる取り組み

になってほしいと思う。 

 

○  ６月３日(金)の首都圏情報 ネタドリ！「ひとりひとりの命輝く場所 横浜“こ

どもホスピス”」を見た。このような施設を造るにはかなりの費用が必要で、番組

でも大口の寄付があったことを伝えていた。どのように資金を集め、運営している

のかについても詳しい説明があるとさらに理解が深まったのではないか。マイノリ

ティーにスポットを当てることは大切で、とてもよい番組だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  このこどもホスピスについては、施設が完成した際に「Ｎ

ＨＫニュース おはよう日本」で紹介し、その後横浜局の記

者とディレクターが取材を続け、今回の「首都圏情報ネタド

リ！」で放送した。医療と福祉のはざまという難しい状況の

中で、田川代表が７年をかけて横浜市の支援を得て、土地、

スタッフの経費などを準備していく過程を伝えた。横浜局で

は地域貢献・情報発信プロジェクトを行っていて、その中に

は子育て支援分科会もある。指摘のあった“きょうだい児支

援”という視点なども加味し、取材を続けていきたい。 

 

○  ６月３日(金)に再放送された知るしん 信州を知るテレビ「体感！避難マニュア
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ル～水害から命を守るには～」を見た。避難のきっかけにすべきことを紹介してい

たほか、ドラマ仕立てで避難の様子をリアルに表現していた。水害が自分の身の回

りで起こりうることを改めて感じさせられる番組ですばらしかった。 

 

○  「新潟ニュース６１０」を見ている。「新潟Ｑ」というコーナーで、出水期を前

に、新潟平野を水害から救ってきた運河である大河津分水路を紹介していた。クイ

ズ形式の進行が分かりやすく、治水の歴史を主体的に考えることができてよかった。

取材した木村穂乃アナウンサーからは、地域をより深く知ろうという姿勢が感じら

れ好感を持った。アナウンサーがハザードマップを手に持って町を歩く「グッドラ

イフ」や、水害から身を守るための備えを伝える「ちょこっと防災 そなえドキ」

など、多角的に防災情報が伝えていてすばらしいと思う。 

 

○  「首都圏ネットワーク」の「千葉ウイーク」を見た。５月３０日(月)から５日連

続で、“咲かせよう千葉”と題し、中継も交えて千葉県の話題を伝えていた。地域

の魅力のほか、災害への備えについてなど、さまざまな情報を取り上げた多角的な

企画で興味深かった。今後も地域を盛り上げてほしい。 

 

○  ５月２１日(土)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」の「土曜すてき旅」を見た。

水戸局の太田晶子キャスターが茨城県城里町を訪ね、この地域の特産の古内茶を紹

介していた。徳川光圀にゆかりがあることなど、古内茶については茨城県でもあま

り知られていないと思う。その意味でも、地域の特産品を歴史的な要素も交えて分

かりやすく伝えたことに意義があると感じた。地域の魅力を発信し、地元への愛着

を涵養（かんよう）することは地域の放送局の重要な役割の一つで、その意味でも

とてもよいリポートだった。伝え方のバランスがとてもよかったと思う。ただ、お

茶農家の夫婦を紹介した際に、男性をフルネームで紹介した一方、女性は下の名前

だけで紹介したことや、テロップの文字色を男性は空色、女性はピンク色としたの

は、ジェンダーの視点からは古い描き方で残念だと感じた。 

  「いば６」も見ている。今春から担当している保里（ほり）小百合アナウンサー

の進行はとてもよいが、番組を初めて見る人には「保里」を読めない人もいると思

うので、ふりがなを付けて紹介するほうがよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  水戸局では毎週金曜日に放送している「いばっちゃお」で

茨城県４４市町村すべてを旅する「たずねちゃお！」という

コーナーを始めた。今回紹介した古内茶のような地域の魅力

を、キャスターが取材して伝えている。ジェンダーに配慮し
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た表現についての指摘は受け止め、現場と共有し、今後の番

組制作に生かしていく。 

 

○  ６月１５日(水) に再放送されたＮＨＫスペシャル「いつ逃げる？ どこへ逃げ

る？～新・全国ハザードマップ 水害リスクを総点検～」(総合 前 3:05～3:54)を

見た。今まで「100 年に一度の水害」と言われることはしばしばあったが、今回の

番組では「1000 年に一度」ということばが使われていた。1000 年に一度しか起こ

らないような異常気象がたびたび起こる現状に改めて恐怖を感じる。番組と連動し、

ＮＨＫが「全国ハザードマップ」を作り公開したことはすばらしい。行政の取り組

みがまだ行き届いていないことにＮＨＫが番組で取り組んだことは驚きで、高く評

価したい。番組の中でＱＲコードを示し、スマートフォンなどでハザードマップを

すぐに見られるように工夫していたこともよい。スタジオのパートでは水位が上が

る様子をリアルに伝えていて、視聴者が危機感を持つことにつながる演出がよかっ

た。 

 

○  ５月１９日(木)に再放送されたダーウィンが来た！「トビウオ大飛行！」(総合 

前 2:57～3:26)を見た。この番組の映像がギネス世界記録に認定されたという

ニュースを耳にしていたので、ぜひ見たいと思っていたところだった。今回のよう

に話題性のある番組を臨機応変に再放送することは、視聴者の「見てみたい」とい

う欲求に応えるものでとてもよい。「ダーウィンが来た！」ではこのトビウオのほ

かにも、オオスズメバチの巣作りや、カマキリが食料として小鳥を捕らえる瞬間な

ど、貴重な場面を鮮明にとらえた映像を紹介していて毎回驚かされる。自然が相手

なので、番組制作には大変な苦労があると思うが、イラストやアニメーションを交

えて自然界の仕組みを解説する構成がとても分かりやすく、子どもたちも楽しめる

工夫がなされたよい番組だ。また、番組で紹介していたホームページの「シチズン

ラボ」では、「ビワを食べる生きもの」などのテーマについて、全国から広く情報

を集め、謎を解き明かそうとしている。自分が子どもであれば、夏休みの自由研究

で取り組みたいと感じた。多くの情報が集まり、真実が分かれば参加した子どもに

は達成感があるし、この取り組みが番組になれば子どもたちもうれしいと思う。 

 

○  ５月２１日(土)の探検ファクトリー「熱い！凄（すご）い！老舗マンホール工場

～新商品は鍋」を見た。舞台の埼玉県川口市は鋳物の町として有名だが、近年は鋳

物の需要が減り、工場閉鎖も多いので、川口市を鋳物の町として取り上げたことは

とてもよい。ただ、番組はおもしろかったのだが、鍋は以前から川口の鋳物の主な

製品で、「新商品は鍋」というタイトルには違和感を覚えた。確かに新商品の鍋は

昔の鍋とは異なっていたのだが、それならば、タイトルは「新商品はフライパン」
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などにしたほうがよかったのではないか。工場の中の音がよく伝わってきて、音声

スタッフの技術に感心した。加えて、案内役の芸人が本当に驚いた様子で、臨場感

がよく伝わってきた。鋳物づくりは今まであまり注目されていなかったと思うが、

工場で働く人や地域の人は今回の番組に喜びと誇りを感じたのではないか。地域に

寄り添ったよい番組だったと思う。 

 

○  ６月１３日(月)の鶴瓶の家族に乾杯「橋爪功が山梨県南アルプス市へ！棚田の絶

景＆養蜂場の出会い！」(総合 後 7:57～8:42)を見た。山梨県の魅力を笑福亭鶴瓶

さんと橋爪功さんがうまく引き出して伝えていて感心した。ただ、驚きや感動を表

現する方言として「でっ！」という言い回しが紹介されたが、「てっ！」と発音す

る地域も多い。今回は出演していた地域の方は「でっ！」を使っていたが、「てっ！」

を使う方もいるので、そのことを番組の中で断るとなおよかったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  方言については、甲府局にも複数の視聴者から指摘があり、

本部の制作担当に伝えている。たまたま取材をした方々が

「でっ！」という表現を使っていたので、本部の担当者も

「てっ！」という表現もあることを承知のうえで、番組では

出演者も「でっ！」を使ったと聞いている。この番組は山梨

県では近年まれに見るほどよく見ていただけた。 

 

○  土曜ドラマ「１７才の帝国」を見た。ＡＩを活用する未来の政治をテーマにした

ドラマで秀逸だった。政治へのＡＩ活用だけでなく、地域住民どうしのあつれきや、

少数の若者と多数の高齢者という世代の問題も取り上げていた。さまざまな不和が

ある中で、地域の祭りをバーチャルリアリティーも活用して復活させ、高齢者の心

をつかむという最終回の構成や演出は見事だった。全国放送の番組だが、地域のさ

まざまな課題を取り上げ、解決へのヒントを示したことに感銘を受けた。 

 

○  ６月４日(土)のＦＭシアター「琥珀のひと」を聴いた。戦争中の空襲や福島第一

原子力発電所の事故など、人生の不条理がベースの人間ドラマで、自然との共生や、

過去の出来事を未来に語り継ぐことの大切さがよく伝わってきた。極めてメッセー

ジ性の高いすばらしいドラマだと感じた。ただ、物語の中で日光の中禅寺湖を想起

させる湖が登場したが、宇都宮から空襲でやけどした母親を伴って行くのは距離的

に大変なのではないかと気になってしまった。また、主人公はとても哲学的な性格

で、どうしてこのような性格になったのかについて、もう少し説明があるとよかっ

た。私たち一人一人が未来に対して責任があることを伝える、とてもよい番組だっ
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た。 

 

○  ＮＨＫにはさまざまな学びを得られる番組が多いと感じている。健康についても

しっかりと伝えており参考にしている。そこで、自分自身の脳内年齢や身体年齢な

どを診断できるような番組や定時のコーナーがあるとおもしろいと思う。テレビを

見て情報を得るだけでなく、自発的なトレーニングにつなげることで、新しいテレ

ビの価値が生まれるのではないか。 

 

○  宇都宮局が地元新聞社の「下野新聞」と「＃あちこちのすずさん」のコラボを行

うという記事を見た。地域の放送局と地域の新聞社とのコラボレーションはとても

よいことだと感じている。 

 

○  ＮＨＫプラスクロスＳＨＩＢＵＹＡで、「水害から命と暮らしを守る」展を観覧

した。水没体験をしたり、ポケット防災カードをもらったりと、とても有益な体験

ができる展示だった。このようなイベントで体験したうえで、水害に関する番組を

見るとより効果的だと感じた。 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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２０２２年５月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

５月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、２０日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、「２０２１年度関東甲信越地方放送番組の種別ごとの放送時間」に

ついて報告があった。続いて、宇都宮放送局の取り組みと今後の予定について報告した。

その後、キタカン＋「“気づき”の旅～北関東の悲劇の地を巡る～」について説明があり、

放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、６月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜キタカン＋「“気づき”の旅～北関東の悲劇の地を巡る～」 

（総合 ３月１８日(金)放送＜群馬・茨城・栃木県域＞）について＞ 

 

○  「ダークツーリズム」ということばを初めて知った。北関東各地に残る近代化に

伴って起こった悲劇の地を訪ね、その歴史などについて掘り下げて伝える、学びの

多い番組だった。足尾銅山鉱毒事件のことは学校の授業で学んだが、谷中村につい

ては知らないことばかりで考えさせられた。草津温泉とハンセン病の関係について

も新たな知識を得ることができた。歴史を知ったうえでその地を訪れると、受け止

め方が変わり、切ない気持ちや感謝の気持ちなど、さまざまな感情が湧いてくると

感じた。歴史を知り、教訓を後世に伝える意義深い番組だった。ただ、満蒙開拓青

少年義勇軍について扱ったパートで、アナウンサーと解説者が桜並木を歩きながら、
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「歴史を知っていると切なさを感じる道」という趣旨の話をしていたが、この

シーンの前にシベリア抑留など具体的な出来事を紹介したほうがよりイメージが

伝わったと思う。 

 

○  ダークツーリズムという旅のしかたがどの程度日本で普及しているのか、データ

を示して解説してほしかった。日本でも悲劇の地を訪れる旅は行われているが、そ

の多くは明治以前の歴史を訪ねるものだと感じている。昭和以降の歴史はダブー視

されることも多いと思うが、これからは歴史の光と影のどちらにも注目し、地域の

外に公開していくことが大切だと感じた。観光ということばには、どこか商業的な

雰囲気も感じてしまうが、この番組はダークツーリズムを「気づきの旅」と定義し

直して伝えていたのがすばらしかった。また、ロシアがウクライナに侵攻した今、

ダークツーリズムを取り上げたことも時宜を得ていたと思う。今回紹介された３か

所で起きた出来事はすべて国の政策に起因するものだ。地域や視聴者にさまざまな

教訓を伝える内容で評価したい。北関東の３つの放送局が協力して伝えたこともよ

かった。このほかにも埋もれている歴史があると思うので、今後もこのテーマを取

り上げてほしい。ただ、悲劇の歴史に焦点を当てた番組であるのに、現場を訪れた

キャスターの声が弾んでいるように聞こえた部分があったのが気になった。 

 

○  ダークツーリズムということばを初めて聞いたが、その意味合いがよく理解でき

た。さまざまな気づきを与えてくれる良質な番組だったと思う。番組の冒頭でアウ

シュビッツ強制収容所やニューヨークの世界貿易センタービル跡地を紹介したう

えで、今回取り上げる場所をまとめて案内したことで番組のテーマがよく分かった。

日本に比べ、海外ではダークツーリズムが盛んであることもよく理解できた。それ

ぞれの地域で地道な活動をしている３人の話はとても説得力があり考えさせられ

た。過去の映像を使うことで、公害の悲惨さや影響を被った人たちの無念さなどが

よく伝わってきた。井出明金沢大学准教授の解説も説得力があった。日本でもダー

クツーリズムが広まるきっかけになるようなすばらしい番組だったと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  桜並木のシーンは、満州の歴史や出来事がある程度よく知

られていることや、全体の流れを踏まえてこの編集順にした。

頂いた指摘ももっともなので、今後の参考にしたい。「気づき

の旅」と言い換えたのは、ダークツーリズムということばが

日本ではまだ定着していないので、それぞれの場所の住民た

ちが不快な思いをしないよう配慮した。声のトーンについて

の指摘は受け止め、今後の番組制作や演出などに生かしてい
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きたい。 

 

○  ダークツーリズムということばはあまり浸透していないので、番組タイトルを

「気づきの旅」としたのは分かりやすくてよかったと思う。「気づき」とは、はっ

としたり、心を動かされたりすることだと思うが、各局のリポーターが現場を訪れ、

気づきを得る様子がよく伝わってきてよかった。谷中村に向かったリポーターの声

が最初は明るかったが、谷中湖の歴史を知ることで気づきを得て、会話のトーンが

落ち着いたように感じた。また、草津温泉の重監房の中ではリポーターのことばが

少し止まっていたが、気づきを得て心が動かされる様子がよく伝わってくる場面

だったと思う。北関東３県でそれぞれテーマを変えていて、バランスもよかったと

思う。地域の知られざる歴史を学び、気づきを得ることができる良質な番組だった。

地図や写真などの資料も適切に使っていて効果的だった。谷中村の魚捕りの写真に

あわせて、当時の川の豊かさを伝えるコメントがあってもよかったと思う。また、

スタジオに田中正造の本が置かれていたのは、細やかな演出だと感じた。今後もさ

まざまな気づきを与えてくれる番組を期待したい。 

 

○  タイトルがすばらしいと感じたが、さまざまな議論を経て決めたと聞いて納得し

た。ダークツーリズムということばより、気づきの旅ということばを広めたほうが

よいと思うくらい、よい命名だと感じた。今回紹介されたそれぞれの地域の歴史は

あまり知られておらず、現地に行ったことがある人も少ないことが問題だと考えて

いたが、今回の番組で地域の人たちにしっかりと伝えられたことに意義があると思

う。また、地元出身のリポーターが現地を訪れていたことも、視聴者が共感しやす

くよかったと思う。「帝都の影の部分を背負った北関東」という解説が印象的だっ

た。負の部分を押し付けられがちだった歴史的経緯を持つ北関東の地域性は、ダー

クツーリズムとなじみやすいと感じた。地域放送局の役割として、地域への誇りや

愛着を涵養（かんよう）することはもちろん重要だが、それと同時に負の歴史も含

めて過去の事実を視聴者に伝え、しっかりと向き合ってもらうことも必要だと考え

ている。今後もこのような番組を期待したい。 

 

○  北関東３県が首都の繁栄を下支えしていた事実を、具体的な事例を交えて改めて

番組で伝えたことに意義があると感じた。「歴史には光と影があり、影の部分に真

実がある」ということばが印象に残った。今の世界情勢を鑑みても歴史的事実は必

ず伝えていかなければならないが、これもＮＨＫが担っている重要な役割だと感じ

た。「気づきの旅」というタイトルもすばらしいと思う。事実を知ることが気づき

の始まりになるが、その意味でも、ＮＨＫがさまざまな事実を正確に伝えているこ

とを評価したい。 
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（ＮＨＫ側） 

  谷中村の漁の写真についての指摘など、私たちも委員の意

見からさまざまな気づきを得た。谷中村を訪ねたリポーター

には、事前にどのようなロケをするのか一切説明せずに現地

に行ってもらい、リアルな「気づき」を感じてもらうことに

した。そのことが当初の声のトーンの明るさなどに表れてい

たと思う。一方で、満蒙開拓青少年義勇軍のパートについて

はリポーターに情報を前もって伝えていたので、また違った

印象になったと考えている。リポーターへの事前の情報の伝

え方をそろえるなど、もう少し演出に工夫の余地があったか

もしれない。今後もディレクターの個性を生かしながら、多

様な番組を制作していきたい。 

 

○  ダークツーリズムが世界的に盛んになっていることは知っていた。日本でも軍艦

島などさまざまな場所で行われているが、これまでダークツーリズムという観点で

郷土の歴史を振り返ったことはなかったので、新たな視点で地域を取り上げたこと

がすばらしいと感じた。谷中村については郷土史として栃木県の小学校では授業な

どで伝えられていると思うが、谷中湖がハート型をしている理由などはあまり知ら

れていないと思う。当時の関係者の思いが現在につながっていることがよく分かっ

た。草津温泉とハンセン病については、重監房という不条理な隔離施設があったこ

とを初めて知った。若いリポーターが北関東３県の悲劇の地を訪ね、歴史を伝えた

ことが意義深いと感じた。構成もまとまっており、ダークツーリズムについても、

日本の歴史の負の側面を知ることができる内容でよかった。ただ、番組のねらいが

北関東３県の負の歴史について伝えることにあるのか、紹介した場所を視聴者に訪

れてもらうことにあるのか、よく分からなかった。実際に施設を訪れた人がどのよ

うに感じたのかについても伝えるとよかったと思う。北関東３局が共同で制作した

番組なので、ある意味それぞれのパートが横並びになっているように感じたが、番

組全体でもう少しメリハリがあってもよいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地域の歴史についての情報を伝えることを主としたので、

実際に訪れた人の感想は紹介しなかった。頂いた意見を参考

に、「キタカン＋」をよりよい番組にしていきたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  満蒙開拓青少年義勇軍のパートは水戸放送局の若手ディレ

クターが担当した。取材を通して初めて知った事実も多かっ

たとのことだ。この番組は地域の戦争体験を継承するという

ＮＨＫの重要な役割にも関連する内容だったが、若いディレ

クターにこのような番組制作のノウハウを継承するという意

味でも意義のある番組になったと考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 

  前橋放送局も若手のディレクターが担当した。ハンセン病

については現在も悩み苦しんでいる方がいることも踏まえ慎

重に取材した。観光地として人気のある草津温泉も光の側面

だけではないという事実をしっかりと伝えたいと考えた。視

聴者からはこの事実を初めて知ったという声も頂いた。群馬

県向けのニュース情報番組などで、このテーマについて引き

続き伝えていきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ５月１１日(水)の「新潟ニュース６１０」の企画「上中下越に佐渡（さぁ～ど～）

ぞ！」を見た。伝統と新しさの共存というテーマで、最近話題になっている加茂市

の温泉施設から町を支える若者たちの取り組みを伝えていた。新潟放送局で働く職

員がリポーターとなって、それぞれ担当する市区町村の魅力を自然なスタイルで伝

えてくれるので共感できる。地域ならではの話題を深く知れてよい。ホームページ

で動画や記事を展開しているのも効果的だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  新潟放送局として、全職員が地域と深くかかわるにはどう

すればよいか議論を重ね、スタートした企画だ。取り上げる

地域に濃淡が出ないよう、１年をかけて新潟県のすべての市

区町村をあまねく紹介できるよう計画している。市区町村ご

とに、ふだん放送に携わっている職員とそれ以外の仕事をし

ている職員がペアになり、担当することになっている。この

リポートは、放送後に新潟放送局のホームページで動画と記
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事を紹介している。頂いた意見を参考に、よりよい企画にな

るよう努力を続けたい。 

 

○  ４月２９日(金)の「今夜も生でさだまさし～まさしが来たぞ宇都宮ァ～！」(総

合 後 11:45～30 日(土) 前 1:15)を見た。視聴者から寄せられたはがきや地域の話

題をもとに進行する番組で、さだまさしさんの軽快な司会と、豊富な経験や知識に

裏打ちされたトークがとても楽しい。裏方のスタッフも含めて、チームワークよく

作られている番組だと感じた。はがきをきっかけに、視聴者との心のつながりが感

じられる内容ですばらしい。メールなどと違い、あえてアナログなはがきを使用す

ることで番組に温かみが出ているのではないか。また、地域を大切にしていること

もよい。番組の中でその地域の魅力が紹介されるので、地元の視聴者にとっても地

域のよさを再認識できる。今後も継続してほしい番組だ。一方で、番組のホームペー

ジのサムネイル画像はどの放送回も同じものになっているので、どの地域か分かる

画像を使うなど工夫の余地があると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  宇都宮放送局から生放送でお届けした。コロナ禍で初めて

スタジオ観覧を実施した生放送ということもあり、さまざま

な対策を取りながら放送につなげた。宇都宮放送局の職員に

とってもさまざまな経験を得ることができるよい機会となっ

た。 

 

○  ５月１５日(日)のＮＨＫスペシャル「証言ドキュメント “沖縄返還史”」(総合 

後 9:00～9:59)を見た。沖縄返還から５０年を迎えるまさにその日の放送だったが、

過去の映像や資料が効果的に使用された良質な番組だった。沖縄返還をめぐり、あ

る程度時間が経過したことで明かすことができたであろうさまざまな事実を知る

ことができ、とても興味深かった。沖縄や本土の人たちの心情も伝えられていてよ

かった。日本の安全保障のあり方についても考えさせられた。今後も沖縄に心を寄

せる番組を制作し続けてほしい。 

 

○  ４月２０日(水)のヒューマニエンスＱ（クエスト）「“ウイルス” それは悪魔か

天使か」を見た。新型コロナウイルスが確認されてから２年以上が経過したが、い

まだに私たちの暮らしにさまざまな影響を及ぼしている。ウイルスが人類の進化に

関わっていることも示し、ウイルスには悪い面だけでなくよい面もあることを伝え

ていて興味深かった。ゲストで作家の高橋源一郎さんのコメントはどれも秀逸で、

専門家の解説もとても分かりやすかった。これまでウイルスは悪いものだと考えて
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いたが、実はそうではない面もあることなど、多角的に理解を深められる良質な番

組だった。この番組が「妄想」ということばをキーワードにしているのは、とても

よいチョイスだと思う。ウイルスについては明らかになっていないことばかりで推

測に基づいて議論しなければならないことが多くあることを考えると、正確なこと

ば選びだと感じた。新型コロナウイルスと共存する社会に向けて時宜を得た番組

だった。 

 

○  ５月３日(火)から「ニュースウオッチ９」で田中正良キャスターがキーウから中

継していた。いつもはスタジオからニュースを伝えている人が現地から発信すると

同じニュースでも説得力が増すのでよいと思う。 

 

○  ５月１４日(土)に再放送されたドキュメント７２時間「沖縄 追憶のアメリ

カン・ドライブイン」を見た。５月１５日の沖縄本土復帰５０年に関連してＮＨＫ

はさまざまな番組を放送していたが、この番組は 2015 年のこの季節に、沖縄最古

といわれるドライブインを訪れた人たちを取材したものだ。沖縄のアメリカ占領時

代を知らない若者や、本土の就職先から帰ってきた若者、米軍基地で働いていた人、

アメリカ海兵隊員など、ドライブインに立ち寄る多様な人たちのさまざまな思いを

かいま見ることができた。私たちが知らない沖縄の人たちの胸のうちを知ることが

できるよいドキュメンタリーだった。この時期にアンコール放送をしたことは時宜

を得ていてすばらしい。 

 

○  ＮＨＫは公共メディアとして、若者の声をはじめとする多種多様な声を聴き、番

組に反映していることを評価したい。５月４日(水)に再放送されたガチポリ！若者

×政治１０ｍｉｎ．「若者の政治参加って必要なの？（２）」(総合 後 11:35～11:45)

を見た。厚生労働省の元事務次官である村木厚子さんが「政治家は若者の本当の声

を知らないのかもしれない」と語っていた。このコメントのように、「君の声が聴

きたい」プロジェクトの関連番組を見て、私たち大人が若者たちの本当の声を聴い

ていなかったことを実感している。新潟放送局でも新潟県民の声を「にいがたＶｏ

ｉｃｅ」として集めている。５月末には新潟県知事選挙があるが、選挙権のない子

どもたちにも話を聞くとよいと思う。 

 

○  「君の声が聴きたい」プロジェクトに関連した番組が数多く放送されていた。５

月７日(土)のＮＨＫスペシャル「君の声が聴きたい～若者が願う 幸せのカタチ

～」(総合 後 9:00～9:59)を見た。今の若者たちが考えていることがよく伝わって

きた。放送中、ＳＮＳで投稿された視聴者のコメントが画面下部に表示され、投稿

者の年代も示されていたので、世代ごとの考え方の違いがよく分かりとてもよかっ
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た。スタジオのゲストの年代は、２０代の女性１人のほかは、みな３０代以上だっ

た。若者の声を大人が聴くというコンセプトを考えると、あえて３０代以上の出演

者のみにしてもよかったかも知れない。一方で、若い世代のゲストがもう何人かい

たらどのような議論になったのかとても興味があるので、次回に期待したい。「みん

なで解決！子ども科学電話相談」(総合 後 6:05～6:43)も見た。子どもたちから寄

せられたさまざまな疑問に、専門家が真剣に答えていた。大人たちが自分の質問に

一生懸命に答えてくれる姿勢が、子どもたちにとってはとてもうれしいし、成長発

達過程でも重要な経験になる。さまざまな番組で若者や子どもの声にしっかりと向

き合っていて、すばらしい番組編成だと感じた。 

 

○  ４月２９日(金)に再放送されたねこのめ美じゅつかん「３歩め 箱根の印象派に

しのび足」(Ｅテレ 後 0:50～1:00)を見た。ゆったりとした演出が印象的で、美術

への親しみが増す番組だった。内容も、印象派の理解に役立つ興味深いものだった。

新しいタイプの美術番組で、次回も楽しみに見たい。 

 

○  ５月１日(日)の日曜美術館「うつくしき理想を描く 鏑木（かぶらき）清方の“築

地明石町”」を見た。映像が美しく、作品の細部まではっきりと映し出されていて

すばらしかった。清方が生前に出演したラジオ番組の音声なども紹介されていて、

ＮＨＫならではだと感心した。清方の肉声からは、彼の思いがしっかりと伝わって

きた。新しい番組を制作することも大切だが、過去の番組の映像や音声を保存し、

活用することもＮＨＫの大切な役割だ。今後も過去の映像資産を使用した番組制作

を期待したい。番組の中で「花街（かがい）のあった新富町は」というナレーション

があったが、「かがい」という音を聞いただけでは一瞬理解ができなかった。すぐ

に「花街（はなまち）」のことだと察しがついたが、やや分かりにくいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「花街」の読みについて指摘を頂いた。「はなまち」という

読み方があることは承知している。「花街」を表現する際、伝

統的な読みは「かがい」であることを確認してきており、Ｎ

ＨＫでは放送で使用する音声表現としては「かがい」という

読み方で統一している。指摘のように、音で聞くだけでは分

かりづらい場合もあると思うので、テロップで表示するなど

分かりやすく伝える努力を重ねていきたい。 

 

○  ５月１８日(水)のきょうの料理 比嘉家のオカズでちむどんどん！「フーチャン

プルー」を見た。「ちむどんどん」で料理監修を担当している方が講師で、ドラマ
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に登場する料理の作り方だけではなく撮影の裏話なども聞くことができとても楽

しめた。連続テレビ小説をきっかけに沖縄の文化を紹介するような番組も期待した

い。 

 

○  「ｎｏ ａｒｔ，ｎｏ ｌｉｆｅ」を見ている。芸術作品を創作し続けるアーティ

ストとその作品を紹介する番組だ。エッセイストで作詞家の内田也哉子さんのゆっ

たりとしたナレーションが番組にぴったりで心地よい。さまざまなアートが誕生す

るシーンを見ることができ、毎回驚かされている。濃密な５分間で、新しい美術の

世界を伝えてくれる番組ですばらしい。 

 

○  「怖い絵本」を毎回見ている。１０分間の番組だが、とてもよくできていてすば

らしい。この番組で取り上げているのは、いわゆる日本の昔ながらの怪談の要素が

色濃い話で、とても味わい深い。ＮＨＫならではの内容だと評価したい。 

 

○  「あおきいろ」を見ている。ＳＤＧｓをテーマにした子ども向けの番組だ。細か

いコーナーで構成されていて、それぞれ興味深い内容だと感じている。解剖学者の

養老孟司さんや、アルピニストの野口健さんが子どもたちの素朴な疑問に分かりや

すく、含蓄のある答えをしていて、大人にとっても学びがある。ただ、子ども向け

の歌で番組が終わることで、やや内容がぼやけてしまうように感じている。また、

１０分版、５分版、１分版があるのだが、５分版は番組の趣旨がよく分からないと

感じるものもある。番組のフォーマットにもう少し工夫があるとなおよいのではな

いか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  頂いた指摘は現場に伝え、今後の番組制作に生かしていき

たい。 

 

○  ５月１１日(水)の「発酵大国にっぽん」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:53～10:52)を見た。

発酵デザイナーの小倉ヒラクさんが全国を旅し、各地の人々の暮らしと発酵の関わ

りを探っていく番組だ。小倉さんはナレーションも担当しているが、自然体でとて

も聞きやすくてよい。愛知県の八丁みそや秋田県のしょっつるなどを紹介していて、

それぞれの土地や気候の特徴も踏まえた解説が分かりやすかった。１時間があっと

いう間に過ぎる、とても興味深い番組だった。微生物とともに暮らしてきた私たち

の姿に焦点を当て、食文化についても丁寧に描かれているのがすばらしい。海外の

発酵分野の第一人者もリモートで出演していたが、ＳＤＧｓとも関連付けて発酵文

化を今日的にとらえていたのが参考になった。発酵と地域の文化には深い関わりが
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あることを改めて感じる番組で、とてもよかった。発酵について正しい知識を伝え

る意味でも、微生物の具体的な働きや特徴などを掘り下げるような、発酵について

正しい知識を得られる番組にも期待したい。 

 

○  「星新一の不思議な不思議な短編ドラマ」を見ている。星新一の超短編小説を１

回１５分のドラマにしたものだ。５月３日(火)と１０日(火)の「善良な市民同盟 

前・後編」は、ある機関がウイルスとワクチンをセットで開発し、ウイルスを拡散

させて善人だけの世界にするという恐ろしい話で、とてもよくできたドラマだった。

原作とはやや異なる点もあったが楽しめた。新型コロナウイルスの影響が続く中、

星新一の作品に焦点を当てたのも時宜を得ていたと思う。星新一の時代を超えた想

像力を映像化し、分かりやすく伝えていることを評価したい。 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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２０２２年４月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

４月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１５日(金)、ＮＨＫ放送センターに

おいて、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、新潟放送局の取り組みと今後の予定について報告した。その後、金

よう夜きらっと新潟「離島の夢をＳＦドラマでかなえたいＴＶ」について説明があり、

放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、５月の番組編成の説明が行われ、

会議を終了した。 

 

 

（ 出 席 委 員 ）  

   委 員 長      小野 訓啓（(株)めぶきフィナンシャルグループ取締役） 

   副委員長  杉山 弘子（アサヤ食品(株)代表取締役社長） 

   委 員      石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

泉田 佑子（書家） 

今村 久美（認定ＮＰＯ法人カタリバ代表理事） 

尾形 玲子（養蜂家、ひふみ養蜂園(株)代表取締役） 

片桐 幹雄（(株)野沢温泉代表取締役社長） 

田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

仁衡 琢磨（ペンギンシステム(株)代表取締役社長） 

宮田麻一美（万座温泉日進舘女将） 

 

 

（主な発言） 

 

＜金よう夜きらっと新潟「離島の夢をＳＦドラマでかなえたいＴＶ」 

（総合 ３月１８日(金)放送＜新潟県域＞）について＞ 

 

○  粟島のことを知らなかったが、冒頭で丁寧な説明があったので島の状況がよく分

かった。島で暮らす人たちへのインタビューを通じて、島民が現在困っていること

から将来への期待、そして将来の夢を続けて紹介していたことで、その後のドラマ

パートの理解が進む構成となっていた。タイトルからは内容がいまひとつ想像でき

なかったが、番組の中ではその趣旨が分かるような工夫が施されていて感心した。

ドラマではお手伝いロボットやホログラム電話など、島の人たちの夢が実現される
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未来を描いていてよかった。共通の課題を持つ離島は日本各地にたくさんあると思

うので、ＩＴでそのような課題が解決される明るい未来が想像できる番組だった。

一方で、ドラマとしてはロボットのアワッシーがもう少し活躍するとよかったので

はないか。また、撮影上の事情だとは思うが、みこしを担ぐ地域の祭りの場面で、

雪景色が映っていたことに違和感を覚えた。 

 

○  離島の課題をＩＴで解決するというテーマの設定がよかった。木村穂乃アナウン

サーの進行は明るい雰囲気で親しみがあり好感を持った。ＳＦドラマで近未来を見

通すという手法は分かりやすく斬新だと感じた。ドラマの合間に出演者とのトーク

を入れたこともちょうどよいブレークタイムになって効果的だったと思う。一方で、

地元の方が「１キロあたり７００円から８００円」と答えていた際の字幕が「７・

８００円」となっていて分かりづらかった。「７００～８００円」が適切ではなかっ

たか。また、ドラマの挿入歌に歌詞が特徴的な名曲を使っていたが、なぜこのドラ

マにこの曲を選んだのかがあまり伝わってこなかった。また、コメントやセリフと

歌声が重なっている部分があり聞き取りづらく気になった。 

 

○  離島の課題について扱った内容でとても興味深かった。構成がすばらしかったと

思う。スタジオとドラマの２部構成になっていることで、島で暮らす人たちのコ

メントやドラマの内容についてさまざまな意見を聞くことができ理解が進んだ。島

民のインタビューからは、年配の方々もＩＴ化が進むことを期待していることが伝

わってきて驚かされた。ドラマでは、アワッシーというロボットが役場から支給さ

れるという設定が斬新で、ロボットが担う業務の多様さも興味深かった。掃除ロ

ボットや買い物ロボットと同じ位置に洗濯機が置いてあったのは、将来はお手伝い

ロボットが私たちの生活の中に当たり前に存在するようになることを示唆する、よ

い演出だった。また、アワッシーの動力源が使い古した天ぷら油ということも、Ｓ

ＤＧｓが意識されていてよかった。離島の可能性を追求する、希望が感じられる内

容であったことも評価したい。ただ、雪景色のシーンは、季節感が合っていないよ

うに思い、違和感を覚えた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  金額の幅の表記については指摘の通りなので、気をつけた

い。ドラマの音楽については、前向きで明るい未来を描くに

ふさわしい曲を選んだつもりだが、メッセージ性の強い歌詞

に注目が集まってしまった側面もあったかもしれず、頂いた

指摘は今後に生かしたい。制作スケジュール上、雪景色を避

けた設定にすることは難しかった。 
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○  離島におけるＩＴの活用については、さまざまな実証実験が行われていることが

ニュースになっていて、気になっていた。ドラマの理解が進む導入があったことが

とてもよかった。島民のリアルな要望を反映した将来の展望がドラマで具体的に描

かれていて興味深かった。現在実験が進んでいたり、開発されていたりするものが

将来どのような形で実現されるのかがイメージできる内容で好感を持った。ディレ

クターがこの番組を制作した意図もしっかりと伝わってきた。ただ、島民に離島の

課題について聞いていたが、過疎化や高齢化に悩む離島だからこそ、年配の方だけ

ではなく、若い世代や子どもたちの声も紹介してほしかった。 

 

○  ＳＦドラマを組み込んだこれまでにない番組で驚かされた。粟島の光ケーブル敷

設に関連したニュースはたびたび放送されていて、今後の展開に関心を持っていた。

放送前には「新潟ニュース６１０」の中で番組のＰＲを兼ねてドラマ撮影の様子な

どが紹介されていたのも興味深かった。アワッシーが実は木製で、雪から守るため

に傘を差して撮影したことなど、裏舞台を知ることができた。未来を可視化するの

に、ドラマを用いる手法は「新しいＮＨＫ」にふさわしいしゃれた演出だと感じた。

改めて離島の医療や教育などの問題に目を向けるきっかけとなった。島民へのイン

タビューでは方言を使って問いかけることで、本音を引き出していてとてもよかっ

た。ドラマで紹介された技術が近い将来実現される可能性があることを、専門家の

解説を交えて伝えていて説得力があった。一方で、高齢化が進み人手不足であると

いう人口減少の問題にあまり焦点が当たっていなかったのは残念だった。若い世代

や子どもたちの声を聞いたり、ドラマでは子育て世代についても描いてほしかった。

このほか、ＩＴ環境が整うことで、大人の働き方や子どもたちの学習環境がどのよ

うに変化するのかについての見通しを知りたかった。出演者や自治体もこの番組に

ついてＳＮＳなどで発信していて効果的な番組ＰＲになっていたと感じた。 

 

○  高齢者は、高度なＩＴの利用促進に前向きな方ばかりではない。また、家庭にそ

のような機器を取り入れることに抵抗感がある人もいるだろう。その意味でも、島

民の希望を聞き、誰もがイメージしやすいＳＦドラマで近未来の島の様子を分かり

やすく伝えたことはとてもよいと思う。ドラマでは、ホログラム電話やライブコ

マースなどさまざまな技術が紹介されていたが、すでに社会に取り入れられている

ものと、いつ実現するのか分からないものが混在していた。人によっては、どこま

でが現実で、どこからがフィクションなのかが分かりづらかったのではないか。例

えば香川県ではドローンで薬を運ぶ実証実験が行われているという説明があった

が、ドラマで紹介された技術が現時点でどの程度実現に向かっているのか、テロッ

プなどで補足があるとなおよかったのではないか。 
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（ＮＨＫ側） 

  若い世代や子どもたちの声を聞きたかったという意見につ

いてだが、高齢者率が４０％を超える地域で取材が難しかっ

た面もある。また、島には高校がないため、高校進学時に島

を離れ、その後上京する若者も多いことも踏まえ、今回は現

在島で暮らしている高齢の方々に元気になってほしいという

思いを込めた番組とした。ドラマで 2035 年という比較的近い

未来を描いたのは、決して遠い未来の話ではないことを島民

に伝えたいというディレクターの思いもある。頂いた意見は

今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ＩＴを使って、離島の問題を解決するスマートアイランド構想とはどのようなも

のなのか注目していたが、ドラマも交えた構成でとても興味深かった。ドラマパー

トは、俳優の演技やナレーションがとてもよかった。ホログラム電話やお手伝いロ

ボットなどが近い将来に実用化されるかもしれないことが、具体的なイメージとと

もによく伝わってきた。ＩＴの進歩で、漁師たちの魚の売り方も変化する可能性が

あることが示されているなど、将来に希望を持てる内容だったことがよい。離島の

粟島に病院がないというのは島民の大きな心配事の一つだ。「見守り健診ドローン」

を使ってケアをする様子も伝えられていてすばらしかったが、医療の問題点につい

てはもう少し掘り下げて伝えてほしかったと思う。同様の課題を抱える地域で暮ら

す方にとっても、ヒントが散りばめられた番組だったと思う。 

 

○  ＳＦドラマで近未来の様子を示した番組で興味深かった。ＩＴの進歩はめざまし

く、私たちの身の回りでもドラマで示されていたようなことが現実に起こり始めて

いる。今後は、私たち自身がその技術をどのように使いこなすかということが問わ

れる時代になると感じている。文化や自然の美しさなどが損なわれないよう注意し、

うまくバランスを取りながらＩＴ化を進める必要があることを強く感じた。新鮮な

魚をすぐに競りにかけて消費者に届けられるようになるなど、将来が楽しみになる

ことが紹介されていてとてもよかった。今後日本各地で起こることをテーマにし、

ＳＦドラマを用いて伝えた斬新な番組でよかった。一方で、離島ならではのその土

地の魅力について紹介があってもよかったのではないか。また、お手伝いロボット

と一緒に生活することで起こる私たちの心の変化についても伝えてほしかった。 

 

○  粟島の村長やゲストの専門家は、過疎化が進む村に移住者が来ることも大切だが、

現在粟島で暮らしている人たちがＩＴを利用することで日常生活が楽しく便利に
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なることが重要だと話していた。その意味では、日常生活がどのように変わるのか

ドラマを用いて分かりやすく伝えた意義のある番組だったと思う。ＳＦドラマとい

うタイトルだったので、見慣れない新技術が数多く紹介されるのかと思っていたが、

登場した機器はドローンやロボットなど、あまり目新しさを感じなかった。ＳＦと

いう感じはあまりなかったが、近い将来のごくふつうの家庭を描いたドラマとして

楽しんで見ることができた。また、未来をイメージしやすい工夫がされていたこと

に好感を持った。 

 

○  ＳＦドラマを用いた構成で興味深い番組だった。みこしを担ぐ祭りというと夏や

秋のイメージだが、祭りの場面は 2035 年２月の出来事を描いていて、季節の設定

に違和感を覚えた。また、現在何が出来ているのか、実際の情報があると、もっと

よかったのではないか。医療でいえば粟島にはヘリポートがあるようだし、テレビ

診療もすでに行われているようだ。とはいえ、離島だからこそできることがあると

いう、夢や希望を与えてくれる番組でとてもよかった。粟島に行ってみたいと感じ

たので、その意味でも意義がある番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  島民が希望する未来を踏まえ、豊かな自然はもちろん祭り

などの文化も含めて“アナログとデジタルの融合”を大事に

した。制作チームで話し合い、現在の島の生活の中に近未来

の道具があるとどのような変化が起こるのかということを具

体的に示すことが重要だと考えた。頂いた意見を参考に、引

き続き地域に寄り添った番組を制作していきたい。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  ３月１８日(金)のキタカン＋「“気づき”の旅～北関東の悲劇の地を巡る～」を

見た。「ダークツーリズム」をテーマにした番組だが、それをタイトルにせず「“気

づき”の旅」という表現にしたことがとてもよいと感じた。満蒙開拓青少年義勇軍

やハンセン病などに関連した史跡が取り上げられており、いずれも考えさせられる

内容だった。特に、水戸市内原の満蒙開拓青少年義勇軍訓練所の歴史が印象に残っ

た。地域の人たちにもあまり知られていない負の遺産に改めて焦点を当てた意義深

い番組だったと思う。北関東３局が共同で制作した番組だが、それぞれの地域の

キャスターが伝えていたので、親近感を持つことができた。ダークツーリズムに焦

点を当てるのは公共放送のＮＨＫならではで、今後も継続して取り上げてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

  北関東３局が連携して制作した番組だ。水戸局は１年目の

ディレクターが担当し、中村慶子アナウンサーとともに現場

を取材した。戦争について改めて地域の人たちが考えるきっ

かけになる番組になったと考えている。 

 

○  ４月８日(金)の＃金曜やまなし「どうする！？ 人口減少～若者の流出を抑える

ためには～」を見た。人口減少という身近な問題に焦点を当てたことがよく、若い

世代が県外に流出している背景などを詳しく解説していて興味深かった。番組の導

入として、学生の就職について解説していたのもよかった。若い世代の県外流出に

ついては、就職だけではなくさまざまな原因があるだろう。引き続き、多角的に伝

えてほしい。ただ、若い女性が県内にとどまることで人口の好循環を生み出すとい

う自治体の考え方は時代にそぐわず違和感を覚えた。また、生放送で視聴者のコ

メントを募集して画面に表示していたのはよいが、進行の中でひと言触れると、よ

り視聴者とつながる番組になったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 「＃金曜やまなし」は視聴者の関心の高いテーマを取り上

げることを意識しており、初回となる今回は人口減少に焦点

を当てた。４月の放送ということもあり、若い世代の県外流

出を中心に掘り下げた。人口減少にはさまざまな要因がある

ので、頂いた指摘を今後の番組制作に生かしていきたい。 

 

○  ３月１１日(金)の「ひるどき！さいたま～ず」を聴いた。埼玉県は大規模な災害

があると多くの帰宅困難者が出ることが予想されている。この番組は、親が帰宅で

きないときに子どもたちはどのように行動するべきかについて焦点を当てたのが

とてもよかった。ラジオの番組だが、同時に「ひろがれ！いろとりどりｉｎさいた

ま新都心」というリアルのイベントを実施したこともよかった。帰宅困難者に取材

した内容に基づいた情報は参考になった。中でも、ラジオの使い方を紹介していた

ことに感心した。ラジオや公衆電話を使ったことがない世代が増えているので、災

害時に頼りになるものをふだんから使えるよう、子どもたちに教えておくことが重

要だと感じた。放送とイベントを併せて実施することは効果的だと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

  さいたま局は県域向けのテレビの放送がないため、ラジオ

やイベントを通して視聴者とつながることで、重要なテーマ
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について届けたいと考えている。今回は、地震などで電車が

止まって親が帰宅できない場合、地域の子どもたちや学校は

どのように対応するのがよいかについて考えた。首都圏局と

も連携し、テレビでも同様のテーマについて伝えていきたい。 

 

○  ４月９日(土)のどどどど！夜間部「ヒグチアイ “さみしさ”の先に」を見た。

信州から全国、そして世界に羽ばたき一線で活躍している方を取り上げ、ふるさと

に向けて伝えるという視点がよいと感じた。今後もさまざまな分野で活躍している

人を取り上げてほしい。 

 

○  ４月から新潟局のスタジオがリニューアルされたが、自然豊かな新潟県にふさわ

しいデザインで好感を持っている。アナウンサーやキャスターの組み合わせも多彩

で、ジェンダーを意識させない自由な形が増えたり、衣装もカジュアルなファッ

ションが採用されるなど、多様性が感じられる演出が増えたりしていることがよい。

新潟県内のニュースでは、柏崎市で設立された電力の地産地消を目指す会社の話題

が気になっている。新潟県のエネルギー事情がどうなっているのか、地域ならでは

の現状を調査して伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  平日午後６時台のニュースを、男女のペアではなく女性の

ペアで伝えることもあるが、現在のところ好評の声を頂いて

いる。 

 

○  ３月１０日(木)のあさイチ「アッキーと行く！東北旅東日本大震災から１１年・

いまの暮らし」を見た。東日本大震災から１１年が経過したが、被災地に寄り添っ

ていることが感じられる内容ですばらしかった。ただ、肝心の３月１１日(金)は大

河ドラマ「鎌倉殿の１３人」に出演している俳優がゲストで、ドラマのＰＲをして

いた。この日にドラマの宣伝なのかと興ざめした。 

 

○  ４月１２日(火)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。関東甲信越向けの

ニュースの中で、「戦後７７年 資料から解き明かす“僧侶たちの戦争”」というリ

ポートがあった。戦時下、植民地への布教や戦意の高揚などを目的に、僧侶が戦争

協力をする事例があったとのことだ。本来は平和を願うはずの宗教家が、なぜ戦争

に協力したのかということに焦点を当てていた。今後もこのテーマを掘り下げるよ

うなので期待したい。「２０２２年度 関東甲信越地方向け地域放送番組編集計画」

にも「過去の災害や戦争と向き合い、風化させることなく教訓を次世代へつなぐ」
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という表現があるが、それを具現化した企画だと感じた。引き続き、こうした次世

代へつなぐ各地域の情報を全国発信するとよいと思う。 

 

○  ４月１５日(金)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」を見た。「ＮＥＷＳ ＷＥ

Ｂランキング」では、ＳＮＳなどでのいわゆる“投げ銭寄付”について特集してい

た。自分が寄付したお金がどのように使われるのか見える形の寄付であることが紹

介されていてとてもよかった。放送とウェブが連携した取り組みであることも評価

したい。 

 

○  ４月１０日(日)のＮＨＫスペシャル「数学者は宇宙をつなげるか？ａｂｃ予想証

明をめぐる数奇な物語」(総合 後 9:00～9:59)を見た。京都大学の望月新一教授に

よるａｂｃ予想の証明を巡って世界的な議論となっていて、数学者たちの間でも意

見が二分していることに驚かされた。高校の学習指導要領が改訂されたタイミング

での放送は、時宜を得ていたと思う。今回の新教育カリキュラムでは、理数教科に

「理数探究」という科目が新設された。数学的な見方や考え方と日常生活を関連づ

けながら学ぶことが意識されたものになっていて、これまでは知識ばかりが問われ

る傾向があったが、思考力や判断力、主体的に学習に取り組む態度などが評価され

るようになった。望月教授には取材を断わられたそうだが、周囲の方々に話を聞き、

望月教授の考えや研究に取り組む姿勢を伝えていた。制作者の情熱が伝わってくる

すばらしい番組だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  これまでにも、フェルマーの最終定理に焦点を当てた番組

など、数学を扱った番組を得意としているディレクターが制

作した。極めて難しい題材をテーマにしたが、ＮＨＫらしい

番組になったと考えている。 

 

○  連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」を見ていた。英語に関連してさまざま

なことを学ぶことができた。出演する俳優たちも英語を学ぶなど、さまざまな努力

をしていることがよく伝わってきた。４月にスタートした「ちむどんどん」も見て

いるが、１５分のドラマの中に出演者やスタッフの努力や思いが詰まっていると感

じている。今後の展開を楽しみにしたい。 

 

○  連続テレビ小説「カムカムエヴリバディ」を毎日楽しく見ていた。一部、キャラ

クターの設定に違和感を覚えるところがあったが、そのほかはすべてがすばらし

かった。深津絵里さんの最後の歌唱シーンは涙があふれてきた。私たちの日常はド
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ラマで紹介されたような歴史の上に成り立っていて、ドラマを通してそのことを改

めて意識できたこともよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  英会話を題材にした、藤本有紀さんの精緻な脚本が際だっ

たドラマだ。出演している俳優たちは、見えないところでさ

まざまな努力をしている。頂いた意見は今後の番組制作に生

かしていきたい。 

 

○  ４月７日(木)のいいいじゅー！！「新潟・燕市」を見た。埼玉県から燕市に移住

した、キセル作りに取り組む青年に密着した番組だった。地域で活動しようとする

移住者に焦点を当て、移住の現実を知ることができる興味深い番組だと感じた。移

住については行政と地域住民の捉え方に少しズレがあるケースが多いと感じてい

る。移住者と地域との関係がしっかりと築かれることが大切だと考えているが、こ

の番組のように多様な移住の形を数多く紹介することに意味があると思う。一方で、

番組では移住者をキセル作りの「職人」として紹介していたが、この地域では１０

年取り組んで初めて一人前と言われているので、違和感を覚えた。今後も移住とい

う難しい問題に多角的に伝えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  東京の本部が制作した番組だが、移住の促進は新潟県の大

きなテーマなので、移住する側と迎え入れる側の意識の差な

ど、頂いた意見は今後の番組制作の参考にしたい。移住につ

いては、さまざまな切り口で引き続き伝えていきたい。 

 

○  ４月９日(土)のＤｅａｒにっぽん「魅惑の粉雪と生きる」を見た。北海道のニセ

コを舞台にしたドキュメンタリーで興味深かった。ニセコの自然のすばらしさがよ

く伝わってきた。ニセコとさまざまな形で関わる３人の生き方を通して、地域の特

徴やニセコに降る雪の魅力がよく理解できた。世界的に見てもここまで質のよい雪

が大量に降る地域は珍しいので、そのことをもう少し強調するとなおよかったので

はないか。自然本来のすばらしさを感じさせてくれる良質な番組だった。 

 

○  「みんなの手話」を見ている。３月１８日(金)の特別編「三宅くん＆徹子さん 

みんないっしょに手話テレビ」は、来客の際はチャイムを押すとライトが点滅する

という技術的なことから、手話で会話をする際は会話の相手と正対できるよう相手

の肩をたたいてから会話を始めることなど、ろう者の日常生活について紹介されて
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いた。プレミアムドラマ「しずかちゃんとパパ」では聴覚障害者の役を笑福亭鶴瓶

さんが演じているが、ろう者の日常生活が描写されているシーンで、なぜそのよう

な工夫をしているのか説明がなかった。番組の最後でよいので、解説があるとろう

文化の理解につながると感じた。 

 

○  ３月２９日(火)のアイラブみー「なんでパンツをはいているんだろう？」(Ｅテ

レ 前 10:00～10:10)、３月３０日(水)のアイラブみー「ゲジゲジが好きってヘン？」

(Ｅテレ 前 9:30～9:40)を見た。子ども向けだが、ＮＨＫならではの番組で感心し

た。私たちの体や個性などについて、イラストや歌などを用い分かりやすく丁寧に

伝えていてすばらしかった。登場人物は子どもと父親の組み合わせで、母親が登場

しなかったことにも意図が感じられた。子どもたちが疑問を持つことを大切にし、

子どもたちの思考の道筋をたどるようにうまく展開されていてとてもよかった。

「なんでパンツをはいているんだろう？」では、子どもたちが自分の体をセルフケ

アする重要性に着目していることがとてもよかった。「ゲジゲジが好きってヘン？」

は、自己肯定感を育むことの大切さがよく分かる内容で好感を持った。番組の最後

に、保護者に向けたウェブ記事をＱＲコードで案内していたのも効果的だと思う。

親子の会話につながる番組を今後も数多く制作してほしい。 

 

○  ４月２日(土)の「おかあさんといっしょ」を見た。長年歌のお姉さんを務めた小

野あつこさんが番組を卒業されるとのことで、感慨深く見た。新型コロナウイルス

の感染拡大で、スタジオで子どもたちと歌ったり踊ったりすることがかなわない時

期があったことなど、さまざまなことが思い出されて感動した。新しい歌のお姉

さんのながたまやさんに引き継ぐ場面もあり、すばらしかった。 

 

○  ４月８日(金)に再放送されたＮＨＫ俳句「題“桜”」を見た。この４月から、動

画投稿サイトの美しい映像と俳句を組み合わせて伝える試みが始まったが、季節感

がありすばらしい。新しい番組に生まれ変わったと感じた。 

 

○  ４月８日(金)に「ギョギョっとサカナ★スター」がスタートした。イシガキフグ

の生態研究の紹介など内容がすばらしく、さかなクンの魅力が感じられるとてもよ

い番組だ。引き続き期待したい。 

 

○  ３月２３日(水)の大分発地域ドラマ「君の足音に恋をした」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 10:00

～10:59)を見た。脚本や演出がとてもよかった。日田市や天ヶ瀬温泉の魅力はもち

ろん、水害の恐ろしさや災害から立ち直ろうとする人たちの心模様など、盛りだく

さんの内容だった。さまざまな要素を盛り込みながら、青春ドラマとして成立して
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いてすばらしかった。加藤清史郎さんをはじめとする俳優の演技もとてもよかった

と思う。地域の特性や課題など、さまざまな知識が得られ、考えさせられるドラマ

だった。このような地域発ドラマを全国放送するという取り組みはとてもよいので、

今後も継続してほしい。 

 

○  ３月２７日(日)に再放送された「ショパン国際ピアノコンクール 世界最高峰の

ステージから」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 11:20～翌前 1:20)を見た。ポーランドの人たちが

ショパンに寄せる思いなど、さまざまな要素が盛り込まれた番組だった。同じ曲を

異なる演奏者が奏でて聴き比べるコーナーは、それぞれの個性や違いが分かりやす

くとてもよく、２時間飽きることなく見ることができた。解説の三人からは異なる

切り口で多様な考えを聞くことができ、さまざまな楽しみかたを知ることができた。

ショパン国際ピアノコンクールについては、１１月１６日(火)に「もうひとつの

ショパンコンクール～ピアノ調律師たちの闘い～」、１２月２５日(土)に「ショパン

に挑みし者たち～２０２１ ショパン国際ピアノコンクール～」を放送していた。

同じコンクールをテーマに、ピアノメーカーや調律師など、さまざまな視点で伝え

たことがすばらしかった。 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

番組審議会事務局 
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